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一　召喚









　この日、オフィスを出て見上げた空は、西の方角がまだ薄っすらと明るかった。

「七時ってこんなに明るいんだっけ……。そういえば、事務員さんが今日は夏至だって言ってたな」

　私が勤めるのは民間援助団体、一般的にＮＧＯと呼ばれる組織だ。行政や民間企業から依頼を受けて、途上国などで技術協力の陣頭指揮やその手配、調整役を担っている。

　ＮＧＯに就職を決めたのは、大学生の時。教育はおろか、日々の暮らしにすら事欠く貧困地域の子供たちの存在を知り、彼らのためになにかがしたいと思ったのがきっかけ。海外に赴いて事業に従事する中で、直接現地の子供たちから感謝を伝えられた時は心底嬉しかった。この仕事を選んでよかったと思ったし、もっともっと頑張ろうと奮起した。

　それらを原動力にここまで走り抜けてきたけれど、多岐に渡る業務に対して人手は圧倒的に少なく、特に今のプロジェクトに関わるようになってからは朝七時にはオフィスに来て、退社するのは決まって終電。家では持ち帰り仕事まで片付けて、睡眠時間は毎日三時間取れるかどうか。最後の休日がいつだったかはもう思い出すこともできない。

　そんなプロジェクトにもやっとゴールが見えてきて、明日は久しぶりの休み。疲れきった心と体は休息を求めていた。

「頭が痛い。目が霞む。耳鳴りはずっとだし……それに、また幻聴が聞こえてる」

　これまでにも連勤や繁忙期は何度も乗り越えてきたけれど、幻聴なんてなかった。それがここ最近は、連日のように聞こえていた。

　不思議なことに、聞こえてくるのはいつも同じ男性の声だ。男性は誰かを捜しているようで『どこにいるんだ』と呼び掛けている。彼の低く張りのあるバリトンボイスが耳に心地いいと感じてしまうのは、きっと私が疲れすぎているせいだろう。

「とにかく、家に帰ってまずは休もう」

　混雑する電車に揺られ、なんとか自宅アパートに辿り着いた。ドアを開けた瞬間、ドッと体が重くなった。

　真っ直ぐに居間のソファに直行し、崩れるように倒れ込む。

「ふぅ～」

　……大好きな仕事ではあるけれど、そろそろ考え直す時かなぁ。冗談じゃなく過労死しそう。

　ソファに凭もたれてそんなことを考えていると、ふいに、テーブルの上に置かれたままの缶ビールが目についた。

　最近は疲れすぎて目が冴えてしまい、寝付けない日が多かった。昨日は眠るために仕方なくお酒の力を借りており、その残りが置かれたままになっていた。

「あぁ、喉渇いた」

　緩慢に半身を起こすと重い腕をビールに伸ばす。本当は冷えたビールがよかったが、冷蔵庫まで取りに行くのも面倒だった。

　伸ばした指先がビールに触れる直前、私がお尻を浮かせたことでソファの上に乱雑に放っていた通勤鞄がズルリと滑り、床に落ちてしまった。

「わわわっ。中にスマホが入ってるのに」

　ビールを掴みかけていた手で、慌てて鞄の持ち手を握る。

「……えっ？　な、なにっ!?」

　引き上げようとしたら、突然床から水が湧いてきて鞄が沈んでいく。力を込めて持ち手を引っ張るが、中に引き込む作用が働いているのか鞄は一向に持ち上がらない。

「なにが起きてるの!?　私、疲れすぎて寝ちゃってる？　って、こんなにリアルな夢なんておかしいでしょう!?」

　激しく混乱し、逃げることも思いつかずに鞄を掴んだまま叫んでいた。

　その間にも、水溜りはどんどん広がってゆく。足先に濡れた感触がしたと思えば、すぐにくるぶしまでが水に浸かる。

　深さを増した水溜りの一部が緩く波紋を描き出し、中心がトプンと波打つ。直後、水飛沫を跳ねさせながら、銀髪碧眼の美貌の男がすくっと湧いて出た。

　浅黒い肌に、彫りの深い整った目鼻立ち。髪は銀糸よりなお艶やかな銀髪で、輝石よりも鮮やかに輝く碧い目には、髪と同色の長い睫まつ毛げが影を落とす。鼻筋がスッと通った高い鼻梁、形のいい唇は緩やかに弧を描く。

　突如現れた、現実離れした色彩を持つ男は、息を呑むほどに美しかった。さらに男は身に纏う装束も独特で、映画や小説の世界に出てくる砂漠の国の王様のようだ。

　……やだ。疲れすぎて、いよいよ頭がおかしくなっちゃったのかしら。

　男の浮世離れした佇まいが、目の前の光景を気き鬱うつが見せた幻覚と思わせた。縫い止められたようにその美貌に見入っていると、男の唇がゆっくりと開く。

「やっと出会えた」

　え？　この声って……！

　鼓膜を震わせた低音は、ここ最近幾度となく聞いてきた幻聴と同じ声だった。そして男の声は、やはり耳に心地よく響いた。

　……なにこれ。色男が好みの声で囁いちゃうとか、私の幻覚ってめっちゃ大盤振る舞いじゃない？

　こんな都合のいいことを考えながら目の前の男の幻影を眺めていたら、男がグンッと伸び上がってきて私の手首を掴む。

「ヒッ!!」

　男の手は、確かな感触と人肌の温もりを伝えていた。

　……違う！　このリアルな感触は、幻覚なんかじゃない！

　認識すると恐怖で全身が激しく震え、カチカチと歯と歯がぶつかって音を立てた。

「いやぁっ!!」

　必死になって男の腕を振り払おうともがくのに、男の腕は寸分も緩まない。

「水神の御使いよ、どうか頼みを聞いて欲しい。カルダーン王国三百万の民を救えるのはお前だけだ。もはや我が国には一刻の猶予もない」

「やだ、いやだ！　やめてっ!!」

「足掻いたところで無駄だ。お前は俺とカルダーンに行くのだ」

「馬鹿言わないで!!　あなた頭がおかしいわ！　誰か、誰か……っ!!」

　私が助けを求めて声を張り続けていると、男は唇を引き結んで身を乗り出してくる。男は手首を握っているのと反対の腕で私のウエストを掴み、強引に水の中へ引っ張り込む。

「いやぁ、離してっ!!」

「いいや、俺はお前を離さない。カルダーンで、俺はお前を妻にする」

　男のおかしな言動に絶望を覚えた。さらに信じられないことに、水溜まりが二人の人間をズブズブと中に呑み込んでいくではないか。

「やだっ！　嘘でしょう!?　やめてっ!?」

　胸のあたりまで引き込まれ、私は渾身の力で手足をバタつかせて抵抗するが、男の腕は僅かにだって緩まない。そうこうしている内に、ついに顎先が水に浸かる。

「っ、イヤァァァァアアアアアッッ──!!」

　そのまま私は頭まで完全に水溜まりに引き込まれた。




　男の腕に抱かれ、真っ暗な虚無の中を進む。水の中に引き込まれたはずなのに、不思議と息苦しさは感じなかった。

　どれくらい、暗闇を進んだだろう？　暗闇の先が、微かに白く光っているのを感じた。

　……あれは、太陽？　久しく浴びていなかったお日様の温もりがなんだか妙に懐かしくて、不覚にも強こわ張ばった心がほんの少し綻ほころんだ。

　やがて、私の体力が限界を迎えた。体の力が抜け、細く繋がっていた意識の糸が途切れていく。

　意識を手放す直前、私を抱き締める腕がグッと強くなるのを感じた──。




＊＊＊




　虚無の中を進みながら、腕の中の娘を見下ろす。

　意識を無くし、俺にくたりと身を預ける娘の柔らかな温もりが俺の胸を熱く焦がす。奥深くの空虚な部分を埋めていく。

　まるで己の半身にでも巡り会ったような高揚を覚えていた。

　娘との出会いの奇跡を前にすれば、荒ぶる気性の太陽神への積年の恨みまでもが、遠く押し流されていくようだった。

　……あぁ、間もなく着きそうだ。俺は虚無の先に浮かび始めたカルダーン王国の現状に思いを馳せた。

　近年、俺が統治するカルダーン王国では雨量が減少していた。もう丸一年近く纏まった雨が降らず、乾ききった大地に民衆の生活は限界だった。

　我が国では古来、干ばつは太陽神の気の昂たかぶりによって起こるといわれていた。これを鎮めてくれるのが気性の優しい水神であり、その御使いの女性だ。そうして水神の御使いは、太陽神の子孫である王だけが、召喚によって呼び寄せることができる。

　だが、俺は神官共がしきりに勧める水神の御使いの召喚には、最後まで反対だった。召喚された御使い本人はもとより、関わる周囲の者、果ては子の代にまで悪い影響が尾を引くことを、直接当事者から聞かされて知っていたからだ。

　カルダーン王国では、三代前の王であった俺の曽祖父の代にも、干ばつにより召喚を行っている。

　幼い俺が慕っていた祖父は、水神の御使いの子であったのだが、母の腕に抱かれたことはただの一度もなかったという。水神の御使いとして強制的に連れてこられたことで半ば気のふれた母に疎まれて育った祖父は、召喚の制度その物を疑問視していた。

　そんな祖父の姿を間近に見て、俺は幼心に同意なく娘を連れてくる人攫さらいにも通じる行為を厭いとう感情を抱いた。

　その俺が、三代前の悲劇を再び繰り返すことになろうとはなんという皮肉だと、天を恨みながら召喚の儀式に臨んだ。

　ところが、ひと目見まみえた瞬間に痺れるような衝撃を覚えた。宵闇を映したような瞳に目が釘付けになって、もっと彼女のことが知りたくて堪らなくなった。俺のものにしたいと、そんな圧倒的な独占欲が募った。

　……誰にもやらない。俺が元の世界も、元の暮らしも、全てを忘れるくらい、誰よりも愛してやる。この娘は俺のものだ──！

　俺は娘を抱く手にグッと力を込めた。








二　不条理な役目









　眠りの世界から、ゆっくりと意識が浮上していくのを感じた。

　怠さが嘘のように消え、常にあった頭痛も耳鳴りもしない。私は久しぶりに清々しい目覚めを迎えていた。

　……この枕のおかげかな？　夢うつつのままスリッと頭を擦り寄せれば、体を包み込むような温かな感触に、自然と口元が綻ぶ。

　愛用の物とは違いほどよい弾力を持つ温かな枕は、不思議なくらいしっくりと私によく馴染んだ。さらに、横寝になった私の体を包み込む温かな感触も心地よかった。

　こんなに気持ちよく眠ったのは、一体いつぶりのことだろう。

　私は名残惜しくも夢の世界に別れを告げると、ゆっくりと瞼まぶたを開く。するとそこには満面の笑みを浮かべて私を覗き込む男の姿があった。

「ヒッ！」

　男と目が合った瞬間、息が詰まり、体が強張る。

　なんと私が頭を預けていたのは男の腕で、私は男と身を寄せ合って寝台に横たわり、一枚の掛布に包まっていた。

　即座に状況が理解できず、脳内は混迷を極めた。

「起きたか！　よかった！　なかなか目を覚まさないから心配したぞ！」

　男は動揺する私に構わずに鼻先が触れそうな近さから覗き込み、白い歯を零こぼして弾んだ声を上げる。その微笑みの眩まぶしさに、意図せず胸がドキンと跳ねた。

　同時に、意識を失う直前の記憶が脳裏に押し寄せてくる。

　にわかには信じ難いが、私は帰宅後に突然湧いて出てきたこの男によって、水中に引き込まれたのだ。思い至れば、あの時の恐怖がそっくり胸に蘇よみがえる。

「離してよ、この誘拐犯!!」

　一気に恐慌状態になった私は男を突き飛ばしながら叫び、男の腕を抜け出して寝台から起き上がる。

　……早く、逃げなくちゃ！

　石の床を踏みしめると、ふらつく足で一直線に陽光が射し込むテラスを目指した。

「待て！　ふらついているではないか、無理をするな」

　男が慌てた様子で私の後を追って来た。開け放たれたドアから数段の階段を下りた先に続くテラスに飛び出して、悠々と続く乾いた大地を目にして息を呑んだ。ビルの影ひとつない、明らかに現代の文明とは切り離された私が知らない世界が広がっていた。

　……なに？　もしかして私はまだ夢を見ているの？

　おそるおそる首を巡らせ、飛び出してきた建物を振り返る。漆しっ喰くいの装飾に覆われた建物にはガラスのはまった窓がひとつもなく、現代建築のルールをまるっきり無視している。

　そんな古代神殿さながらの建造物が、真新しい状態で今まさに使われている状況に混乱した。不安と恐怖が胸に交錯していた。

　バクバクと張り裂けそうな鼓動を抑えつけながら視線を向けた空に青白い光を放つ見知らぬ星を認めた瞬間、叫んでいた。

「ここはどこ!?」

「水神を祀る水陽の神殿だ。ここはカルダーン王国の王都にあってもっとも神聖な場所とされている。水神の御使いを別にすれば、王しか入れん」

　男の言葉は、ほとんど耳に入ってこなかった。

「そして召喚は、ここで王が一人で……おい、大丈夫か!?」

　体がグラリと傾かしぐ。慌てて傍の支柱を掴み、なんとか転倒を免れた。

　駆け寄ってきた男が私に声を掛けていたが、まるで耳に入らなかった。ゴクリと喉を鳴らした音が、不気味なくらい大きく響く。

　……ここは、日本じゃない！　……ううん、ここは地球ですらない──！

　目の前の光景は、私の心と体を芯からキンと冷えさせた。激しい心臓の音が、鼓膜に反響していた。

　見上げた空には赤く乾いた大地を照らす太陽と、その脇に並ぶ青白い光を放つ星……。

　何度瞬きを繰り返しても、青白い光を放つ星は変わらずにそこにある。

「太陽の横の、あれはなに？」

　やっとのことで絞り出した私の声は、無様なくらい震えていた。

「水陽のことか？」

　私の問いかけに、男はなんでもないことのように答えた。

　……男に、太陽という単語は通じた。けれど、あれはきっと私の知る太陽とは別の物だろう。

「……すいよう？」

「水神が住まうあの星は、昼夜を問わずあの場所から人々の暮らしを見守っている。この世界の守り神と言ったところだな」

　踏ん張ろうと思うのに、意思とは無関係に体から力が抜けていく。支柱に手を掛けたまま、ズルズルと体が頽くずおれる。

「あまり無理をするな。この時間帯、テラスは日差しが強い。水神の御使いのお前になにかあっては一大事だからな」

　言うが早いか、男は片腕だけで軽々と私を抱き上げると、大股で室内へと取って返した。

　……あぁ、そうだ。引き摺り込まれる前にも、男は私に『水神の御使い』と呼び掛けていた。それから男は『頼みを聞いて欲しい』と、そう言葉を続けたのではなかったか？

　私は一体、ここでなにを要求されるのか……。

　湧き上がる不安とも恐怖ともつかぬ不快感に、肌が粟立った。

「あなたは私になにを望むの？」

　思い至ってしまったら、尋ねずにはいられなかった。片腕だけで悠々と私を抱き上げる男を見上げ、小さく呟つぶやく。

　すると男の腕がビクリと強張り、その美貌がスッと引き締まった。

「こちらで話そう。少し長くなる」

「……分かった。ひとまずあなたの話を聞くわ」

　決して冷静になったわけではなかった。けれど、これ以外の言葉が出てこなかった。

　これを聞かなければなにも始まらないと、私は本能的に悟ったのだ……。







　私と男は並んで籐椅子に腰を掛けた。

「はじめに自己紹介からさせてくれ。俺はカルダーン王国の国王ガルーダ・マハル・カルダーン。そうして王たる俺がお前を呼び寄せたのは、お前が唯一この国を救える水神の御使いだからだ」

「私はアリサよ。あなたは最初の時から私を水神の御使いと呼んでいたよね。だけど人違いだと思うわ。だって私、水神なんて会ったことないもの」

「いいや、俺と共にこの国にやって来ている時点で、アリサは水神の御使いに間違いない」

　私の言葉に男は、いや、ガルーダは首を横に振り、断言した。

「ふーん。だったら、私はなにをすればいいの？　そもそも水神の御使いってなんなの？」

　私のこの質問に、何故かガルーダは暗く表情を翳かげらせた。そしてまるでなにかを堪えるように膝上でグッと拳を握り締め、重く口を開いた。

「水神の御使いとは、干ばつに苦しむ我が国に水神が遣わした乙女のこと。乙女を迎える一連の儀式を召喚と言い、今回、水神が示したアリサを俺が召喚した。そうして水神の御使いが王と交わることで、カルダーンに恵みの雨がもたらされる」

　まったく意味が理解できず、瞬きを繰り返す。ここまで通じていたはずの彼の言葉が、途端に知らない言語にでもなってしまったようだった。

　そんな私を余所に、ガルーダはさらに続ける。

「干ばつというのは、太陽神の気が濃くなるために起こる。召喚により現れる水神の御使いは必ず未通の若い娘であり、その娘が太陽神の子孫である王家の血と交わることにより太陽神の気が鎮まるのだ。記録を紐解けば、これまで両手の指の数を超す召喚がなされているが、交接の翌朝は国中が降り注ぐ恵みの雨で目覚めを迎えている。カルダーン王国三百万の民を救うには、もうこれしか残る手立てがない。アリサには、どうかこれを受け入れて欲しい」

　長い間を置いてゆっくりと理解に至った時、全身が怒りで小刻みに震えていた。

「……アリサ」

　ガルーダが震える私の肩に腕を伸ばす。

「触らないで！」

　ピシャリと言い放てば、ガルーダは肩に指先が触れる直前で、弾かれたように手を止めた。

「今の話を、私に信じろと言うの？」

「そうだ。これが事実だ」

　ガルーダから聞かされたのは、おとぎ話よりも余程にふざけていて、人を馬鹿にした話……。

　聞いたから、聞かされたからと、承知できる筈もなかった。

「証拠は!?」

「翌朝の雨が、なによりの証拠となる」

　整然と告げられて、頭にカッと血が昇る。

「事をなした翌朝の事象が証拠!?　馬鹿言わないで!!　そんなのは、なんの証拠にもなってない！　そんな不確かな訴えを信じて、あなたと寝ろと本気で言っているの!?」

「そうだ。そして俺は、なんとしてもアリサにこれを頼みたい」

　突然、隣にいたはずのガルーダの気配が消えた。

　だけどすぐに、彼が私の足元にひれ伏して、床に額を擦り付けていることに気付く。

「なにをやってるの!?」

　私は唖然と見下ろして、引きつった声を上げる。

「かつて俺は、父から教えられた」

「え？」

　唐突な発言に理解が追いつかずに固まっていたら、床に伏すガルーダが身じろいで、艶やかな銀髪がサラリと流れる。

　そうして、前髪を割って現れた碧色の双そう眸ぼうが真っ直ぐに私を見上げた。その瞳の射貫くみたいな鋭さに、私はガルーダから目が逸らせなくなった。

「現人神たる王が他者に頭を下げることは、己が命とその肩に背負う国を投げうつ行為だそうだ。しかし俺がこれをすることで、万にひとつでも、渇き死ぬ三百万の民を救う道が拓けるのなら、俺は幾日だろうとこのまま頭を垂れ続ける」

　ガルーダは伏した体勢のまま顔だけを上げて、私に向かって言い放つ。

「……まるで、脅しだわ」

　三百万の民の命を引き合いに出して、私の退路を断とうとする。そんなのは、傲慢以外のなにものでもない……。

「そう取られても仕方ない。だが、カルダーン王国三百万の民を救えるのはアリサだけなのだ」

　ガルーダは苦渋を滲にじませて絞り出すように答えると、再び額を床に擦り付けた。

「……嘘でしょう？　こんな馬鹿な話が、あっていいわけない……っ！」

　これにガルーダは、深く頭を垂れたまま答えなかった。それはまるで、先の言葉の本気度を示そうとでもしているようで、私は伏したガルーダを見下ろしたままギリギリと拳を握った。爪が手のひらに食い込んで痛みが走ったけれど、それよりもっと、胸がキュウキュウと軋んで苦しい。

　私が二十五年、日本で培ってきた常識や既成概念が吹き飛ばされる。けれど確実に私の良心に訴えて心を苛さいなむ。

　あまりに重い決断を私に迫る……。

「……無理だよ」

　長い間を置いて発した小さな呟きに、伏したガルーダの肩が跳ね、ゆっくりと目線を私に向ける。彼の目は困ったような、傷ついたような……いいや。もっと悲愴な決意が篭こもる寒々しい目をしていた。

　その決意がなんなのかは、あえて考えるのを放棄した。

「いえ。無理というのはそうじゃなくて、今はとてもじゃないけど冷静な返事ができるような状態じゃない。お願い、少し一人にして？　一人になって、考えたいの」

「分かった。そのように言われては、俺には従うほかがない。一旦、席を外そう。だが、いつまでもこの水陽の神殿にとどまるわけにもいかん。夕方前にはここを出て、王宮に戻りたい」

　私が必死に理性を寄せ集めて今の心を正直に伝えると、ガルーダは重々しく頷うなずいて立ち上がる。

「卓の上の果物や軽食はお前のために用意させた物だから、好きに摘まんでくれ。出発前にまた来る」

　ガルーダはこう言い残し、部屋を出て行った。

　部屋に一人になり、しばらくは鬱うっ屈くつした思いを巡らせていた。途中、卓上に置かれた水だけは飲んだが、果物やパンといった食事には手を付ける気にならなかった。

　どれくらい経っただろう、ふいに太陽に呼ばれた気がして、籐椅子から腰を上げた。陽光に誘われるように、先ほどのテラスに足を向けた。出がけに肌を焼く太陽の強さを思い出し、置いてあった衣い装しょう櫃びつらしき物の中から大判のストールを取り出して頭からすっぽりと被った。ヒョウタンのような容器に入った水も、念のため肩から下げて携帯した。

　テラスは私がいた部屋の前だけでなく、建物に沿って他の部屋とも外で繋がって広々としていた。ゆっくりと縁に沿って進みながら、美しく手入れされた庭を眺めた。

　目の前で風に揺れるナツメヤシやイチジクは青々として生命力に溢あふれており、ガルーダから聞かされた干ばつに窮する状況とは、かけ離れて見えた。

　彼の説明を疑うわけではなかったが、どことなく腑に落ちないまま、私はテラスの上を進んだ。やがてテラスが途切れ、私はトンッと地面に降り立った。

　振り返ると、私が出てきた水陽の神殿の全貌が見てとれた。神殿の建物は五十メートルほどの長さで、石組みの基き壇だんに、等間隔に並んだ重厚な柱が平らな屋根を支えている。全ての部屋は外のテラスで繋がっており、中庭に下りられるようになっている。外壁には精せい緻ちな化粧漆喰の彫刻が施され、とても女性的で優美だった。もしこれが海外旅行中に見た歴史遺産であったなら、私は間違いなく感嘆の息を漏らしていただろう。だけど今は、重く苦しいため息ばかりが口を衝いて出た。

　水陽の神殿から目線を外し、周囲へぐるりと首を巡らせる。どうやらここは他よりも少し高い土地にあるようで、ナツメヤシやイチジクの木々の合間から街の様相が見て取れた。

　……あれ、なんだろう？　なにかが光っているみたい。

　街の中にキラキラと光る物を見つけて目を凝らす。すると、光るそれが豊富な水量を湛たたえた川だということが分かった。

「水面の反射だ！　大きな川が流れているんだ！」

　あれだけの大河なら、十分な水が賄えるのではないか!?　そんな希望的観測に、心が躍った。

　もっと街の様子が知りたくて、背伸びして木々の間から街を見回した。この地は高いビルなどの建造物がなく、遮られずに遠くまでが一望できた。

　川に沿っては多くの草木が茂り、ここと同じように青々とした葉が風に揺れていた。ところが視線を川から少し離れた大地に向けると様相は一転し、赤茶色に乾ききっていた。風が吹けば太陽に焼かれたサラサラの砂が舞い、枯れた草を覆う。それがまた、新たな風に舞い上がって流れる。

　川の近くとそれ以外の場所では、なんて違いなの……。

　こんなにカラカラに乾ききった状況で、大河から遠く離れた土地に住む民は一体どんな暮らしをしているのか。私がＮＧＯの活動で赴任し、見てきたどの国よりも、この地で暮らしてゆくのは過酷に思えた。

　……どこかから、街に出られないかな？

　もちろん、水陽の神殿の正面に回れば門から出られるだろうが、それだと当然ガルーダの知るところとなり、彼も一緒に付いてくるに違いない。

　今はガルーダと肩を並べて歩く気にはなれず、私は水陽の神殿を回り込むようにして裏手へと進んでいった。

　──カサッ、カサカサッ。

　水陽の神殿の裏手を歩いていたら、足元からなにかが這い上がってくるような物音がした。ハッとして音のする方に目を向ける。

　すると、数歩先の草地から大きなイモリがこちらにニョッキリと顔を出す。

　私はビクリと肩を跳ねさせた。けれど驚いたのはイモリに対してではない。イモリが上ってきた緩い坂道に気付き、目を丸くした。

　スロープだ──!!

　草で見えにくくなっていた簡素なスロープを見つけ、逸る心で向かう。上から覗き込むとスロープは、緩やかな傾斜で高台の下まで続いていた。

　これを下りれば街に出て、民の暮らしがこの目で見られる……！

　私は慎重にスロープを下り始めた。







　スロープを下りた先は、クズに似た植物が茂る草地だった。なるほど、大河に近く、身を潜める草が潤沢なこの場所は、イモリの恰好の住処なのだと思った。

　しばらく進むと草地は終わり、打ち固められた土の道に出た。私は周囲の様子を注意深く窺いながら道行く人の波に紛れた。老いも若いも、男も女も、人々は皆同じ方向を目指す。その手には桶や革袋が握られていた。

　……水を汲むための物かな？

　案の定、人々の流れに乗って辿り着いたのは川の採水場所で、長蛇の列ができていた。

「ねえ母ちゃん、今日も列、長いねぇ。いつになったら、僕たちの番になる？」

「あと二、三時間で汲めたらいいわね」

「はぁ～。前みたいに雨が降れば、それを溜めて使えるのにね。僕だってまた、学校に行けるのに」

「これこれ、王様が水神の御使い様の召喚を決定したと先に告示があったじゃないか。きっとじきに召喚が行われて、雨が降るさ。そうすれば、お前もまた学校に行けるようになるよ」

　胸が締め付けられるような思いでそっと列を外れ、母子の横を通り過ぎた。

　私は大河を背にして進んだ。

　カルダーン王国の街は、川の周囲を別にすれば、大地も立ち並ぶ日干し煉瓦の家々も、全てが乾いた赤茶色をしていた。気候や風土だけ見れば、私は過去に似たような砂漠地帯を訪れたこともある。けれど、そこにはトタン屋根もあったし、水を溜める大型のポリタンクだってあった。

　当然、この地にそれらはなく、現代より人々の暮らしを支える手段や選択肢が格段に少ないことを嫌でも思い知らされた。

　そうして川から一歩、また一歩と遠ざかるごとに、街は物悲しい風情を漂わせる。厳密にいえば、少ないながらも木々や植物はあり、当然人々も行き交っている。商店や、物売りの姿も見えた。

　けれど乾ききった街はやはり、活力に乏しい。

　水陽の神殿の庭では瑞々しい緑が揺れていたけれど、あれはほんの一部。

　……これが、この国の現実なのだ。

　舞い上がる乾いた砂が、ひどく目に沁みた。




　私はまるで、なにかに衝き動かされるように、赤茶色の土の上を進んだ。

　そうすれば、いつの間にか街の居住区を抜けていた。居住区の先は、農地が広がっていたけれど、乾いた畑には豊かな実りが認められない。

　畑のカサカサの土の中から芋づるや葉が覗く。水不足により、葉は端の方から茶色く変色していた。

　行けども行けども状況は変わらずに、明らかに生育不良と思われる作物が、まばらに植わるばかりだった。いつの間にか、高い位置にあった太陽は傾き始め、その位置を低くしていた。

　さらに進むと、畑の畔あぜでしゃがみ込む少年たちの姿が目に飛び込んだ。

　現代日本の感覚で、小学校にも上がらない年少の子供たちだけで屋外にいるのが心配になった。

「君たち、おうちは近いの？　おうちの人が心配しているんじゃない？」

　気付いた時には声を掛けていた。

　男の子二人は、何故か草むしりに夢中だった。

「……うん、家はすぐそこだよ」

　少年の一人が草むしりの手を止めないまま、気のない様子でひと区画先のあばら家を指差した。

「心配っていうか、母ちゃんはどれだけ集まったか気にしてるだろうね」

　もう一人の少年も、先の子と同様に視線を上げずに、声だけで答えた。二人とも引っこ抜く草を吟味しているようで、真剣そのものの様子だった。

「そろそろ帰らないと、お夕飯になるんじゃない？　スープが冷めちゃうよ」

　もうじき太陽が沈もうとしていたから、私は帰宅を促すきっかけとして「夕飯」を選んで告げた。

「えー？　スープは俺たちが帰らないとできないよ」

「あら、そうなの？」

　少年の言葉はよく分からなかった。

「そりゃそうさ。これがなくちゃ、スープが具なしじゃないか」

　少年は草むしりを止めると顔を上げ、私に向かって「これ」と言って手の中の草を見せた。

「わっ！　すげぇ美人……！」

「わぁほんと！　お姉さんって色が白くて、とっても綺麗!!」

　目深に被ったストールの隙間から目が合うと、ふたりは揃って感嘆の声を上げた。

　だけど私は、少年から返された先ほどの言葉が気になって仕方なかった。

「それがスープの具になるの？」

「そうさ。この草の根は食えるんだ」

「もしかしてお姉さん、知らなかったの？」

「……うん。今、初めて知ったわ」

　聞かされた少年たちの……いや、この国の逼迫した現実が、忙しなく頭の中を駆け巡る。同時に、水陽の神殿で私のために用意されていた食事は、決してこの国のスタンダードではないのだと、そんな確信にも似た思いが湧き上がる。

「食事はいつもそのスープなの？　……パンは？」

　震える声で尋ねた。

「えー？　パンなんて食べられるわけないでしょ」

「そうだよ。雨が降らないから、まともに育った麦で作ったパンなんて食べられないよ」

　頭をハンマーで殴られたみたいな衝撃に目の前が白黒して、胸がバクバクと激しく音を立てる。

　震えが止まらなかった。

「今さらこんなことを聞いてくるなんて、お姉さんはよっぽどいい家のお嬢様だったんだね」

「……そっか。今回の干ばつで、食うのに困り始めたのか。……よし！　それじゃ、特別にお姉さんに分けてあげる」

「え!?　いらないわ！　これは君たちが──」

「遠慮すんなよ！」

　固辞しようとしたのに、満面の笑みを浮かべた少年は、籠の中の半分を掴み上げて私の手に握らせた。

　土に汚れた小さな手にギュッと握られた、萎れかけた草……。

　込み上げる熱が、目頭をジンと重くする。

「ありがとう」

　少年たちに礼を伝え、手持ちのハンカチでもらった草を丁寧に包んだ。

「後はさ、これは内緒なんだけど、お姉さんには特別に教えてあげる……」

　ここで、少年の一人が声を潜めた。私は手招かれるまま、少年の口元に耳を寄せた。

「どうしても食うに困った時は、神殿の廃棄場に忍び込めば、ナツメヤシにイチヂクとか、まだ十分に食える宝石みたいな果物が拾えるよ」

「神殿って、水陽の神殿のこと？」

「違うよ、神殿って言ったら普通は王都中央の丘に王宮と並んで建つ太陽の神殿のことさ。水陽の神殿は、水神の御使い様と王様以外立ち入れない聖域なんだ、それを犯そうとする愚か者なんていないよ。もう、お姉さんはどれだけ世間知らずのお嬢様なのさ」

　少年は私を見上げて苦笑した。

　すると、もう一人の男の子が眉間に皺を寄せて厳しい声を上げる。

「ってかお前、まだ神殿に忍び込んでたのかよ!?　バレたら打ち首だって前にも言ったろう!!」

「うん、だけど食べないと、打ち首じゃなくたって死んじゃうでしょう？」

「そりゃ、そうだけどよぉ……」

「うちさ、妹が体弱いだろ？　ちゃんと食わせてやらないと、冗談じゃなく死んじゃうよ」

　淡々と事実を語る少年の姿に、熱いものがホロリと頬を伝う。私は慌てて俯いて、少年に気付かれぬよう、ストールに吸い込ませた。

「……ねぇ、どうして太陽の神殿では、そんな宝石みたいな果物が拾えるの？」

　宝石みたいな果物と、男の子は言った。事実、草の根を噛む暮らしの中で、瑞々しい果物は宝石と言えるのだろう。

　民が草の根を食みながら、一方で果物が廃棄として出ている？　私には意味が分からなかった。

「どうしてって、普通に神官たちの残りだろう？　お偉い神官様たちはせしめるだけせしめて、下々に分け与えるって感覚がないんだよ。俺の父ちゃんは王宮勤めだけど、王様はちゃんと残りを使用人に分け与えてくれるんだ。父ちゃんもおこぼれに預かって、持って帰ってきたことがあったよ」

「いいよなぁ……。俺んちの父ちゃんは神殿の下級使用人で掃除夫をしてるけど、神官たちに薄給で扱き使われてるよ。父ちゃんはいつも辞めたいって嘆いてる。だけど神殿は抱える機密も多いから、勤めるにあたって誓約書を書かされてて、辞めるのも簡単じゃないんだって」

「ほんと、権力に物言わせて贅沢三昧の神官たちなんて、いなくなっちゃえばいいのに！」

　少年は憤慨を隠さずに、フンッと鼻息を荒くして叫んだ。

「だからお前、そういう危ないことを大声で言うなよ！」

「あ、いけねっ！」

　少年は慌てて口を噤つぐみ、もう一人の少年は呆れたように特大のため息をついた。

「だけどさ、こんな暮らしもあと数日の話だろう!?　水神の御使い様が、もうじき召喚される。そうしたら水神の御使い様が、いっぱい雨を降らせてくれるよ！」

　少年の口から飛び出した「水神の御使い」の名に、ドクンと胸が大きく跳ねた。

「そうだな!!　雨が降れば、収穫が早い畑の野菜はじきに食える。芋や麦だって、どんどん育つよ」

　胸が締め付けられるみたいに苦しくて、狭くなった喉はとても息が吸い難かった。私はヒュウヒュウと浅い呼吸を繰り返した。

「なぁ、そろそろ帰ろうぜ？　こんくらい集まりゃなんとか食えるだろ？」

「そうだね！　それじゃあね、綺麗なお姉さん！」

　少年たちは弾けるような笑顔を残し、慌ただしく帰っていった。

　私は二人の背中が見えなくなっても茫然と立ち尽くしたまま、その場から動くことができなかった。







　トンと肩を叩かれて、ギシギシと軋む首を巡らせた。

　振り返れば、すぐ後ろにガルーダが立っていた。私と目が合うと、ガルーダはホゥッと大きく息を吐き、その目に安堵を滲ませた。

「捜したぞ。無事でよかった」

　ガルーダの息は弾み、額には珠のような汗が浮かぶ。随分と駆けまわったようで、カフタンの前袷が大きくはだけ、小麦色の逞しい上半身を晒していた。太い首筋から厚い胸板に、幾筋もの汗が光る。跳ねあがった砂が、革のサンダルから覗く足指や甲、素足の脛までを汚していた。

　着衣を乱し、息を荒くするガルーダの姿に、どんなに私を案じてくれていたのかが、ありありと伝わってくる。

　申し訳なさや後ろめたさ、色んな思いで胸がいっぱいになった。

「勝手をして、ごめんなさい……」

　ガルーダが一歩を踏み出して、二人の間にあった一歩分の距離を詰める。彼の腕が伸びてきて、私は反射的に体を縮めた。

　ところが私の予想に反し、逞しい腕はガラス細工でも包み込むみたいな慎重さで、胸の中にそっと私を閉じ込める。予想外の行動に驚くと同時に、まるで自分が彼の宝物にでもなったみたいな心地がした。

「よく無事でいてくれた。怪我のひとつもなくお前を俺の元に返してくれた神には、感謝してもしきれん」

　ガルーダは、私が勝手に王宮を飛び出したことを一言だって責めなかった。ただ、私の無事を喜び、神に感謝を捧げる。

　……本来なら、同意なく私の体を奪う行動だってあり得たのだろう。だけどガルーダは、それをしなかった。最大限意思を尊重されて、大切にされている。そのことが、なんだか無性に切なくて、目頭がじんわりと熱を帯びた。

　奇しくも、今回の一人歩きが、私が踏み出すことで救われる命があるという現実を知らしめた。

　私というちっぽけな存在でも、誰かの役に立てる。ひとつ見方を変えると、それは私がＮＧＯでの就職を決めた理由に、少し通じるような気がした。

　震える唇を、叱咤して開く。

「……さっきの話を受け入れるよ」

　やっとのことで発した声は、哀れなくらい細く、掠れていた。決して納得したわけじゃない。だけど、三百万の命は跳ねのけるにはあまりにも重く……。彼らが救われる可能性を放棄する道が、私にはどうしても選べなかった。

　……こんなのは、大したことじゃないと割り切ればいい。私ももう二十五で、後生大事に処女を守っている理由もないのだ。これが良いきっかけと、捨てればいい……。

　意地でも零すまいと思っていたのに、涙が勝手に溢れ出て、ツーッと頬を伝って落ちた。

「……泣くな、アリサ」

　ガルーダが、抱き締める腕に力を込める。

「優しくする。誓って、お前の嫌がることはしない」

　濡れた眦まなじりに唇を寄せて囁かれ、ビクンと体が跳ねる。「嫌がることはしない」だなんて、どの口が言えたものかと思った。だけど頬を撫でる指先も涙を拭う唇も、柔らかで優しくて、私はそっと目を瞑り、体から力を抜いた。握っていた拳もフッと緩めれば、よほど強く指を握り締めていたようで、関節が軋んだ。

　小さく握ったり開いたりしていたら、ガルーダの大きな手に指先をふんわりと包み込まれた。ガルーダはそのまま口元に引き寄せると、指の付け根にそっと口付けた。

「最大限、お前の希望を尊重する。俺はお前のことを、単に褥しとねを共にするだけの女とは考えていない。俺の妻の座は、お前のために空けてある」

　手の甲に口付けを受けながら、ガルーダの告白を聞けば、不覚にも鼓動が跳ねた。

　真っ直ぐに私を見つめる真摯な瞳に、胸の高鳴りが隠せない。ガルーダの温もりと感触にも、嫌悪感はなかった。

　それどころか、持っていきどころのない黒々とした思いが、ガルーダが触れた部分から凪いでいくような安らぎすら覚えていた。

「ひとまず水陽の神殿に戻り、今日の内に王宮に場所を移そう。途中に馬を繋いである。そこまでもう少し歩けるか？」

　ガルーダはゆっくりと手を解くと、その腕を私の腰に回して問う。

「……うん、歩けるよ」

　自身の胸に湧く不可解な感情に戸惑い、ガルーダを直視できずに俯き加減のままそっけなく返すのがやっとだった。

　ガルーダに腰を抱かれて歩きだし、しばらく進んだところで、手の中のハンカチをそっと開いて見せた。

「さっき、これを少年たちからもらったの。根っこを食べるんだって」

「お前には、もっと別の物を用意している」

「これが食べたいの」

「そこまで言うのなら承知した。こちらで預かろう」

　ガルーダは低く答え、私の手からハンカチごと丁寧に引き取った。

「早く彼らに麦で作ったパンを食べさせてあげたいな」

　口にした瞬間、私の腰に回った腕に力がこもる。

「この土地の麦は育つのが早い。雨さえ降ればじきに食えるようになるさ」

　ひと呼吸分の間を置いて返った声には、苦渋が色濃く滲んでいた。容赦のない選択を私に迫りながら、彼もまた心の内で葛藤し、苦悩しているのだ。

　冷徹に徹しきれない彼の人間臭い優しさが、私の目に好ましいものとして映る。いまだ理不尽への憤りを燻くすぶらせる私の心を慰めた。

　肌を焼く太陽は沈んだはずなのに、一人で炎天の下を歩いていた時よりも体が火ほ照てって熱かった。







　水陽の神殿に戻ると汗と砂で汚れた体を流し、王宮へ向かうためにあらかじめ用意されていた馬車に乗り込んだ。馬車とはいっても造りは簡素で、二頭の馬に車輪の付いた荷台を引かせるようなイメージだ。

　前方には御者が一名座っており、私とガルーダは荷台部分に置かれたクッションに並んで座った。御者の他にも、護衛と思しき数名がそれと分からぬように周囲に控えていた。

　そうして馬車は水陽の神殿を背にして、ゆっくりと走りだす。スプリングの利かない馬車は決して乗り心地が良いとは言えなかったけれど、歩き通しで疲れていた私には十分ありがたかった。

「ところで、召喚が行われたことは、国民に知らされないの？　少年たちも水神の御使いが召喚されたことを、まだ知らないみたいだったし」

　宵闇に紛れるような移動の仕方を怪け訝げんに思いながら尋ねた。

「慣例として、召喚の具体的な日時は非公開となっている。国民は恵みの雨によって、初めて召喚が成功したことを知る。一部の貴族らはお披露目など一連の神事で一足先に知るが……いや、それについてはどうでもいい」

　ガルーダは丁寧に答えたが、「神事」の件で苦々しく顔を歪ゆがめ、乱暴な物言いをした。先ほどの少年たちとの会話もあり、ガルーダと神官たちの間に少なからぬ確執があることが想像できた。

「もちろん王宮従事者には情報を共有し、アリサの身の回りについてはきちんと整えたつもりだ。だが、用意した物が好みに合わない場合や不足などあれば遠慮なく言ってくれ」

「ありがとう。だけど、私のためにわざわざ新しく物を揃えたり、作らせたり、そういうのはしなくていいから。王宮にある物をそのまま使わせてもらうわ」

　民衆の窮した暮らしぶりをこの目で見て知った。最低限の衣食住が確保できていれば、その上望む物などあろうはずもない。

「そうか。まぁ、もともと後宮には、女たちが暮らしやすいようあらゆる物が揃っている。不足はないだろうが……」

　……え？　その一語を耳にした瞬間、目の前が真っ黒に染まっていくような衝撃を覚えた。

「待って！　今、後宮と言った!?　私は、あなたの後宮で暮らすの？」

　心臓がバクバクと煩いくらいの音で鳴っていた。

「アリサの部屋は後宮内に用意している。だが、誤解をしないでくれ。お前を迎え入れるにあたり、後宮は解体したんだ」

　ガルーダに抱き始めていた淡いときめきが一瞬で霧散してゆく。冷や水を浴びせかけられたみたいに心が冷えた。

「側妃らは全て実家に帰している。後宮にはお前しかいないから誰の目も気にせず、好きなように過ごしてくれ」

　ガルーダの弁解も、まるで心に響いてこない。

　……ガルーダは「側妃らを実家に帰した」と聞かされて、私が喜ぶと本気で思っているの？

　それは、私が来なければ、今も多くの妃たちと暮らしていたと打ち明けているようなものだ。

　この国の常識にあてはめたら、十分な誠意を示されて、尊重されていると思うのかもしれない。だけど私は、彼の台詞に猛烈な嫌悪感を募らせた。

　この時の感情は、言葉では表現しきれない複雑で難しいものだった。常識的に考えれば、若き美貌の王に女の影がない方があり得ない。

　ただ「後宮」という単語が、美貌の王と数多あまたの美女の爛ただれた性生活を連想させて、私をひどく追いつめた。覚えなくてもいい劣等感が勝手に湧き上がってきて、とても惨めな思いになった。

「……それはいいよ」

　同時に、私は思い出していた。私を連れに現れたガルーダは『カルダーンでお前を妻にする』と、こう告げた。

　……ガルーダは、水神の御使いならば誰でもよかった。それが〝私〟である必要なんてない。ガルーダは最初から水神の御使いなら、どんな女でも妻に据える心づもりだったのだ。

　先ほどのガルーダの『俺の妻の座は、お前のために空けてある』という言葉は、その一部が正しくなかった。

　ガルーダの妻の座は、水神の御使いのために空けてあっただけ……。

「なにがよいのだ？」

　つっけんどんな言葉の真意を問うガルーダの声は、どこか甘さを含んでいた。けれど、多くの女たちの耳元で、同じように甘く愛を囁いたのかと思えば、心が白んだ。

「あなたと私の関係は、契約でいい」

　……契約と割り切ればいい。いいや、割り切った方がいい。

　ひいてはそれが、我が身を守ることになる。母のように、苦しまないために……。

　私は予防線を引いて、これ以上ガルーダが心の内側に入り込むのを遮断した。

「私は必要に応じてあなたに体を開く。あなたは代わりに、私が生きていくのに不足なく衣食住を整えてくれれば、それでいいから。正妻でも、側室でも、あなたの好きに持っていいよ」

　告げた瞬間、ガルーダの目が大きく見開かれる。なんだかその目が、傷ついたように見えた。

　だが、どう考えても美しさも秀でた才覚もない私一人に縛られるより、これまで通り後宮で数多の美女を侍らせた方が、ガルーダだっていいに決まっているのだ。

　なにより私自身、後から傷つくより、最初からそういうものと捉えておく方がずっといい……。その方が、心の傷が浅く済む。

「……契約か、承知した。俺は不足のない衣食住をお前に約束しよう」

　僅かな間を置いて返ってきたガルーダの声にはもう、先ほどのような甘さはなかった。そうして正妻や側室といった内容に、彼からの答えはない。

　ここから王宮到着まで、車上は重苦しい沈黙で満たされていた──。








三　契約の情事









　……アリサから「契約」と告げられた瞬間、目の前が真っ暗に染まるような、深い絶望が俺の胸を支配した。

　水神の御使いに妻の座を用意したことは、王たる俺の最大限の敬意であり、示せる精一杯の誠意だった。

　けれどアリサを一目見た瞬間に魅了され、王という肩書も大義名分も全て吹き飛び、彼女を妻にしたいと思った。そんな俺にとって、アリサから突き付けられた「契約」は、失意のどん底に突き落とすに十分なものだった。

　……アリサの心が欲しいと思った。出会いのきっかけは歪いびつでも、夫婦となり、いつかアリサと心通わせて、愛し愛される関係が築きたかった。

　水陽の神殿を抜け出したアリサを見つけ、会話をしながら肩を並べて帰路を歩いた。アリサが俺への態度を少し軟化させているように感じ、俺は彼女との今後の関係に明るい希望を抱いた。しかしアリサは俺に対して一線を引き、その内側に踏み入ることを許してはくれない。

　全ては俺の、思い上がりであったのか……。

　グッと言葉を呑み込んだ。俺にはそれを不満に思う資格すらないと苦く自分を納得させて、身を切る思いで了承を告げた。

　……けれど、体は俺だけの物だ。たとえ、その心が手に入らなくとも──。




　俺とアリサが王宮に帰り着いた時、外はすっかり夜の帳とばりが下りていた。

　こんな時分にも拘らず、王宮前には使用人らが総出で俺たちの帰還を待っていた。腕の中のアリサに多くの視線が注ぐ。彼女は委縮して、体を強張らせていた。

「皆の者、出迎え大義であった。無事に召喚は成功し、水神は我が国に御使いを与えたもうた。御使いについては、改めて紹介の場を設けるゆえ、今宵は各々部屋に戻り休んでくれ。夜番の者も持ち場に戻れ」

　俺は喜びに沸く使用人らに端的に告げて出迎えを解かせると、側仕えから必要最低限の報告だけ受け、すぐにアリサを寝室に伴った。

　性急なのは自覚していたが、王宮までの道中で俺の理性は限界に近づいていた。今にも外れそうな箍たがを、ここまでなんとか繋ぎ止めている状態だった。

「アリサ、お前に口付けても？」

　寝室の扉が閉まると、俯く彼女の頤おとがいに指を掛けて上向かせ、慎重に問う。潤んだ目をし、頬を真っ赤に染めて小さく頷くアリサはあまりに可愛らしく、苦しいくらい情欲が煽られる。

　俺が色づく唇をそっと啄めば、アリサは弾かれたように瞼を閉じた。そんな慣れない様子すら、無性に俺の劣情を刺激した。

「アリサ……」

　柔らかさを味わいながら幾度か角度を変えて合わせ、そっと口付けを解くと、アリサが宵闇の瞳から煌きらめく雫をホロホロと零していた。

「なにを泣く？　この先の行為が不安か？」

「たぶん、それもある。後はすごく緊張してて、……それでかな」

　アリサの正直な告白がなんとも言えず愛おしく、俺は吸い寄せられるように彼女の目尻に唇を寄せていた。

「そうか。ならば俺が、不安も緊張も全部忘れさせてやる」

　幾度舌先で掬すくっても、アリサの涙はなかなか止まない。俺は新たな雫が零れるたび、舌先と唇で全て吸い取った。

「そんなにきつく噛みしめては、唇が傷つく」

　ふと気付き、真一文字に結ばれた唇に指の腹を当てる。

　そのまま下唇をツツツッと辿っていると、彼女が擽くすぐったそうに緩める。綻んだ唇には、薄く歯の痕がついていた。

　下唇の深く、口内の粘膜に近い部分に刻まれたそれに誘われるように、舌先でそっと舐め上げれば、彼女は大仰なくらいビクリと体を跳ねさせた。

　召喚の条件から、当然彼女が男を知らぬ真まっ新さらな体だと知ってはいたが、俺にとって褥の相手が処女か否かというのはさして重要なことではなかった。

　俺が望まずとも、後宮を取り仕切る宦官長の手配で、稀に処女の娘が寝所に侍ることもあった。しかし彼女らは交接の最後の一線を越えていないというだけで、褥の手練手管を叩き込まれてやって来る。生家の意向を汲んで野心に燃える彼女らは、俺の子種を得んがため、我先にと俺の上に跨がろうとする女狐だ。処女という看板を掲げながら、形なり振ふりも構わぬ浅ましいさまは娼婦以下と、辟へき易えきしていたのだ。

　……それがどうだ。

　こうして実際に、アリサの硬い蕾のような反応を前にすれば、底知れぬ喜びが抑えきれない。

　初々しい彼女の反応に、体の内から熱い歓喜が湧き上がる。彼女の最初の男となれることが、苦しいくらいに嬉しい。

　伏し目がちの神秘的な瞳も、震える睫毛の一本一本まで全て俺の物だ──！

　圧倒的な独占欲に衝き動かされ、一度は遠ざけた唇を再び彼女に寄せた。

　角度を変えながら、深く唇を重ね合わせる。吐息ごと奪うように、幾度も熱く唇を寄せた。

「んっ……!?」

　もっともっとアリサを感じたくて、尖らせた舌先で唇を割る。アリサが頭を後ろに引こうとするのを、首の後ろに回した手で抑え込む。そのまま容赦なく舌を差し入れて、柔らかな唇の内側の感触を楽しみ、ねっとりと歯列を辿る。

　噛みしめた歯と歯に薄く隙間ができた瞬間を見逃さず、口腔深くに舌を忍ばせた。内頬を舐め上げれば、熱く湿った粘膜同士が擦れ合い、得も言われぬ感覚が浮かぶ。

　奥で縮こまるアリサの可愛らしい舌を見つけ、舌先で擽るようにつつく。おずおずと伸ばされた舌を、ピチャリピチャリと優しく舐める。

　俺の愛撫に応じるようにチロリと舐め返してくれた時、アリサへの愛おしさが弾けた。

「アリサ……！」

「っ、んんっ！」

　深く熱く、貪るように唇を奪う。幾度も舐め上げて、たまに溢れる唾液をジュッと吸い上げて、尚深くアリサの口腔を貪る。

　舌を扱くように舐め、ねっとりと絡ませて、その感触を堪能した。

「……っ、はぁっ」

　アリサの苦しげな吐息を耳にして長い口付けを解いた時、ふたりの唇はどちらの物とも知れぬ唾液に濡れていた。彼女の頬を濡らす涙もいつの間にか止まり、今は快感に潤んでいた。

　彼女から立ち昇る色香に、逆の上ぼせてしまいそうだった。

　俺自身、口付けがこうも深く蕩とろけるような快感を生み出すなど予想外だ。アリサとの口付けは、かつてないほどに俺を高めた。

　アリサを求め、体の内側をドクンドクンと熱い血が巡る。口付けだけで、中心に苦しいくらいの熱が溜まった。

　ところがこの時、俺が感じていたのは、決して性的な高揚だけではなかった。性感の高まりと同じだけ、アリサへの思慕が募る。

　アリサが俺の魂を大きく揺さぶる。湧き上がる圧倒的な愛おしさは理屈ではなく、俺の魂が彼女を求めているのだと思った。

「お前は美しいな」

　感嘆の呟きが、意図せずに零れていた。

「……やだな、無理におだてなくていいのよ」

　聞き付けた彼女は、何故かクシャリと顔を歪めた。

「おだてる？　……おかしなことを言う。俺はお前以上に、美しい者を知らない。お前は奇跡のように美しい。お前の零す涙の一滴とて、無駄にするのが惜しまれる」

　彼女を称えたのは、おだてでも、取り繕った賛辞でもあり得ない。正直な心の一端を伝えたに過ぎなかった。

　けれど彼女には、そうは映らなかったらしい。もしかして彼女は、匂い立つような己の魅力に気付いていないのだろうか……？

「本気なの？　あなたこそ、おかしな人ね。奇跡みたいに綺麗なのはあなたなのに」

　彼女はキョトンとした顔をして俺を見上げ、それからフッと表情を緩ませた。

　ドクンと鼓動が跳ねて、全身の体温が上がる。柔らかな彼女の表情に、目が釘付けになった。

　飾らない、素の言葉と微笑みが、俺を魅了して離さない。

「アリサ、契約だろうがなんだろうが、誰よりも大事にする。そうして俺が、お前に最高の快感を教えてやる」

　告げた瞬間、アリサの頬にカッと朱が昇る。首筋まで真っ赤に染めて、恥ずかしそうに俯く初々しいその姿に、情欲と庇護欲と、相反する二つの思いが胸の内に浮かび上がってせめぎ合う。

　上気した頬をそっと撫でれば、汗が薄く滲んだ肌はしっとりと吸い付くような感触がした。頬から首にかけて張り付く艶やかな黒髪を、そっと指先に取り上げて耳に掛ける。

「……あ」

　その時に爪の先がほんの僅かに耳じ殻かくを掠め、アリサが息を詰めた。

　……愛しかった。可憐で、いじらしくて、可愛くて……。

　募るアリサへの想いが、俺を焼き切ってしまいそうだった。

「とろとろに蕩かして、溢れるほど俺で満たしてやる」

　甘やかな遊戯をこれ以上続けているのは限界で、逃げられぬように、そして誰からも奪われぬように、大切に抱き上げた。

「きゃっ」

　アリサが小さく叫び、俺の肩に縋る。

「このまま大人しく抱かれていろ。大事なお前を落としたりはしない」

　宥なだめるように告げて、アリサを横抱きにしたまま足を進める。すると、細い指がおずおずと首裏に回り、次いで俺の胸にアリサがストンと顔を埋めた。

　……湧き上がる愛しさに胸が焼かれる。愛しい思いのまま、アリサを懐にきつく抱き込んだ。気ばかりが逸り、あと数歩の寝台までの距離が、ひどく遠く感じた──。
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　ガルーダの腕から、丁寧に寝台に下ろされる。仰向けに横たわると、真っ白な敷布に黒髪が扇みたいに広がった。

　ドキドキと胸が早鐘を刻む。打ち付ける鼓動が、かつてない大きさで鼓膜に反響していた。

　顔の横に大きな手が下りてきたと思ったら、頭上に影が落ちてくる。

　ギシリと寝台が軋み、私の上にガルーダが覆い被さる。突いた腕を支えにした彼の重みは感じなかったけれど、重なる人肌の温もりにゾクリとした。

「胸の音が俺にまで聞こえてきそうだ」

　ガルーダの指摘に、カッと血が昇る。ただでさえ壊れそうに鳴り響く心臓が、一際大きくドクンと跳ねる。

　私を馬鹿にしたり、面白がったりする意図でないのはその声で分かったけれど、言い当てられたことが恥ずかしくて居た堪れない。

　ガルーダの視線から逃げるように、顔を横に背けた。

「……同じだな。俺もアリサを前にすれば、壊れそうなくらい胸が鳴る」

　続く台詞は、横を向いたことで露わになった耳殻に、吐息の掛かる近さで告げられた。

「可愛い耳だ」

「きゃっ！」

　耳殻をピチャリと舐められて、自分でも驚くくらい体が跳ねた。その衝撃で、意図せずガルーダに耳を押し付ける恰好になった。

「……アリサは耳も甘いのだな」

「ぁ、んっ」

　ガルーダは唇で耳じ朶だを挟み、その柔らかさを確かめるように少しずつ場所を変えていく。そうして唇を這わせた後を、今度は舌で輪郭を辿るように舐め上げる。

　そうかと思えば、耳朶に軽く歯を立てて、コリコリと甘い痛みを与える。唇と舌の柔らかさに、じんわりとした甘い痺れが加わって、体の内側にもどかしい熱が生まれた。

　……どうして？　ガルーダに触られると、なんでこんなに体が熱くなるの？

　私は自分自身の体の変化に戸惑っていた。

　ガルーダは尖らせた舌で複雑に入り組む耳穴を隙間なく舐め上げてから、顎のラインを伝い、首筋へと愛撫の位置を下げていく。

　チュッ、チュッと吸い上げられるたびに、ピクリ、ピクリと体が跳ねた。鎖骨に軽く歯を立てられた瞬間、体の中心に溜まるもどかしい熱がブワッと膨らむのを感じた。

　……下腹のあたりが、痺れるみたい。逃がしどころの分からないもどかしい熱に、無意識に内腿を擦り合わせた。

「可愛いな。感じているのか？」

　もじもじと足を寄せていたのに気付いたガルーダに甘く蕩けるような笑みで問われ、頬がカッと熱くなる。

「し、知らない！」

　どうしてガルーダは、そうも嬉しそうに私を見るのか？　私はこんなに恥ずかしくて、いっぱいいっぱいになっているのに……！

　余裕すら感じさせる彼の態度が恨めしく、精一杯の強がりで顔を背けた。

「知らないはずはない、ここが疼うずくのだろう？」

　体重を支えるのと逆の手で臍の下を撫でられて、ビクンと腰が揺れる。同時に、内側に溜まっていた熱がせり上がり、押し出されるようになにかがジュンッと溢れ出る。

「だ、だめっ！」

　濡れた感触を知られてしまうのが恥ずかしく、下肢に伸びようとしていたガルーダの手を掴み、反射的に叫んでいた。

「なぜ、だめなんだ？」

「だって……」

　言い淀む私に、ガルーダは笑みを深くする。

「気持ちいいのは悪いことじゃない。もっともっと、俺がアリサをよくしてやる。逃がしてなんてやらない」

　ガルーダは一旦下肢から手を引くと低く囁いて、私を胸にすっぽりと閉じ込める。

　私が逞しい肩にそっと縋れば、ガルーダは顔と言わず、首元と言わず、キスの雨を降らせる。私は擽ったさに小さく声を上げながら、ガルーダからもたらされる優しいキスに身を委ねた。

「っ、くすぐったい」

　首筋を強めに吸われ、キュッと目を瞑った。

　その時、瞑った瞼の裏側にふいに母の姿が浮かんだ。かつて、男に振られて飲んだくれていた母が、私に向かって『お前には分からないよ。だけどさ、男の優しさと逞しさに、無性に縋りたくなる時だってあるんだよ』こんなふうに管を巻いたことがある。

　もちろん今でも、母の相手の男性が『優しさ』や『逞しさ』を供えていたとは思わないけれど、一生理解することはできないだろうと思っていた母の心の一端に、初めて触れたような心地がした。

　私がこの年まで男性との関係を避けてきたのは、母の影響が大きい。女手ひとつで育ててくれた母には感謝しているが、母の男性関係には共感はもとより、ずっと理解できずにいた。

　瞑った瞼をそっと開いた。私を見下ろす碧の瞳は、情事の高揚感からか、僅かに色を濃くしていた。けれどガルーダは、決して私への労わりと気遣いを忘れない。

「……あなたは優しくて、逞しいね」

　私の言葉に、ガルーダは意外そうに目を瞬いた。

「優しいというのは、これまで言われたことが無かったな。ちなみにそれは、お前の理想か？」

「……そうだね。理想の男性像と言えるかも」

　私の答えにガルーダは一瞬だけ目を瞠みはり、次いで柔らかに微笑んだ。

「そうか。それがお前の理想であり、お前の目に俺がそう映るなら、俺は今後も誰よりも優しくて逞しい男でいられるように努めよう」

　……ガルーダは、なんて懐の深い人なんだろう。

　ガルーダが私の初めての男性になることは、実はとても幸運なのかも知れないと、そう思った。

「さぁアリサ、おしゃべりはこのくらいにして、俺にもっとお前を愛させてくれ」

　言葉と同時、ガルーダの不埒な手が、ブラウスのボタンに伸びる。彼は大きな手で襟元のボタンを摘まむと、慎重にボタンホールにくぐらせていく。

　丁寧すぎる手つきを見るに、この国の着衣でボタンは一般的ではないのかもしれない。

　ひとつ、またひとつとボタンが外されていき、最後のひとつがボタンホールをくぐる。ブラウスがはだけると、ガルーダの手が今度はスカートに伸びる。

「……なるほど。ここの引っ掛かりと金属の噛み合わせで留める仕組みか」

　ガルーダがウエストを注視し、感嘆したように漏らす。彼はひと目でホックとファスナーの仕組みを理解したようで、器用に外し、スカートをスルリと腰から滑らせた。

「これは随分と薄い素材だな……」

　ストッキングに手を掛けた時は驚いたように呟いて、これまで以上に慎重に下げていく。その生真面目な姿に好感が浮かび、知らず口元が綻んだ。

　そうしてストッキングも脱がされてしまえば、私はブラジャーとショーツだけの姿になった。

「あっ！」

　ガルーダの手が、ブラジャーの上からそっと膨らみに触れる。膨らみをすっぽりと包み込んでも、ガルーダの大きな手は余っていた。

　感触を確かめるようにやわやわと揉みながら、ガルーダはそっと顔を下げ、胸の谷間にキスを落とす。普段さらさない敏感な部分にしっとりと湿った感触を得て、ぞくりと肌が粟立った。

　ガルーダはブラジャーを避けるように胸の上部に口付けを繰り返す。強めにチュッと吸い上げられるたび、直接触れられていない胸の中心がジンジンと痺れた。

「……精緻でよくできているが、俺はもっと脱がせやすい方が好みだ」

「っ!?」

　ガルーダの声と同時にホックが外れる感覚がして、直後にブラジャーの肩ひもがするりと肩を滑った。

　まろび出たふたつの膨らみがガルーダの大きな手で優しく揉みしだかれて形を変える。長く節のある指が胸の中心を掠めると、ビリリとした刺激が走った。

「俺の手にすっぽりと収まる。柔らかで、しっとりと手に馴染む。とても可愛い」

　ガルーダの愛しげな呟きに、くらくらした。

「だが、柔らかなばかりではなさそうだ。ここはツンと尖って、硬くしこっている。きっとここは、俺にこうされるのを待っている……」

「んっ！」

　直後、痺れるような電流が、胸の中心から全身に駆け抜けた。それは目の前が白黒するくらい、強烈な刺激だった。

　荒い息を吐きながら薄く涙が滲んだ目で見下ろせば、胸の中心で朱色に色づく尖りをガルーダの唇が銜くわえていた。反対の尖りは握り込んだ指の間に挟まれて、クニクニと揉まれる。指と指で擦り合わされるたび、中心はますます朱色を濃くして、一層硬く勃たち上がった。

　ガルーダは私の視線に気付くと、妖艶な笑みを浮かべ、見せ付けるように舌先でねっとりと舐め上げた。

　得も言われぬ快感に自然と腰が揺れ、下腹の痺れが再燃する。足の間にも、再び濡れた感触がした。

　……どうして？　契約と割り切って臨んだはずなのに、どうして私はこうも乱されているのだろう。

　体ばかりじゃない、苦しいくらいに心が高まるのはなぜなのか。心まで明け渡してはいけないと思うのに、ガルーダに身も心も全部呑み込まれてしまいそうになる。

「……ここも、そろそろ可愛がってやらないと辛いのではないか？」

「あっ！　ぁああっ！」

　ショーツの上からクロッチの部分を撫でられて、下腹から快感のうねりが湧き上がる。あっという間にまともな思考は吹き飛んで、ガルーダに与えられる快感以外考えられなくなる。

　二度、三度と指先があわいを擦り上げるたびに、ビクビクと大仰なくらいに体が跳ねた。

　滲み出た蜜でショーツがぐっしょりと濡れそぼっているのが、触れられた感触で分かった。幾度目かに擦られた時、ショーツ越しにピチャリと湿った水音が上がり、羞恥でくらくらと眩暈めまいがした。

　ショーツの脇に指が掛かり、スルリと落とされる。

「こんなに蜜を滴らせて……」

　ガルーダの呟きを、ふわふわとしながら聞く。

「……あ」

　恥丘に手のひらが這わされたと思ったら、指先が伸ばされて淡い茂みを辿る。そうして中指が、ぬらぬらと濡れた秘裂をつつく。

「ぁ、ぁああっ……！」

「蕩けるようだ。果たして中は、どんなに赤く熟れていることか」

　ガルーダが熱っぽく囁いて、綻んだ媚肉を撫でる。爪の先をツプリと中に差し入れられて、少しの違和感とそれを上回る愉悦が走り抜けた。ガクガクと腰が震え、ドッと新たな蜜が溢れ出た。

「……やっ、だめ！　っ、おかしくなっちゃう……！」

　隘あい路ろが戦慄わななき、下腹の奥が燃えるように熱く疼く。

　初めて得る性的な高揚感に恐れを感じ、咄嗟にガルーダの腕を掴んだ。彼は愛撫を止めて、私の下肢からスッと手を引いた。

　ホッとして足の間を見下ろしたら、淫靡な笑みを浮かべたガルーダと一瞬だけ目が合った。

　ガルーダはすぐに私のあわいに目線を落とし、直後、彼の顔までもが股座に落ちる。

「え!?　……ぁ、ぁあああっっ!!」

　嘘でしょう!?　そんなところに唇を寄せるなんて……！

　舌が秘裂を舐め上げて、滴る愛液を掬う。そうかと思えば、尖らせた舌が媚肉を割って中を抉えぐる。

　さらに喉を鳴らして愛液を啜すすられて、あまりの恥ずかしさに顔から火が出そうになった。

「指は駄目なのだろう？　ならばお前を愛する手段はこれしかない。むしろ俺には好都合。お前の蜜はこんなにも甘い」

　ガルーダは事も無げに告げ、再び下肢に唇を這わせる。

「あっ、やぁっ！」

「嫌ではない。お前のここは喜んでいる」

　舌と唇でされる淫らな愛撫に翻ほん弄ろうされる。ガルーダを止めようと伸ばした手は、彼の銀髪をクシャリと掻くような格好になった。

「ああ、ここもぷっくりと膨らんで俺に可愛がられるのを待っている」

「……ん！　んんんっ!!」

　舌先で快感の芽をツンとつつかれて、唇でジュッと吸い上げられた。

　強すぎる刺激に、目の前がチカチカした。下腹の熱がブワッと膨らみ、新たな蜜が中からドッと滲み出る。

「っ！　……なにか、きちゃうっ！」

　切れ切れに訴えるのに、ガルーダは愛撫の手を緩めない。

　口内に含んだ快感の芽にカリッと歯を立てられた瞬間に、快感が弾けた。下腹の熱がブワッと全身に広がって、体温を一気に上げる。

「あ、あ、ぁあああっっ……!!」

　愉悦の波が私を襲う。絶頂へと打ち上げられて、真っ白な快感の中を漂う。体がピーンと強張って、胎の奥がビクビクとうねるように伸縮を繰り返した。

「はぁっ、……んっ、んん……」

　突き抜ける快感の後は、体から一気に力が抜けて、ふわふわとした快感の余韻に沈み込んだ。

「アリサ？　……おい、アリサ!?　これからが本番だろうが！　なにより、すっかり滾たぎりきったこれはどうするのだ!?」

　下肢からガバッと顔を上げたガルーダが何事か言っていたような気もしたけれど、快感の残ざん滓しを追うように眠りの世界に旅立った私には届かなかった。







　翌朝私が目覚めた時、部屋にガルーダはいなかった。代わりに枕辺に、私より二、三歳年長と思われる女性がいた。

「アリサ様、お目覚めでございますか？　一昼夜身じろぎひとつなさらずに眠っておられて、心配しておりました。……その、余程お疲れでらっしゃったのでしょう」

　女性が早口に告げた最後の台詞は、どことなく桃色めいた響きに聞こえる。……おそらく、私の気のせいではないはずだ。

「……あの、あなたは？」

　気恥ずかしさから、無意識に着せられていた夜着の胸元を掻き合わせた。もしかすると体を清め、この夜着を着せてくれたのは彼女なのかもしれない。

　寝台から半身を起こしながら、改めて目の前の女性を見やる。

　女性はガッシリとした体つきで、こんがりと日に焼けた肌をしていた。えくぼが浮かぶ朗らかな笑みが印象的なこの女性に、私はとても好感を持った。

「申し遅れました、私はアリサ様の専属女官のモーリカと申します。私は軍部の出でございまして、これから護衛も兼ねてお側にお仕えさせていただきます。まずは我がカルダーン王国へお越しくださいましたこと、心より感謝を申し上げます。そうして此度のガルーダ様とのお褥入り……っ、申し訳ございません、失礼いたしました！　同じ女として、本当になんと言ったらいいのか……。ただ、カルダーン国民三百万を代表しまして、深くお礼を──」

「ごめんなさい！」

　名乗りの後、涙ながらに告げられる感謝にギョッとして、咄嗟に言葉を遮った。

　感涙にむせぶモーリカは、明らかに勘違いをしている──！　私はいまだ、モーリカに感謝される行為を成せてはいないのだ！

「まだ未遂で、私、最後までできてないの！　……だから、ごめんなさい！」

　私の告白にモーリカは驚いたように目を見開いて、二、三度パチパチと瞬いた。そうしてゆっくりと首を部屋から続くテラスの方へと巡らせて。

「なるほど、そういうことでございましたか！　それでこんなにも小雨だったのですね！」

　と、合点がいったように頷いた。

　……水神の御使いとしての役目が果たせていないと知れば、その表情は一瞬で曇るだろうと思っていた。

　けれどモーリカは、変わらずに笑みを浮かべている。私は予想外の反応に拍子抜けした。同時に、緊張で強張る肩の力もストンと抜けた。

　それからもう一点、行為が最後まで及ばなくとも、僅かにでも雨が降ったという事実が、私の心を慰めた。

「……あの、怒らないの？」

「まぁ！　怒るなど、とんでもございません！　異界より突然連れてきた上に、さらに性交渉を要求するなど、鬼畜の如き所業を行っておりますのはこちらでございます。それを了承していただけただけで、どんなに感謝してもし足りません」

　私の問いにモーリカは首を左右に振って、力強い答えを返す。

「とにかく、これからアリサ様の身辺に不足がありませんよう、しっかりと務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします」

　モーリカは一歩前に踏み出すとにっこりと笑い、大きな手でそっと私の手を取った。モーリカの手はガッシリと分厚くて、とても温かかった。その温もりと気さくな態度に、心がふわりと綻んでいくのを感じた。

「モーリカ、こちらこそよろしくお願いします」

　モーリカの大きな手をキュッと握り、私も微笑んで返した。







　モーリカは私の着替えの準備を進めながら、カルダーン王国の現状について聞かせてくれた。

　私は目の前の櫃から続々と取り出される色とりどりの衣装や装飾具を物珍しい思いで眺めながら、モーリカの話に耳を傾けた。

「カルダーン王国の王宮は、政治機能を持つ中央宮の他、軍部機能を備えた兵舎、妃様方の住まう後宮棟など、全ての建物の総称です。アリサ様のおりますここは、後宮棟でございます。そうして、これらの建物はこのような形に位置しておりまして、全て渡り廊下で繋がっています」

　モーリカは王宮の位置関係の説明の途中で、一旦作業の手を止めて指でコの字型を作り、丁寧に教えてくれる。

　だけど私は位置関係よりなにより、モーリカが途中で語った「妃様方」という言葉に、ぞわりとした不快感を覚えていた。

「王宮と整備された庭園を挟んで反対側には太陽の神殿がございます。王宮と神殿は共に街よりも三メートルほど高い円錐台の地形をした丘上にあり、神殿側が王都で一番栄えている中央広場に面しています。ですので、国民が中央広場から見上げた時、一番に目に入るのは神殿が備える広い祭壇になります」

　……やだな。ガルーダが何人妃を侍らせようが、契約で同じ褥を温めるだけの私には関係ないことなのに。

　モーリカの説明を気もそぞろに聞きながら、ガルーダに対して契約関係を提言し、他の妃の存在を容認しておきながら不快感を覚えている自分の浅ましさに自嘲する。

「後宮内は近衛が配備され安全は確保されておりますが、庭園などへ散策に出られる際は必ず私を伴うようにしてください。……あの、アリサ様？　どうかなさいましたか？」

　モーリカが、余所事に意識を飛ばす私に、怪訝そうに問いかける。私はハッとして、慌てて彼女に向き直った。

「なんでもない、外に出る時はひと声かければいいんだね。……ええっと、それよりさっき言ってた配置って、なんだか神殿の方が好立地だよね？　神殿が王都を一望する場所にあって、王宮はその奥になるわけでしょう？」

　私のこの返しに、モーリカは一気に表情を険しくした。

「左様でございます。位置関係からも読み解ける通り、カルダーンにおいて神事を司る神殿の威光は強大です。とはいえ、権力を笠に着たハレジャ神官長らの横暴には、流石に目に余るものがございまして──」

　──コンッ、コンッ。

　モーリカの言葉の途中で、外から扉が叩かれた。

「少々お待ちくださいませ」

　モーリカは言い置くと、扉に向かった。

　……なるほど。どこの国も政治は一筋縄ではいかないのが常だが、ここカルダーン王国もまた例外でなく、王と神殿、ふたつの権力がせめぎ合って火花を散らしているようだ。一人残された私は、ぼんやりとそんなことを考えていた。

「アリサ様は陛下の許しのない訪問は受けぬと、其方らも重々承知しているはず。お断りしてください」

「申し訳ございません。我らも再三説明させていただいたのですが、どうしても確認してこいと聞き入れていただけず。もう一度、そのようにお伝えいたします」

　扉前でモーリカと近衛兵がやり取りするのが聞こえてきた。どうやら、私あてに許可のない来訪者があったようだ。

「よろしくお願いします」

「おい！　いつまで儂を待たせる気だ！　さっさと水神の御使い様と目通りをさせぬか！」

　その時、ふたりの会話に高圧的な男性の声が割って入った。

「お通しはできかねます。なによりアリサ様はお目覚めになられたばかりで、いまだ身支度も整ってはおりません。どうしてもとおっしゃるのなら、午後の時間にガルーダ様より正式な謁見許可を取り、改めて──」

「使用人風情がつべこべ申すでない！」

「お待ちくださいませ！」

　モーリカの鋭い制止の声が響く。直後、ズカズカと大股で、私に歩み寄る人物があった。

「これはこれは、水神の御使い様におかれましてはご機嫌麗しくなによりでございます！」

　招かれざる訪問者は、私の機嫌など窺いもせず、入って来るなりまくし立てる。その失礼な態度で、私に興味がないのは瞭然だった。

　訪問者は、貼り付けた笑みを浮かべる老爺で、裾の長い白いローブを身に着けていた。ローブは混じりけの無い純白の絹地で、裾には緻ち密みつな刺し繍しゅうがびっしりと施されて装飾華美。さらに老ろう爺やは首や手首にも、シャラシャラと澄んだ音を立てる輝石の装身具を幾重も付けていた。

　その恰好が、老爺の身分を如実に語る。

「何用でしょうか、……ハレジャ神官長？」

　老爺の厭いやらしい笑みを、本能的な部分が忌避をする。なによりこの老爺は、私の身支度が整っていないと知りながら踏み込んでいる。そうして今、夜着一枚を羽織っただけの私を、頭から足先まで検分するように眺めていた。

　とてもじゃないが、近づきにはなりたくなかった。湧き上がる嫌悪感で、問うた声には隠しきれない険が滲んだ。

「儂はガルーダ様のなさりようで、水神の御使い様の評価まで失墜することを危惧して参ったのです」

　老爺は私が滲ませる不快感にもまるで気付かぬ様子で、「ハレジャ神官長」との呼びかけに鷹おう揚ように頷いてみせた。それにより、私は予想が的中したことを知る。

　……こんな男が、ガルーダと権力を二分する神殿の長なのか。受けた衝撃は、大きかった。

「此度、召喚の決定をしたのはガルーダ様でございます。しかし召喚自体は、神殿の上位神官らの祈りによって成し遂げられたものです。それをガルーダ様は神殿の功績を一切無視し、召喚後に神殿に戻らぬばかりか、水神の御使い様のお披露目もせぬまま王宮に囲ったきり。本来であれば召喚後のお披露目はもちろん、お褥入りの儀も神事の一環として成すが慣例。それを無視し、あまつさえその後の神事への参加まで拒否する始末。ガルーダ様がこうまで神殿を蔑ろにされるとは思っておりませんでしたわ。これでは水神の御使い様の評判までが悪うなってしまいます」

　一瞬、呼吸が止まった。言葉の最後の方はもう、耳に入ってこなかった。

　……そう、そうなのか。水神の御使いは、その情事までもが大衆の監視の下でなされるものだったのか……。

「なに、心配はいりません。お披露目とお褥入りの儀の他、慣例の神事は、改めて儂の方で場を設けることもできますからな」

　心臓が速く激しく刻み、怒りの感情が全身の体温を上げる。

　この時、私の脳裏には、カルダーン三百万の民のため、床に額を擦り付けて乞うガルーダの背中が思い浮かんでいた。ガルーダは国民の行く末を憂い、それを安寧に導くためには、我が身の犠牲をも厭わない。ガルーダは一国の王として、玉座に着くに相応しい心構えを持っている。

　……それが目の前の、この男はどうだ？

　厭らしい笑みを浮かべ、言葉を重ねる神官長が、富と権力欲にまみれた欲望の権ごん化げのように見えた。

「つきましては、まず神殿で水神の御使い様のお披露目の宴を開催したく──」

「必要ありません」

　神官長の言葉尻を遮り、ピシャリと告げた。

　これ以上、胸糞の悪い話に付き合う義理はなかった。

「はっ!?　な、なんと!?」

　鳩が豆鉄砲を食らったような顔、まさにそんな表現がピッタリだった。

「宴の開催は不要です。それから、ありがたい忠言も今後は不要です。私への謁見も、今後はガルーダを通した正規の謁見だけしか許可しません」

　見る間に、神官長の貼り付けた笑みの仮面が剥がれ落ちる。そうすれば仮面の後ろには、案の定、悪鬼の如く歪んだ本性が現れる。

「ガルーダの目を盗み、権力に物を言わせてここまでやって来たことは、今回に限り咎めません」

　目の前のハレジャ神官長の憎々しげな顔も、この時の私にはまるで怖く感じなかった。

「だけど二度目はありません」

　私はハレジャ神官長に向かってスッパリと言い切った。

「モーリカ、ハレジャ神官長がお帰りよ。扉の外までお見送りして差し上げて」

　私はあえて居丈高な口調でモーリカに指示をして、早々に神官長に背中を向けた。顔を背けるその瞬間、顔を真っ赤にした神官長が視界の端に見えた。

「ハレジャ神官長様、このたびはご足労いただきまして、誠にありがとうございました。お帰りはこちらでございますわ」

　モーリカは平身低頭して神官長を扉に促す。けれどモーリカがどんなに丁寧にしようが、私の指示がそもそも「さっさと退出させろ」であるからして、ちっとも丁寧になりきれていない。

　神官長の憤怒の表情は、まさにコントの一幕でも見ているかのようだった。モーリカも貼り付けた鉄面皮の後ろで、必死に噴き出すのを堪えているに違いないと思った。




「アリサ様!!　私、溜飲が下がりましたわ!!」

　パタンと扉が閉まった瞬間、モーリカは喜色の篭った声を上げた。

「そう？　当然の主張でしょう」

「いいえ！　その当然を当然に行使することがなにより難しいのです！　此度の一件、扉の外の近衛兵も終始目撃しております。通常は近衛兵が後宮内で見聞きした内容を外部に漏らすことはございません。けれど神殿の鼻を明かしたこの一件に関しては、その限りではございませんわ！」

　したり顔のモーリカは、物凄く嬉々としていた。

　それにしたって、王宮従事者の機密保持の鉄則は私だってよく知るところ。見方を変えれば、それは大丈夫なのだろうか……。

「王宮従事者とて人ですから、人としての倫理を踏みにじられれば秘事に綻びが生じるのもまた必然。神殿に関しては、それだけ腹に据えかねている者も多いのでございます。干ばつを筆頭とした自然災害の有事にも、神殿は手を差し伸べるどころか、真っ先に自分たちの懐に物資を囲い込む始末でございますから……」

　私の内心のツッコミに、モーリカは先回りで答えた。モーリカの憤慨した様子を見るに、神殿というのは、相当に不当な権力行使をしているようだ。昨日の少年たちとの会話でも、同様の話題が多く出ていた。

「そんなに人望がなくて、どうして神殿は権勢を維持できてるの？」

「アリサ様の召喚がいい例でございます。神殿の力が無ければ召喚の儀は執り行うことができません。そう考えればやはり、神事を取り仕切る神殿の力というのは無視できませんもの」

　モーリカは不服そうにフンッと鼻息を荒くした。

　これがモーリカの、いや、国民の総意なのだとすれば、私にはカルダーン国民の感性が少し興味深く思えた。

　……モーリカにとって、私は絶対。それは私が、この国に唯一雨をもたらせる水神の御使いだからだ。

　けれど神官はあくまで、人。たとえ不思議な力を有したとしても、人は神へは出世しないらしい。

「むかっ腹立つけど、神秘の力の前には降参ってところ？」

「ええ、彼らの神託がなければ召喚は成立せず、アリサ様がこの地に降り立つこともなかったと考えますと致し方ないのです」

　モーリカは物凄く真剣な面持ちで頷いた。

　……なるほど、モーリカの言にも一理ある。私がこの地にあるのは事実。

　けれどそこに、神官と呼ばれる人たちの力がどの程度関わっていたのかは検証のしようがない。

「神官たちの超常的な力って、実際に目にする機会はあるの？」

「いえ、目にするというのはありませんが、アリサ様の召喚に際し、神託によって示した日時がその神性を証明しております。日々の信仰と、奉納する祈りの舞によって、唯一神々の声を聞くことができるのが、神官でございます」

　唯一、神々の声が聞ける？　……なんだかそれは、胡散臭くはないか？

　もっとも、私に言わせれば、ハレジャ神官長その人こそが相当に胡散臭いのだが。傍若無人な振る舞いは、およそ王宮と権力を二分する神官の長とは思えなかった。

　……ガルーダが、ハレジャ神官長みたいな男じゃなくてよかった。

　どんなに言葉を飾り立てたところで、水神の御使いは雨を呼ぶための人身御供だ。私の人格や意思を無視し、捻じ伏せる方法が取られてもおかしくなかった。事実、ハレジャ神官長ならば、間違いなくその方法を選んだだろう。

　為政者の権力が強いこの地にあって、私がこんなにも尊重されて過ごせているのは、全てガルーダのおかげなのだ。

　私を呼んだのが、ガルーダでよか……。

　……いや。私の意思を無視して召喚した相手に対し、「よかった」というのも変な話だ。

　途中で自分自身の思考の違和感に気づき、眉間に皺を寄せた。

「アリサ様？　険しいお顔をなさって、どうされました？」

「ううん！　なんでもない」

　慌てて首を振って答え、神官らの神性うんぬんに関しては後でガルーダに掘り下げて確認することにして、モーリカの手を借りて着替えを始めた。

　夜着を脱ぐと、最初にシャルワルと呼ばれるぶかぶかのズボンを穿き、その上にドレープをたっぷりと利かせた広袖のカフタンを羽織る。前で重ね合わせるその形状は、日本の着物に少し似ていると思った。

　そうしてカフタンとシャルワルを合わせた上に、さらにもう一枚、スクープネックのドレスを重ねれば、装いは完成した。

「あの、本当にアクセサリーはひとつも付けませんで、よろしいのですか？」

「うん、これで十分。あんまり華美になると落ち着かないから」

「左様でございますか」

　モーリカは少しだけ残念そうに、幾重にも貴石が連なる首飾りをケースに戻した。

　かつて本や映画で見た砂漠の国のハレムを彷彿とさせる装いに、自分が元の世界とは随分と遠い世界に飛び込んでしまったのだと、実感せずにはいられなかった。

　薄い素材の装束をサラリとひと撫でしながら、なるほど、肌に密着しないゆったりとした装いは、気温の高いこの地にあって快適に作られているのだと感心した。

「この地のお衣装がとてもよくお似合いでございます」

「ありがとう」

　最後に薄いベールの付いたヘッドドレスを被せ、モーリカが微笑んだ。私はそれに、はにかみながら、笑い返した。

「では、朝食を運んでまいりますので少々お待ちください。……そうそう、そういえば料理長が首を傾げていたのですが……」

　数歩進んだところで、モーリカがなにか思い出した様子で振り返った。

「昨夜、料理長の元に『アリサ様が食べやすいよう調理するように』という伝言と共に萎れかけた草が一把寄越されたそうなのです。ガルーダ様に直接お尋ねしようにも、昨日はそんな間もありませんでしたし、今日は今日で早朝より議会に出席されております。本当にお出ししてよいのかと、料理長は気を揉んでおりました。アリサ様はなにか、ご存知でらっしゃいますか？」

　……少年たちに貰ったあの草だ！

「それは私のためにと、少年たちが集めた物を分けてくれたの。食べるから、運んでくれる？」

「かしこまりました。お持ちいたします」

　モーリカは合点がいったように笑みを深くして頷いて、今度こそ厨房に消えた。







　噛みしめた草の根は、無味だった。そうして柔らかく煮込まれてなお、噛んでも噛んでも繊維質な食感が口からなくならなかった。

「あの、アリサ様。差し出がましいようですが、無理に全て食べずとも、お残しになったらいかがですか？　こちらの柔らかなパンなど、召し上がっては？」

　モーリカが遠慮がちに、こんがりと焼き上がった平パンを皿にのせて差し出した。

「うん。これを食べきってからね」

　私はモーリカから受け取った皿を、草の根の煮込みが盛られた皿の奥に置いた。

「アリサ様……」

　私は最初のひと口をなんとか飲み下すと、二口目を頬張った。

　お世辞にも美味しい物ではない。……だけど、味というのは不思議だ。噛みしめるたびに、少年たちの優しさが広がる。

　ならばこの草は、確かに〝美味しい〟のだと、そう思えた。

　……体は、食べた物で作られる。私は口にした優しさで、自分自身が優しい存在へと変わっていくような感覚を覚えていた。

　同時に、胸の中で今夜こそはと決意が固まる。彼らに恵みの雨をもたらしたい。私は改めてこの結論に辿り着いていた。







　食事を終えると、部屋から続くテラスに足を向けた。後宮棟は水陽の神殿とよく似た造りで、こちらも部屋の外に繋がるテラスから直接中庭に下りられるようになっていた。

　そのテラスでは、ちょうど使用人らが集まり、頭上に目張りの布を張っていた。水陽の神殿でもそうだった。テラスは日当たりと風の通りが良くて気持ちいいが、この国の日差しは強く、長く当たっていると肌をやられてしまうのだ。

「わぁ！　これなら直射日光が遮られて、ゆっくり寛げそうだね」

「アリサ様が快適に過ごせるようにと、ガルーダ様の指示でございます」

　隣のモーリカから返った答えに、胸がトクンと跳ねる。

「そう、ガルーダが……」

　ガルーダのきめ細やかな心遣いに、心の奥、深いところがじんわりと熱くなる。

「間もなく張り終わりますので、こちらに椅子をお持ちしましょう」

「うん」

　モーリカが踵を返し、椅子を取りに室内へと戻っていく。

　僅かに火照った頬を撫でるように、爽やかな風がテラスを吹き抜けていった。

　私はそのまま、日中の時間をテラスや室内でゆったりと過ごした。

　そうして夕方近くになって、中庭に散策に向かった。モーリカを伴ってテラス横の階段を下り、ナツメヤシやイチヂク、オリーブといった瑞々しい緑が揺れる中庭に立つ。あらかじめ説明されていた通り、後宮棟と中央宮、兵舎は中庭を囲むようにコの字の形に配されて、渡り廊下で繋がっていた。

「……ねぇモーリカ、あれが中央宮でいいんだよね？」

　後宮棟から伸びる石組みの渡り廊下は、日干し煉瓦で隙間なく組まれた重厚な建築物に続いていた。位置的に見て、その建物が中央宮というのは間違いないのだ。しかし造りこそ頑丈そうだが、日干煉瓦が剥き出しで、装飾のひとつも施されない外観は、王宮の本丸と考えれば随分と質素に見えた。

　そんな思いに衝き動かされ、問いかけていた。

「はい。質素な佇まいで驚かれたと思います。ガルーダ様は当初、アリサ様のお部屋を中央宮に設けることを検討しておられたのですが、いかんせん中央宮は内装も質素で浴場などもなく……。改装案も出たのですが、ガルーダ様が国の窮状を鑑みて退けられました。結果的に、後宮棟にお部屋を用意するに至った次第でございます」

「……そう、そんな経緯があったの」

　私の暮らしに不便がないように、そして国庫の出費を抑えるために……。もろもろの条件を考え抜いて、私の部屋は後宮になったのだ。

　もちろん、後宮という場所について思うところは今も多い。しかし、この決定に至った経緯を聞かされて、ガルーダの配慮を知った。これにより、〝後宮〟と聞かされて以来、ずっと胸に燻っていた不快感が和らいでいくのを感じた。

「でもさ、国がそんな窮状にあるっていうのに、神殿は随分と豪奢だね」

　木々の合間から覗く神殿に視線を向けると、不快感から眉間に皺が寄った。漏れた呟きにも自ずと皮肉が篭った。

　それもそのはずで、美しい漆喰の彫刻が一面に施された立派過ぎる神殿は、カルダーンの窮した現状にあって心の慰めとはならず、逆に寒々しい思いにさせる。

　漆喰塗りで優美な佇まいの後宮棟や水陽の神殿ですら、こんなに派手な彫刻はされていないし、漆喰がなされたのは何年も前のこと。しかし神殿の漆喰壁の目に眩まぶしいほどの白さは、明らかにここ数年の間に塗り直された物だ。

　地球上でも、歴史遺産として残る神殿には、漆喰レリーフで優美に装飾された物が多かったけれど、漆喰というのは、石灰岩を燃やす際に多くの木材を必要とする。

　メソアメリカには過剰な漆喰装飾のために多くの木を伐採し、森を砂地へ変えた結果滅亡した都市国家があった。

　この国だって状況は同じだ。干ばつに苦心する状況で、もともと少ない森の恵みを漆喰のために切り出しているのだとすれば、それは自殺行にも等しい。……ふと、神殿の脇に立つ小さな建築物の存在に気付いた。

「あれ？　あの建物はなに？」

「現在、建築中の小神殿でございます。なんでも、歴代神官長らの功績を漆喰レリーフに刻むのだとか」

「え!?　新たに神殿ひとつ分まるまる漆喰の装飾をするなんて正気の沙汰じゃないよ。漆喰は燃料に多くの木材を使い過ぎる。たとえこれから木々を切り出すわけでなくとも、その資源は他の用途に使うべきだよ」

「おっしゃる通りでございます。緻密で豪ごう奢しゃな漆喰装飾は神殿がその威信を示すため、好んで用いてまいりました。中止するようガルーダ様も再三申し入れをしているのですが、なかなか聞き入れていただけず……」

　モーリカは表情を曇らせた。

　その時、後ろからこちらに向かって歩いてくる足音が聞こえ、振り返った。

「ガルーダ……！」

　ガルーダがカフタンの裾を翻ひるがえしながら歩み寄ってくる。

「それについては問題なくなったぞ。今しがた神殿側との話し合いが終わり、漆喰の装飾は中止させた」

　ガルーダは私の横で足を止め、あっさりと口にした。

「中止になったの!?　すごい！」

「さすが、ガルーダ様でございます！」

　私とモーリカは揃って称賛の声を上げた。

「だけど、ずっとゴネていた神殿をよく納得させられたね？」

「厳密には、納得させられたわけではない。だが、了承はさせた。奴らは己の富権力を誇示したくて仕方のない連中だ。今回は、王宮が新年の始まりに際して行う祝賀を、代わりに神殿が務めることで承諾させた」

「王宮が行う国事行為を神殿にやらせちゃうなんて、いいの!?」

「構わん。新年の寿ぎは形式的な行事にすぎん。それよりも、限りある資源を無尽蔵に使われてしまっては、こちらの方が余程に問題だ。なにより、これしきのことで国民の信頼が揺らぐようなら、それは王としての俺の力量が足りなかったということだ」

　ガルーダに対し、尊敬の念が湧く。賢王とはきっと、真に国民を思うガルーダのためにある言葉。

　そしてガルーダの高い志には到底及ばないけれど、国民のためになにかしたい、この思いは私も同じだ。

「……ガルーダ、私、今晩もあなたを待っている」

　私の言葉に、ガルーダが目を瞠る。

「今夜こそ、私をあなたのものに……、あっ!?」

　ガルーダの熱い口付けに奪われて、最後まで続かなかった。触れ合った場所から熱が生まれ、全身に広がっていく。

　角度を変えて啄まれる度に、否応なしに心と体が高まった。

「夜を待てるか。もう、離さない」

　足が宙を蹴ったと思ったら、私はガルーダに軽々と横抱きにされて自分の部屋へと連れ帰られた。







　スクープネックのオーバードレスも、カフタンとシャルワルも、全てガルーダの手でスルリと肌を滑らされ、寝台の下に折り重なって落ちていく。あっという間に、私は生まれたままの姿になった。

　これは契約の行為で、割り切って臨むべき……。理性的な部分で思うのに、ガルーダに熱い眼差しを向けられると、ちっとも冷静でいられない。

　羞恥が湧き起こり、咄嗟に両腕で胸を抱き締めて俯けば、私の動きに合わせて髪がひと房、ハラリと顔に落ちた。

「どうして隠してしまう？」

　ガルーダがほつれ髪を耳に掛けながら熱い唇を寄せる。

　……とてもドキドキした。ガルーダの一挙手一投足に、全ての神経が集中していた。

　隠しようなど無く、私は先の展開に期待していた。

「俺はもっとアリサが見たい。俺に美しいその肌を見せてくれ」

　掠めるようなタッチで耳殻を辿る指先と熱い囁きに、ビクリと肩が跳ねた。

「んっ！」

　ガルーダは指先で耳朶をツツッと撫でた後、唇で柔らかに挟み込み、最後にチュッと吸い上げて離れていった。

　おずおずと視線をガルーダに向ける。目と目が合った瞬間、思わず息を呑んだ。

　……美貌の王が、獰猛な肉食獣みたいに飢えた瞳で見下ろしていた。捕食者の眼差しに射貫かれて、一糸纏わぬ肌が粟立ち、全身の体温が上がる。その瞳に、焼かれてしまうのではないかと、本気で思った。

　胸を突き破りそうなくらい、バクバクと鼓動が騒いだ。

「俺の目から隠すことは許さない」

　ガルーダの手がスッと伸びてきて、私の手首を掴んだ。

「えっ!?　……ぁ、やあっ」

　ガルーダの大きな手は、片手だけで私の両手首を一括りに纏め、頭上に縫い留めてしまった。

　ふたつの膨らみがたわんと揺れて、中心で色づく蕾が遮るものなくガルーダの目に晒される。

「アリサ、お前は清らかで美しいな……」

　ガルーダの瞳が、獲物を前にしたかのようにキラリと光る。形のいい唇が緩やかな弧を描いたと思ったら、スッと胸へと落ちてきて、尖る蕾の先端に触れるだけのキスをした。

「んっ！」

　ジュンッと熱が集まって、蕾は一層硬くしこって朱色を濃くした。

「可愛いな。ますます濃く色づいて、とても美味しそうだ」

　ガルーダは熱い吐息を零すと、乳輪ごと蕾を口内に吸い上げた。

「芯を持って張り詰めて、俺にこうされるのを待っていたのか？」

「やっ、……ちがっ、ぁああっっ!!」

　違うと、言いかけた言葉は、尖りきった蕾に強く舌を押し当てられて、快感の波に呑まれて消えた。

　……恥ずかしいけど、嫌じゃない。私はガルーダに触れられて、悦びを感じていた。

「アリサは嘘つきだ。お前のここは、俺にしゃぶられてこんなにも悦んでいる」

「ぁあっ、だめっ！」

　唇で扱かれて、舌先で嬲なぶるようにつつかれて、そのたびに走り抜けるビリビリとした刺激に腰が揺れる。

「アリサの体は実に素直だ。もっとも俺は、この嘘つきな唇も愛しいが……」

　ガルーダは銜えていた蕾を解放すると伸び上がり、息を弾ませる私の唇にしっとりと口付けた。

　唇が隙間なく合わされて、整わない呼吸ごと奪われる。幾度も角度を変えながら、段々と口付けは深さを増す。やがて歯列を割り、ガルーダの舌先が口内に忍び込む。舌は不埒な動きで、私の口内を荒々しく我が物顔で動き回る。

　嫌悪感はまるでなかった。……ううん。むしろ、あったかくて気持ちいい。

　熱く潤う粘膜同士が擦れ合うたび、得も言われぬ悦びが湧き上がり、もっともっと欲しくなる。

　私はいつの間にか自分から舌を伸ばし、ガルーダのそれに絡ませていた。舌と舌が熱く絡み合い、溶け合うような感覚にくらくらした。

「……はぁっ」

　長い口付けが解かれた時、唇の端から呑み込み切れぬ唾液が伝えば、ガルーダの唇が追いかけて吸い取った。

「先の言葉は間違いだったかもしれん。アリサの唇も、とても素直だ」

　ガルーダの艶然とした微笑みと呟きに、体の内側が一気に熱を持った。下腹がジンジンと疼き、もどかしい熱を溜める。

「っ、ばか……」

　ガルーダの視線から逃げるように横を向き、無意識に太腿を擦り合わせれば、あわいから溢れた蜜が内腿にトロリと伝っていく感覚がした。

　濡れた感触に驚いて、ビクリと体が跳ねた。

「足の間がどうかしたか？　どれ、確かめてやろう」

　息を詰めて固まる私の耳殻を舐めながら、ガルーダが囁く。

　下腹がきゅんっと切なく疼き、新たな蜜が滲み出たのが分かった。全身が燃え立つように熱かった。

「もう、いやぁ……」

　思考は既に羞恥で焼き切れそうなのに、体は熱く昂って先の行為を強ね請だって震える。心と体がバラバラになってしまったような怖さを感じた。

　すると、慰めるような口付けが顔中に降り注ぐ。

「……？」

　くすぐったい感触に首を竦すくめて見上げたら、優しい手つきでサラリと頬を撫でられた。

「すまないな。アリサがあまりにも可愛くて、苛いじめすぎてしまったようだ。だが、気持ちいいのは怖いことじゃない。体が求めるまま、もっともっと気持ちよくなればいい」

「ガルーダ……、んっ！」

　美貌の王は蕩けるように微笑んで、熱く唇を奪う。

　重なる唇に、触れ合う肌と肌。体中にガルーダを感じ、ますます体が高まっていくのが分かった。

「俺が全部教えてやる。アリサはただ、感じるまま可愛い声で啼いていればいい」

　声と同時、ガルーダが臍下の薄い腹を撫で、僅かに盛り上がる恥丘に手のひらを置く。恥丘が柔らかに包み込まれ、指先が淡い下生えを擽った。

「ぁんっ！」

　ついにガルーダの指先が、熱く潤う快感の泉に触れる。

「もうトロトロだ。……俺の指が簡単に入ってしまう」

「……ぁああっ」

　熱く熟れた襞が割られ、たっぷりと蜜を湛えた泉にガルーダの指先が沈む。

　滴るほどの蜜を湛えたそこは、ピチャリと湿った水音を立てながら、抵抗なくガルーダの太く節だった指を呑み込んだ。

　痺れる快感が突き抜けて、指を含まされた中がギュッと伸縮を繰り返した。

「堪らないな。中がうねって俺の指を締め上げて離さない」

　ガルーダが両足の間に顔を埋め、熱く囁く。

「ああ、ここもこんなに尖らせて……」

　指を中に含ませたまま、陰核にフッと吐息を掛けられて、下腹から腰にぞわりとした痺れが走った。

「ぁああっ！」

　ジュッと陰核を吸い上げられて、私は衝撃に背中を仰け反らせて叫んでいた。

「ここが気持ちいいんだな」

　陰核を吸われたまま、くの字に曲げた指で膣壁が擦り上げられる。

「んんんっ」

　ガルーダは指の腹で、襞の一枚一枚を引き伸ばすみたいに隈なく撫で上げていく。たっぷりの蜜で潤う中は、ガルーダの訪れを喜んで、さらなる快感を強請って熱く蠢うごめいた。

　私は与えられる快感に息も絶え絶えに、ビクビクと体を跳ねさせた。

「あ！　そこ、やっ、……へんになる」

　比較的浅い部分を擦られた時、ビリビリとした電流が走った。

「ここがいいのか？」

　ガルーダは容赦なく、痺れる箇所を指の腹で抉るように刺激する。

「や、だめっ……っ！」

　目の前にチカチカと火花が散った。

「そのまま快感に身を委ねろ」

　ひと際感じる部分を強く押し上げながら、陰核を唇で扱かれて、ついに快感が弾けた。

「ぁ、あっ、ぁああ!!」

　私は真っ白な快感のてっぺんに放り出された。

　ガルーダの指を締めつけ、愛液を迸ほとばしらせてガクガクと腰を震わせた。

「上手にイケたな」

　滴る愛液をジュッと啜り下肢から顔を上げたガルーダは、私に蕩けるような笑みを向けた。

　息を弾ませ、肩を上下させながら、私は絶頂の高揚が引かないままガルーダを見下ろす。

「快感に目がとろんとしている。もっともっと、蕩かせて啼かせてやりたくなる」

　伸び上がって私に覆い被さると、ガルーダが熱い吐息と共に囁く。私を見つめる碧の瞳が情欲にけぶっていた。

　無意識に喉が鳴る。淫靡な色香に、逆上せてしまいそうだった。

「それに俺も、もう限界だ。アリサ、俺を受け入れてくれ」

　ガルーダは乱暴に、自身の着衣を剥ぎ取った。現れた軍神の如き逞しい肢体に、絶頂に押し上げられて一旦は治まったはずの下腹が、再び疼き出すのを感じた。

　この痺れは、きっとガルーダと共に臨む頂でしか満たされない。

「うん。私も、ガルーダとひとつになりたい」

　告げた瞬間、ガルーダの碧が零れ落ちそうなくらい見開かれた。

　次いで、弾けるようにガルーダが笑う。その笑みの眩まばゆさに、心と体がふわりと舞い上がるような浮遊感を覚えた。

「ゆっくりする。辛かったら、俺の肩にしがみついていたらいい」

　気持ちが、とてもふわふわとしていた。

　下肢から上がる湿った水音を耳にしても、不思議ともう、恥ずかしいとは感じなかった。

　……私がガルーダを欲しいと思っているのは、紛うことない事実だ。彼と繋がって、ひとつになりたい……。

「熱く潤って、すっかり綻んでいるな。僅かにでも力を込めれば呑み込まれてしまいそうだ」

　そそり立つ怒張の先端が、愛液に蕩ける秘裂を往復する。滾る怒張は、ベルベットみたいな滑らかさで、ぷっくりと厚さを増した陰唇を擦り上げた。

「……はっ、……あぁ」

　猛たけ々だけしいその見た目からは想像できない繊細な感触がもたらされることを、少しだけ不思議に思った。

「挿いれるぞ」

　ついに秘裂を割り、怒張の先端が膣内に挿はいってくると、先ほどまでの滑らかさはなくなった。

「きついな……」

　ガルーダは無理に押し挿れることをせず、浅い部分でゆるゆると抜き差しし、馴染ませるような動きをした。

　そうしてたっぷりの蜜に濡れた亀頭を、ゆっくりと挿入させた。

「っっ!!」

　張り出したカリの部分が沈み込む瞬間、張り裂けるような痛みが駆け抜けて、一気に体が強張った。

　唇を噛みしめて、悲鳴を呑み込む。

　嘘でしょう!?　こんなの無理……！　今日こそはと思ったけれど、もうこれ以上は……。

　私はガルーダを止めようと手を伸ばしかけた。

「痛いな、アリサ」

　その時、強張る体が温かな腕に包み込まれ、噛みしめた唇にそっと口付けられる。ガルーダは何度も角度を変えながら、宥めるみたいに優しいキスを降らせた。

　……不思議。さっきまで、あんなに痛くて苦しかったのに……。

　ガルーダの口付けを受けていると、徐々に痛みが和らいでくるのが分かった。

「今日はここまでで、やめておくか」

「やめないで！」

　口付けを解いたガルーダが私の上から退こうとしているのに気付き、私は弾かれたように首を横に振り、逞しい肩に追い縋った。

「だが……」

　困惑の滲む声を打ち消すように、首に回した腕にギュッと力を込めた。

「大丈夫だから、私をもっとあなたでいっぱいにして」

「あんまり男を煽る言葉を言うものじゃない。それでは理性が吹き飛んだ獣に骨の髄まで食いつくされても文句は言えんぞ」

　ガルーダが低く告げる。直後、私は嵐みたいな口付けに翻弄された。

「んんっ！　……ぁ、はぁっ！」

　濃密なキスはガルーダの語った獣の所業とはほど遠い甘さで、心も体も蕩かされてしまいそうになる。

「もう少し頑張ってくれ」

　長い口付けの後に低く囁かれ、私はきつくガルーダに縋り、コクコクと頷いて応えた。

　ガルーダが私の腰を掴み、グッと力を込める。

「っ！」

　雄芯がジリジリと隘路を割り開く。強引に押し拡げられていく苦しさに、目に薄っすらと涙が滲んだ。

　だけど苦しさの後ろには、微かな快感も透けて見える。

「……ぁあ、……ん、ガルーダ……っ」

「アリサ……！」

　ギュッと手と手を握り、求め合うままに唇を寄せた。

　ついに二人の体が隙間なく重なれば、痛みを凌駕する幸福感が全身を包み込む。

「……全部挿ったぞ」

　私の中にガルーダがいる……。そのことに、不思議な充足感を覚えていた。

　ガルーダを受け入れた体以上に、心が熱い。抱き合う行為が、こんなにも心と体を深く満たすなんて、思ってもみなかった。熱いものが眦で珠を結び、ツーッと頬を伝った。

「アリサ？　苦しいのか？」

　涙の雫はガルーダの舌先が掬い、唇に吸い取られて消えた。

「ううん、そうじゃないの。むしろ、あなたの腕にこうして抱かれているのは気持ちいい……」

　私の告白にガルーダがハッと息を呑み、柔らかに微笑む。

「そうか。ならば一緒に、もっと気持ちよくなろう」

　……もっと、気持ちよく？　ガルーダと隙間なく肌を触れ合わせ、私は今でも十分に気持ちいい。それなのに、これよりさらに上があるの？　僅かな恐れと、それを上回る期待感にゾクリと体が疼いた。

　ガルーダがグッと腰を押し出せば、怒張がズンッと奥を抉った。膣奥が痛みとは違う確かな快感にビリビリと痺れた。

「ああっ!?」

　……今のはなに？　まるで電極にでも触れたよう。

　膣壁が絞るようにキュウキュウと伸縮し、中のガルーダがブルリと跳ねる。剛直が、一層硬く張り詰めたのを感じた。

「中がうねって、絞り取られそうだ。……もう痛みはないようだな。ならばアリサ、この後は俺がトロトロに蕩かせて、最高の絶頂を見せてやる」

「ぁああっ」

　ガルーダが、ゆっくりと抽送を始める。

　奥に挿し入れられれば、膣壁が吸い付くように怒張を包む。抜き去られれば、膣壁がきつく引き絞って追い縋った。

　……あぁ。ガルーダに体の内側から溶かされてしまいそう。

　下腹に熱が溜まり、私を狂おしく急き立てる。さらなる快感を貪欲に欲しがって、隘路はガルーダを引き込むようにうねった。

「アリサっ、そんなふうにされては持たない！」

　焦ったようなガルーダの声を聞く。直後、緩やかな抽送が速さを増す。

　……あぁ、駄目。これ以上は、本当におかしくなる……！

　激しい情交に、目の前がチカチカした。荒い息を吐きながら、震える手でガルーダに縋る。

　ガルーダは腰の動きを止めないまま頭を下げると、尖る胸の先端を銜えた。ジュッと吸い上げられて、快感に頭の中が真っ白になった。

「ぁ、あっ、ぁああ……っ！」

　高みへと投げ出され、体がピンと強張る。歓喜に膣壁がうねり、剛直に絡みつくのが分かった。

「っ、アリサ！　受け止めてくれ！」

　ガルーダが一際深くを突き上げて、怒張の先端が胎の奥にピタリと嵌まった。

「っ!!」

　快感の源泉に触れられた気がした。絶頂の波に、さらに大きな絶頂の波が重なって、まだ見ぬ頂上へとガルーダと共に駆け上る。

　戦慄く膣壁が最奥を抉る亀頭の先端に吸い付いて、吐精を強請るみたいに扱く。ガルーダの怒張が嵩を増す。

　そうしてついに、膨らみきったガルーダ自身が、これ以上ない深みを突き上げて震えた。熱い奔流が迸り、全てが真っ白に塗られる。胎の内側から広がる重く深い絶頂が私を焼く。

「ああっ、ガルーダ!!」

「アリサっ!!」

　私とガルーダは、きつく抱き合って同じ頂を共に臨む。ビクビクと脈動しながら、ガルーダは長く大量の精を吐き出した。私は己の胎に熱い飛沫を余さずに受け止めた。

　ガルーダとひとつになれた喜びだけが、この瞬間を支配していた。この行為が契約によってなされたことも、恵みの雨のことも、今は頭の片隅にだって浮かんではこなかった。

「……アリサ」

　ガルーダは懐に閉じ込めるみたいに、ギュッと私を抱き締めて離さなかった。私もまた、ガルーダの胸に抱き付いたまま、重なり合う胸の鼓動を聞いていた。

　……だけどここで、ふと、違和感が過よぎった。

「ねぇガルーダ、……私、ちゃんとできた？」

　問いかけたのは不安から……。

「もちろんだ。よく受け止めてくれたな」

　ガルーダは力強く答えたけれど、私の胸に灯った違和感は消えなかった。

「……あの、でも。それならどうしてガルーダのは、その……」

　恥ずかしさに、一旦言葉を途切れさせた。

　実は私の中で、ガルーダはいまだその雄々しさを失ってはいなかった。硬く張り詰めたまま膣内に留まって、大量の吐精を受けてジクジクと熱い胎をたまに揺らしてみせるのだ。

　ビクリ、ビクリと剛直が脈動するたび、私の下腹も快感の余韻を追うように、ジュンッと新たな熱を生んで疼いた。今もガルーダがビクンッと震えれば、疼く中が刺激され、白濁とは違う滴りが溢れた。

「ガルーダがまだ大きいままなのは、ちゃんと終われてないからかなって、……違う？」

　意を決して尋ねれば、僅かな困惑と欲情を滲ませたガルーダの美貌が近付く。

「……終わりなど、あるわけがない」

　熱い囁きの後、噛みつくように唇が重ねられた。

「え!?　……あ、ぁんっ」

「アリサへの欲望に果てなど無い。今も一度では飽き足らず、俺でアリサを溢れるほどいっぱいにしたくて、滾っている。……こんなふうにアリサの中の締め付けを味わって、ここに再び注ぎたくて震えている」

　ガルーダは熱く吐息を零しながら、手のひらで私の下腹を撫でた。そうして挿ったままの肉杭で、膣の奥に続く胎を押し上げるようにつつく。

　胎の中にぞわぞわとした、新たな快感の火種が灯る。

「ん、ぁあっ」

　肉杭でさらにぐるりと捏ね回すようにされれば、腰が淫らに揺れた。

「ただし、俺を受け止めたことで、水神の御使いとしてのアリサの役目は終わっている。……これは、俺の事情だ」

　役目が終わっているのなら、これ以上の情交は不要だった。だけどガルーダは滾る雄芯を抜かず、あまつさえ役目を逸脱した情交の続行を私に委ねる。

　ガルーダは、ずるい……。

「……続きをして！　……またガルーダで、私を満たしてっ！」

　考えるよりも先に、ガルーダの首を掻き抱いて叫んでいた──。




＊＊＊




　……本当は、男を知らない真っ新な体に、二度目を強いるつもりなどなかった。なによりそれは、役目を逸脱した、俺の欲望に他ならないからだ。

　けれどアリサから情交の続きを強請られた瞬間、俺の中のなにかが弾けた。

「アリサ！　いくらだって、俺で満たしてやる。溺れるくらい、俺でいっぱいにしてやる」

　一度吐き出しても萎えず、硬度を保ったままの肉茎が、一層硬くそそり立つように張り詰めるのを感じた。

　再びの射精感に、陰嚢がギュッとしこってせり上がる。高まる解放への予感に、腰がジンジンと快感に痺れた。

「ぁあああっ!!」

　グンッと突き上げて、亀頭で子宮口を舐めるように捏ね回せば、アリサは艶やかな喘ぎを上げながら仰け反る。ちょうど俺の口元に乳房が押し付けられるような格好だった。

　薄いピンク色をしていた乳首が、今は快感でツンと勃ち上がり、朱色に染まって可愛らしく俺を誘う。誘われるまま唇に含み、口内でコロコロと転がしながら、腰を深く密着させて揺らす。その動きで快感に尖る陰核が擦られて、アリサはガクガクと腰を震わせた。

「外と中、両方で感じているのか？　中がキュッと締まったぞ」

　アリサの示す反応のひとつひとつが、堪らなく俺を煽った。片方の手を伸ばし、白濁と愛液に濡れる陰核を押し潰した。指の腹で尖りきった陰核をコリコリと擦れば、中が伸縮して俺の肉棒を激しく絞った。

　強烈な締め上げに、一気に射精感が込み上がる。なんとかやり過ごすと、銜えていた乳首を解放し、乳輪のすぐ近くをきつめに吸った。

　唇を離せば、クッキリと俺の印が刻まれていて、仄暗い独占欲を満たした。なんともいえず興奮し、ますます肉茎がいきり勃った。

　欲望のまま、より深くを抉った。もっと、もっとアリサを俺でいっぱいにしたかった。

　グンッと突き入れて子宮口を押し上げる背徳感に恍惚とした。

　激しい抽送で俺の吐き出した白濁とアリサの愛液が混じり合い、粟立って太腿に伝う。

　アリサの中も同じ物で溢れ、泥濘ぬかるんでいた。なのに初めて男を受け入れた其処は狭く、痛いほどにキツイ。極上の締め付けで、俺を包み込んで引き絞るのだ。

「アリサっ、あまり締めるな。これではあっという間にイカされてしまう」

「分からないっ、……だって、よすぎちゃってっ」

　隘路はまるで、俺の怒張を搾しぼろうとするかのように蠢き、柔らかな肉襞が敏感な先端を撫で上げる。堪らない快感だった。

　快感に突き動かされるまま腰を打ち付け、同時に忍ばせた指先で、滑る陰核をキュッと摘まみ上げた。

「やっ、……おかしくなるっ！」

「ああ、おかしくなれ……！」

　怒張の先端で胎の奥、突きあたりを何度も穿った。その後は腰を密着させて、捏ねるような動きで戦慄く締め付けを堪能した。

「ぁ、きちゃう！　……くるっ!!」

　膣奥がギュゥッと窄まり、ついにアリサが再びの絶頂に駆け上る。千切れるくらい俺の肉茎を締め上げて、膣壁がうねる。アリサがもたらす極上の締め上げが、俺の箍を外す。

　解放のうねりに、抗う術はなかった。

「っ、俺も限界だ！」

　湧き上がる圧倒的な射精感。陰嚢がグンッとせり上がり、張り詰めた亀頭がブワリと嵩を増す。薄い胎の奥へ肉杭の先端を突き入れて、俺はアリサの最奥で欲望を弾けさせた。

「ぁぁああああっっ!!」

「アリサ……！」

　二度目とは思えぬ大量の白濁が迸る。アリサの腰をピタリと俺に密着させて、一滴残らず薄い胎に流し込んだ。

　全て吐き出した後も、快感の余韻は消えなかった。

　こんなにも満たされた情交など、経験したことが無かった。女との交接は溜まった欲を吐き出すための行為で、射精時の快感はあれど、それ以上の意味などなかった。

　それが、アリサとの情交はどうだ？　深く満たされて、なのにもっとアリサが欲しくて、もっとアリサで満たされたくて苦しい……。しかも狂おしい焦燥は、必ずしも性欲ばかりではない。アリサの笑顔や生き生きと動く姿を一番近くで見たいと、アリサの隣に生涯の伴侶として並びたいと、そう願わずにはいられなかった。

　……一番欲しいものが、一番得難い。

　確かにアリサは俺が与える快感に浸り、俺に体を開いてくれた。けれど一番欲しいと望むその心は、俺に与えてはくれない──。

「……ガルーダ。私、もう……」

　アリサがとろんとした目をして、たどたどしく呟く。直後、二度目の情交に疲れきった体からくたりと力が抜ける。

「随分と無理をさせてしまったな。ゆっくり眠るといい」

　深く胸に抱き寄せて、健やかな寝息を零す口元に、触れるだけのキスをする。

「……んっ」

　ゆっくりと剛直を引き抜けば、アリサは無意識のまま甘く喘ぎ、隘路をうねらせた。

　……堪らんな。

　アリサの痴態に二度の射精を終えても萎えない剛直が跳ねたが、気付かない振りをして、そっと敷布に横たえた。

　俺の腕の中で艶やかに乱れる美しいアリサ……。俺だけの女神……。

「アリサ……。役目だなどと、契約などと、了承できるわけがない」

　見下ろすアリサの宵闇の双眸は、今は瞼に閉ざされて見ることがかなわない。けれど瞼に影を落とす漆黒の睫毛の一本一本までが俺を魅了してやまない……。

「こんなにも愛しいお前を離してなどやるものか。お前は俺のものだ──」

　健やかな寝息を立て始めたアリサに向かって零した俺の呟きは、テラスから聞こえてくる雨音にかき消されて消えた──。








四　水神への宣戦布告









　ザァザァと降りしきる雨の音で目が覚めた。

　……あ！　雨が降ってる!!

　ガバッと寝台から身を起こすと、動きに伴って秘所からトロリと熱いものが溢れ、太腿に伝った。

　えっ!?　……やだ！

　湧き上がる羞恥に頬を赤く染め、バッと夜着の裾を引き下ろした。擦り合わせた両足の間に鈍い痛みを自覚しながら、脳内に昨夜の出来事が一気に蘇った。

　そうだ！　私はガルーダと……！

　思い返した情事の温度に気が遠くなりそうだった。

　……あり得ない。契約の行為にああも乱れ、興奮のまま二回目の行為にまで及ぶなんて。

　一晩が経ち冷静さを取り戻せば、昨夜の自分の痴態にただただ愕がく然ぜんとした。

　──コンッ、コンッ。

　ノックの音に、ビクリと肩が跳ねた。

「お目覚めでございますか？」

「お、起きてるよ」

　扉越しから遠慮がちに掛けられたモーリカの声に、慌てて答える。

「失礼いたします」

　私の声は明らかに上擦っていたが、モーリカはそれには言及せず、いつも以上に丁寧な礼を取って部屋に入った。

　部屋には、昨日の情事の跡が色濃く漂っていた。

　それがなんとも言えず恥ずかしく、私はモーリカを直視できず、俯き加減で寝台に腰掛けたまま出迎えた。

「現在カルダーンには恵みの雨が降り注いでおります。これも全て、アリサ様と陛下のお褥入りのおかげでございます。カルダーン国民三百万を代表しまして、深くお礼を申し上げます」

　モーリカは寝台の前まで歩み寄ると、スッと腰を折り、粛々と告げた。

「モーリカ!?　そんなこと、やめて！」

　私はモーリカの口上に驚いて慌てて寝台から下りると、深々と頭を下げるその肩に縋った。

「けれど、アリサ様の苦渋の決断によって、我が国が救われたのは紛うこと無き事実でございます」

　ゆっくりと顔を上げたモーリカは、複雑な感情の絡み合う瞳で私を見つめ、選ぶようにして言葉を重ねた。

「それは違うよ。だってこれは、私が自分で選んで決めたことだもん」

　モーリカから目線を外し、テラスへと首を巡らせる。大地に降り注ぐ恵みの雨を前にして、胸に広がるのは安堵と喜び。

「私自身、この結果に満足している。だから、私にお礼なんていらない」

　モーリカに視線を戻して告げた。

「アリサ様……」

　モーリカの目に薄く涙の膜が張り、その瞳を滲ませた。

「それじゃ、この件はもうこれで終わりにしよう。身支度を手伝ってくれる？」

「もちろんでございます！　浴室の用意が整っておりますから、まずはそちらで汗を流し、それからお着替えをいたしましょう」

　私がモーリカの腕をトンッと叩いて言えば、彼女は滲む涙をそのままに笑顔で頷いて、私を浴室へと促した。




　モーリカに連れてこられた浴室は、日本人が一般的にイメージするお風呂場とは違っていた。スルタンの後宮で数多の美女が侍るハマムとはきっと、こういう場所なんじゃないだろうか……。

　壁にも高天井にも一面に装飾が施され、贅を凝らした趣向だ。一枚岩を切り出して造られたのだろう岩盤浴に、潤沢にお湯を湛えた浴槽、蒸し風呂らしき一角までもが湯煙の奥に見える。寝転べるサイズのバスチェアも数台並べられていた。

　広々とした浴室は、明らかに複数人の女性の利用を想定している……。

　贅沢な空間にあって、私の心は白んだ。

　ガルーダと関係を持つ女性たちが、ここで競って己を磨き上げていたのだと想像すれば、先の情事で膨らんだ思いが萎む。

　ガルーダの熱い腕も囁きも、所詮は事を円滑に進めるためのピロートークに過ぎないのだ。

　私を召喚するにあたって後宮を解体したのはガルーダの誠意だ。その点は疑う余地もなく、ガルーダという男がいかに誠実な人柄であるかが知れる。

　だけどガルーダは、数多の女性たちと体を分け合うことが当たり前の世界に生きてきた。そうして王たるガルーダには、その中の一人になりたいと望む女たちがこぞって列をなす。

　今はいい……。水神の御使いというのを別にしても、ガルーダが毛色の珍しい私に興味を示してくれているのは事実だろう。

　だけど果たして、その興味はいつまで続くものなのか……。

　キュッと唇を噛みしめる。

　……私はきっと、怖いのだ。ガルーダの興が冷め、打ち捨てられる未来が……。

　母のように、無くなった愛を嘆き、打ちひしがれて泣き暮らす……そんなふうにはなりたくなかった。

　……無くなった愛に縋り、泣き暮らすなら、最初からなくていい。

　特に私とガルーダの場合、愛情が消えてなくなっても、雨乞いのための行為はなくならない。愛の冷めたガルーダから義務で抱かれるのは、どんなに悲惨で滲めなことか……。

　だから芽生えはじめた恋には蓋をして、決して花開かせることはしない。最初から契約と割り切って、私の心は明け渡さない。

　ガルーダとの相愛は望むまい……。

「アリサ様どうかなさいましたか？　……もしかして、体がお辛いのでしょうか!?」

　すっかり自分の世界に入り込み、あれやこれやと考えを巡らせていれば、私の体を流してくれていたモーリカがハッとしたように声を大きくした。

「え!?　ううん、大丈夫！」

「本当に、ガルーダ様は一体どのようなご無体を強いたのでしょうか！　アリサ様の珠のような肌にこのように……」

　モーリカは私の肌の至るところに残る口付けや愛撫の痕を痛ましげに見つめ、眉間にクッキリと皺を寄せる。

「私の方から、一言ご意見申し上げておきますわ！」

「ちょっ、モーリカ！　それは誤解！　ガルーダは私に、その……すごく優しかったよ……」

　憤慨を隠そうとしないモーリカに、私は慌てて待ったを掛ける。あまりの恥ずかしさから、言葉の最後は消え入るように小さくなった。

「まあ、左様でございましたか。私ったら、すっかりと勘違いを。これは失礼をいたしました」

　真っ赤になって俯く私とは対照的に、モーリカは一度納得してしまえば、それ以上ガルーダとの行為に言及はしてこなかった。

「さぁアリサ様、香油で凝り固まったお体をほぐしましょう」

　洗い終わった体を流すと、今度は手に香油をまぶし、モーリカは丁寧なマッサージを始めた。

「……あ、すごく気持ちいい」

「ようございました。体勢が苦しかったらおっしゃってくださいね。どうぞリラックスしてお過ごしくださいませ」

　モーリカのマッサージは、体の凝りと一緒に不毛な物思いも押し流していくようだった。

「うん……」

　私は心地よいモーリカの手に身を委ねた。

　部屋に戻ると、今日もモーリカの手を借りてシャルワルとカフタン、スクープネックのドレスを身に着ける。

　不思議なことに、この地の装いが昨日よりもしっくりと体に馴染む気がした。

「ではアリサ様、お食事をお持ちいたしますね」

　そうして今朝は、昨日とは違って、しっかりと空腹を感じていた。

「うん、お願い」

　私の答えにモーリカは嬉々として頷いて踵を返した。







「ごちそうさま」

　食事を終えた私は、テラスへと躍り出た。雨はもう止んでいた。

　けれど、先ほどまで降り続いていた本降りの雨が、しっかりと地面を濡らしていた。土の隆起に合わせてできた水溜りが、そこかしこで陽光をキラキラと弾いて光る。中庭の木々も、瑞々しく葉を濡らし、目に眩しいほどの青さで輝く。

　目にすれば、胸の奥、深いところが熱くなる。込み上げる熱は、薄い涙の膜となって、私の視界を滲ませた。

　熱い滴りを零さぬように空を仰ぐと、今日も強く大地を照らす太陽と、その横に青白い清廉な光を放つ水陽が並んでいた。

　目を細め、ふたつの輝きを眺めていたら、私の胸に新しい思いが芽生える。

　……縁あってこの地にやって来た。

　私の意思を無視した召喚に憤り、反骨心も覚えた。だけどこの地の人々と交流し、優しい心に触れたなら、当初の意固地が脆もろく崩れる。

　……私はこの地にとって、この地の人々にとって、優しい存在になりたい──。

　そうして私は朝からずっと、そのための策を思い描いている……。

「ねぇ水神様？　これは全てあなたの意思？」

　私の問いに、水陽に住まう水神は答えない。

「やっぱり、あなたは答えてくれないんだね。……ならば水神様、私は自分の意思で決めるよ。私の考えで動くけど、後から文句は受け付けないよ」

　答えない水神に向かって告げたのは、宣戦布告。

　水神の御使いは、水神からの恵みをこの地に届けるための使者だという。

　だけどこれは、私が決めた。この決定に、水神の意思はない。

「あなたの奇跡に、真っ向勝負よ──！」

　私は人々の手で、この地に雨を巡らせてみせる──！







「アリサ様、昼食は召し上がらないのですか？」

「……後で食べる。置いておいて」

　テラスから室内に戻った後、私はうず高く積み上がる膨大な資料に齧かじりついていた。この地の気候や風土、歴史といったありとあらゆる情報を集められるだけ、目の前に掻き集めていた。

「では、こちらに置かせていただきますが……。あまり根を詰め過ぎませんように」

「……うん」

　気のない返事を返しながら、私は慎重にパラリとページを捲った。

　言葉が通じるのだから大丈夫だろうと踏んだ通り、植物の繊維でできた脆い紙に書かれたミミズが這いずるような文字は、全て読むことができた。

　さらにありがたいことに、ここに来る時、指先に触れた仕事鞄が、私と一緒にこの地にやって来ていた。鞄の中に入っていた仕事の資料は、今回の計画にとって実に有効なデータとなる。

「ブラック勤務も無駄じゃなかった……。我が身を蝕むスパルタな働かせ方に感謝する日が来ようとは、思ってもみなかったけど」

　ブツブツと呟きながら、目だけは休まずに文字を追う。ついでに頭もフル稼働だ。

　ちなみに、私は最近こそ本部で内勤をしていたが、以前は一年の半分は海外を飛び回って働いていた。

　当然、仕事柄、インフラ整備の現場はいくつも見ている。

「……とはいえ、そこは現代。土を掘るにはショベルカーも使ったし、護岸工事の仕上げはコンクリートで固めたわけで……」

　どんな未開の地でも、その整備に文明の利器が活躍していた。持ちうる道具だけは、どうしたって勝手が違う……。

「うーん……」

「なにを唸うなっている？」

「……いやね、人の手と鍬くわと鋤すきでどうやって用水路を引いたものかと……って、ガルーダ!?」

　降って来た問いかけになんの気なしに憂いを口にしかけて、違和感にハッとする。顔を上げれば、ガルーダが鼻先の触れそうな近さから私を覗き込んでいた。

「や、やだ！　あなたいつからいたの!?」

　息が掛かりそうな近さに困惑して、上半身を引かせながら発した声は、意図せず語気が強かった。

　ガルーダは苦笑を浮かべ、寄せていた顔をスッと引いた。その目が心なしか翳って見えるのは、果たして私の気のせいなのか……。

「自分が歓迎されるとまで目出度い考えは持っていないが、そうも邪険にされると少し傷つくな」

「あ、ごめん。ちょっと考えごとに夢中になってたから……、別にあなたを邪険にしたわけじゃないよ」

　冗談めかして告げられた言葉に、気付けば慌てて弁解していた。

「そうか、それは嬉しい限りだな」

　ガルーダは私の言葉に、目に見えて表情を緩ませた。その柔らかな微笑みに、胸がトクンと跳ねて、だけどすぐにキリリとした痛みに変わった。

　……私の馬鹿。ガルーダと距離を置きたいんだから、ここはわざわざ弁解してみせる必要なんてなかったのに……。

　胸に後悔が浮かんだけれど、当然、一度発した言葉は口に戻ってはくれなかった。

「モーリカから、お前が食事も摂らずに、ずっと書物に齧りついていると聞かされてな。なにを熱心にやっているかと思ったが……アリサ、この地に用水路は引けんぞ」

「どうして!?」

　ガルーダの断言に、自ずと眉間に皺が寄る。

　厳しい目でガルーダを見上げれば、ガルーダもまた真剣そのものの目で見返して、ゆっくりと口を開いた。

「カルダーンの国土が南北に長く伸びているのは、アリサも知っているだろう？　当然、用水路は王都東端から、大河の水を南の地まで繋ぐ想定でなされる。だが、我が国は王都近郊や、大河の恵みを受ける北東の地域ですら、乾きやすい状態だ。南に向かえば向かうほど、乾きは増す。国土の実に半分は不毛の砂漠地帯で、そんな砂質では掘った側から岸が風に曝されて、再び流された砂で埋まってしまうのだ。これまでも幾度か用水路計画はなされ、実行にも移しているが、全て徒労に終わっている。同じ失敗を繰り返すことは、王として許可できん」

　ガルーダから返ってきたのは既に資料から読み取っていた情報で、なんら目新しいものではなく、私にとって「用水路が引けない」という言葉の根拠とするには不十分だった。

「ただ、掘るだけだとそうなるだろうね。だから私は、掘り下げた岸に砂が流されないような工夫を施して作りたいと思ってる」

　私の答えに、ガルーダの目の色が変わる。

「そのための策はあるのか？」

　静かに問うガルーダの瞳には、抑えきれない期待と興奮が透けて見えた。

「まだ、構想の域を出ないんだけど、掘り下げた岸に、蛇じゃ篭かごを積み立てられないかと考えてる。後々その岸に柳の木なんかを植えれば、根が張って一層蛇篭を強固に覆ってくれる。なによりこの技術なら、将来的にも維持補修していくことができるから……」

　脳内に描いた構想を語りながらも、言葉の最後は自信のなさから尻すぼみになった。

　蛇篭を用いた砂漠の緑化活動は実際にアフガニスタンの地で成され、その見事な成功例はインフラ支援に携わる者なら、知らない者はいない。

　けれど、これが本当にこの地でも有効なのか、地質や地盤を数値的に精査しないことには確証が持てない。ただし、この地にあって、そんな物は逆立ちしたって得られない……。

「その蛇篭というのを詳しく教えてくれ！」

　私が告げた「蛇篭」という言葉にガルーダは目を丸くし、予想外の食いつきをみせた。

「蛇篭は、籠の中に石を詰めた物で、それを日干し煉瓦みたいに積み上げるの。私の国では古くから使われていた治水技術だよ」

　私の説明にガルーダは前のめりに身を乗り出して、聞き入っていた。

「ただ、私は知識としてこの手法の成功例を知っているけれど、これまで色んな灌かん漑がい事業に携わってきた中で実際に蛇篭を使った経験は無いのよ。当然、地質との相性もあると思うし、この手法がこの地にも有効かどうかは、もう少し検証した方がいいかもしれない」

「ならば、実証実験をすればいい」

　私が慎重な弁を述べれば、ガルーダは予想外の言葉を返した。

「え？」

「実験的に砂漠地帯の一部を掘り、実際に蛇篭を積み上げてみればいいのだ。それで有効性は確認できるだろう。たとえ計画が失敗に終わろうとも、手をこまねいて見ているよりも、実際にやってみた方がいい。事を起こせば必ずとやかく言う者は出るだろう。だが、王である俺が全ての責任を負う」

　ガルーダの碧の双眸が、強く私を見つめていた。その透き通る瞳に、一瞬、呼吸すら忘れて見入った。

　他者の提唱したアイディアを厭うこともなく、柔軟に受け入れる。その有用性を確信すれば、失敗を恐れずに、己の責任でもって実行に移す。

　ガルーダの姿勢は、現代とは違う閉塞的な世界にあって、実はとても凄いことなんじゃないだろうか……。

「それにしてもアリサ、お前の知識は凄いな！」

　ガルーダの台詞にドキリとした。

「……凄い？　ううん、凄いのは私じゃない。凄いのはガルーダ、……あなただよ」

「何故だ？　この知識はアリサのものだ。ならば凄いのはアリサだろうに」

　ガルーダは分からないというように、首を捻った。

　私はそれに、曖昧に微笑んだ。

「俺にとってアリサとの出会いは奇跡。俺のみならず、先に召喚に挑んだ先祖らも、奇跡のような確率で水神の御使いを手にする栄誉を賜った。しかし奇跡は、次を約束するものではない。俺の子孫が干ばつに窮した時、水神の御使いを確実にその手にできる確証など、どこにもないのだ。俺は不確かな奇跡に縋るよりも、お前の持つ知識や技能に救いを見いだしたい。後世まで有益な、現実の手段でもって末代までの安寧をなし得たい」

　ガルーダが続けたのは、この国の行く末を憂う王者の言だ。

　……澄み渡ったガルーダの瞳。それはきっと、孤高の王だけしか持つことのできぬ瞳。

　胸がドキリと跳ねた。それがどんな感情に起因するものかは、私自身分からなかった。ただひとつ、一国の王というのはここまでの覚悟でもって国を背負うのかと、深い尊敬の念が湧いた。

　そんなガルーダと共に、次代への希望を繋いでいくことができたなら、それはなんと光栄だろう……。

「あなたが望む末代までの安寧、私も精一杯協力させてもらいたい。持てる知識は全て伝える。そしてガルーダ、あなたならきっとできる。カルダーンの砂漠の大地は、あなたの代に用水路網で豊かに変わる。他のどんな王様にだってなし得ない偉業、それを成せるのはあなただ」

　敬意をもって心の内を語れば、ガルーダの瞳が零れ落ちそうなくらい見開かれる。

「……アリサ、お前にそんなふうに言ってもらえたことは俺の誉れだ。だが、『俺が成す』というのは正しくない。これは、『俺たちで成す』が正解だ」

　長い間を置いて語られたガルーダの台詞に、今度は私が目を見開くことになった。

「うん、ガルーダ。絶対に私たちで、これを成そう」

　この瞬間、私とガルーダは志を同じにする同志だった。私とガルーダの視線が深く絡む。どちらも引き締まった顔をして、笑みはない。

　これを遂行するための、長く険しい道のりを、互いに重く噛みしめ合った。

　……不思議な心地がした。

　私はこの地にとって、優しい存在になりたいと誓った。そうして実際に、ガルーダと共にカルダーン王国の将来に心を砕き、頭を巡らせている。

　……だけど、この地で溢れるほどの優しさを貰っているのは、他ではない私なのだ。私にとって今が、日本で暮らした二十五年のどんな瞬間より、穏やかに優しい心で過ごせている──。

　ふと、脳裏に生前の母の姿が過ぎった。

　……ねぇ、お母さん。本当は私、ずっとお母さんに優しくして欲しかった。

　高校生の時、私を置いて男の人と出て行った時は恨んだよ。だけどね、私もお母さんに優しくなかった。心の奥底には、お母さんがこんなふうだからって、責め立てる優しくない心があった。

　……おかしいね。社会人の一年目で喪主をして、骨を拾った時だって、涙なんて出なかったのに。

　なのに今、もっと優しくしていたらって、物凄く後悔が浮かんでる……。

「アリサ？　どうかしたか？」

　突然涙を滲ませた私に、ガルーダが困惑した様子で眉根に皺を寄せていた。

「……少し、昔を思い出しちゃった。……私ね、二年前に母を亡くしてるの。その母に、私がここで頑張っていることを伝えられたらなって、そんなことを思ってた」

　隠さずに伝えれば、ガルーダがフッと表情を和らげて、そっと私の頭を撫でた。

「見ているさ。母君は天からアリサの活躍を見て、喜んでくれているに違いない。そうして、きっと母君は我が子の奮闘を応援せずにはいられなくなるだろう。アリサの母君の力添えまで得たのなら、俺たちの用水路計画は百人力だ」

　悪戯っぽく告げられたガルーダの見解に、知らず頬が緩んだ。

　……必ずしも、私にとって優しい存在ではなかった。

　その母が、ガルーダの一言でとても優しい存在へと塗り替わっていくような気がした。

　……心の中で、愛しい想いが育つ。

　いつの日か大きく育った想いは封じ込めた蓋を押し開けて、溢れ出てしまうのではないか。そんな、未来の予感に慄いた……。

「そういえばガルーダ、あなたのご両親は？　お見かけしないけど、ご健在？」

　問いかけたのは、純粋な疑問。ガルーダは立派な青年だが、一国の王としては若い。そうして王宮内に、先代王の影はない。

「数年前に、立て続けに流行り病で逝った。あの時は干ばつの走りで、水不足による衛生環境の悪化が流行り病を招いた。内務大臣の指揮の下、迅速な対処をしてなんとか流行り病自体は収めたがな……」

「そうだったの。ならばガルーダ、用水路計画はご両親の悲願とも言えるね。きっと天からあなたのご両親も力添えをしてくれる。百人力どころか、千人力ね」

「はははっ！　なるほど千人力ときたか！　アリサ、お前には敵わんな！」

　柔らかな手つきで頭を撫でていたガルーダが、声を立てて笑う。そうかと思えば、突然私の頭頂部をワシャワシャと掻き混ぜた。

「っ、ちょっ!?　やめてよガルーダ、せっかくモーリカが綺麗に結ってくれたんだから！」

「そうだったか、それはすまなかったな。だが、お前は髪を結い上げているより、下ろしていた方が美しいぞ」

　私が唇を尖らせて不満を顕わにすれば、ガルーダは悪びれた様子もなく白い歯を零しながらスッと手を引いた。

「……もう、馬鹿」

「ははっ」

　私は赤くなった顔をガルーダから隠すように、わざと資料を引き寄せて俯いた。

　ガルーダと二人、私は優しくて穏やかなひと時を過ごしていた──。




＊＊＊




　アリサの口から最初に「用水路」という言葉を聞いた時、「またか……」と少しだけうんざりした。カルダーンの現状に心を砕いてくれるのはありがたいが、事はそう簡単なものではない。

　王という立場上、俺は痛いほどそれを知っていた。

　それというのも、我が国はこれまでに幾度も用水路計画を実行に移し、そのたびに惨敗を喫していた。しかも、それらの計画の中には、灌漑のなんたるかも知らぬ貴族らが頭でっかちの机上論で無理矢理に推し進めたものもあった。貴族らの身勝手な発案で、国民は多大な犠牲を払うこととなったのだ。

　過去の教訓を鑑みるに、用水路計画は決して素人の安易な思いつきで実行に移していいものではない。

　ところがだ、俺の予想に反し、アリサの発案は「素人の安易な思いつき」とはほど遠いものだった……。

　アリサは、蛇篭の説明の中で自分について「これまで色んな灌漑事業に携わってきた」と、こう言った。

　アリサが女だてらに灌漑の事業に携わって働いていたという事実は、俺の既成概念を覆す大きな衝撃だった。

「ところでアリサは、どうして灌漑工事になど携わろうと思ったのだ？」

「いや、別に灌漑工事を専門にしていたわけじゃなくて、インフラ整備全般の計画の進め方を現地スタッフと詰めるのが仕事だったんだけど──」

　アリサは噛み砕いて、俺に前の世界で携わっていた職務について説明した。

「仕事に就く前は、大学……えっと、学問を収める最高学府って思ってもらえればいいかな。そこに国の援助を受けて通ったんだ。好成績を維持するのは大変だったけど、ありがたいって思ってた」

　アリサは卓に向かいああでもない、こうでもないと用水路計画の詳細を練りながら、さらに言葉を続ける。

「でもね、私が学費以外の生活費を稼ぐのに寝る間も惜しんでる一方、親から学費と生活費を出してもらって何不自由なく学ぶ友人もいた。そのことに不平等を感じたの。生まれひとつで、こうも違うのかって。そうしたらある時、ふと気付いた。世界には学校に通うことすら叶わずに、その日一日を生き延びるのに必死な子供たちがいるってことに……。驕おごりかもしれないけど、私でなにか助けになれたらって、一直線にこの世界に飛び込んでた。我ながら単純だわね」

　なんでもないことのように、カラカラとアリサは笑う。しかし、果たしてどれだけの者が、己の労を厭わず、その高い志のままに行動ができるだろう。

　……アリサの人となりを、俺は元より尊敬していた。しかし今、アリサに対して尊敬を遥かに越えて、畏敬の念が湧き上がる。

　知識と技能に優れ、心優しいアリサは、到底〝御使い〟の範疇には収まらない。アリサとはまさに、女神だ──。

　……女神の足元にひれ伏して乞いたい。一片の慈悲で俺に愛を分け与え、今生を共に過ごす栄誉を授けてはくれまいか……。

　脳裏に過ぎった想像を自嘲気味に笑い、パラパラと風土記を捲るアリサへと目線を向ける。

　俺が乱したことで、結い上げていた黒髪が解け、今は肩に掛かっていた。その黒髪が、昨夕は真白い敷布の上で煽情的に広がって、俺を魅了した。

　女神は俺の腕の中で艶やかに乱れ、その色香で俺を虜にしてしまった。女神に囚われた俺はもう、女神以外を望めない。

　今もこれからも、俺は生涯でただ唯一、アリサだけを愛している──。

「単純なのではない。アリサは心根が真っ直ぐなのだ。そんなお前の姿が、俺の目には眩しい」

　狂おしいほどのこの愛をアリサと分け合えないことは苦しい。しかし今は、この現状に甘んじよう。

「眩しいって、それはたぶん強い日差しで目がやられちゃってるよ。ガルーダこそ、ちゃんと部屋に目張りの布を張った方がいいわよ？」

「……検討しよう」

　飄ひょう々ひょうと返されたアリサの言葉に、苦く微笑んで頷いた。

　……愛は双方向にはなり得ない。けれど、俺たちは同じ未来を向いている。

　用水路計画を完遂し、カルダーンに末代まで続く安寧の礎いしずえを築くのだ──。




＊＊＊




　翌日、私が中庭を歩いていると、中央宮の一角から男たちの話し声が聞こえてきた。

　……なに？

「再びの用水路計画だなどと！　年若いガルーダ様は、先の失敗で我が国が被った痛手を知らぬ故、かような提唱をこうも簡単にしてみせるのだ！」

「内務大臣、其方の怒りももっともだ。そもそもガルーダ様はどこからその予算を捻出するつもりなのか？　ここ数年の干ばつで国庫は逼迫している。財務大臣として、了承など到底できませんぞ」

　聞こえたガルーダの名前と不穏な空気に、私はその場で足を止め、木陰に身を潜めて男たちの会話に耳を傾けた。

「……のう財務大臣よ、此度の提言は水神の御使い様のご意向なのだろうか？」

「十中八九そうであろう。水神の御使い様はありがたい存在には違いないが、所詮は豊かな地からやって来た余所者だ。本当の意味で我が国の窮状など知らん。だから、無謀な提案をやすやすとしてみせる」

「ほんに困ったものじゃ。……まぁいい。ガルーダ様は若輩だが、決して無能ではない。もう一度、儂らで説得を試みるしかあるまい」

「うむ」

　話し合いを終えると、内務大臣と財務大臣の二人はガルーダの政務室の方向に消えた。

　……午前中の議会で、さっそくガルーダは用水路計画を議題に上げたのだ。けれど想定した以上に理解が得られず、実証実験の開始に難儀しているようだった。

　特に、内務大臣と財務大臣は、今回の計画のキーパーソンとなる二人だ。

　地方行政や治安維持を一手に担う内務大臣は、いざ用水路計画の始動となれば、実質的な責任者となる。その彼の賛同無くして、計画を実行には移せない。

　財務大臣にしても同様で、国事に関する予算配分は、彼の承認によってなされる。予算が割かれなければ、当然、計画の実行が叶わない。

　強行する手も無しではないが、この二人の賛同が得られないことには、計画への風当たりは厳しいままだ。

　ガルーダはこの後、二人から激しい説得を受けることになるのだろう……。

「とはいえ、大臣たちの主張も真っ当なんだよね」

　良くも悪くも、彼らは職務に忠実で、慎重で堅実な人柄と言える。もっとも、彼らにはガルーダを端から若輩と決めつけて、甘く見ている節がある。そういった意味では、頑固で柔軟さには欠けるのだが。

「……本当の意味で、この国の窮状を知らない、か」

　ガルーダに対する態度はともかく、私に対する彼らの見解は、実に的を射たものだ。

　現実を知らない私が計画の指示だけ出して、王宮であぐらを掻いて高みの見物をしていたら、確かに文句のひとつも言いたくなる……。

「実際にこの目で見て、有用性が確認できて、その上での主張なら、大臣たちももうちょっと耳を傾けてくれるよね……？」

　カルダーン王国の南方に広がる紅土地方。彼の地とそこに至るまでの砂漠地帯は、紅南砂漠という別称で呼ばれる。紅南砂漠がカルダーンにあって、もっとも厳しい気候条件の場所であることは、私でも机上の知識として知っていた。

　紅土地方から巻き上がる熱風と紅砂は、偏南風にのって、遠く王都にまで届く。乾ききった紅色の砂は、厳しい彼の地の現状を伝えていた。

「……行こう。そして、紅南砂漠の現状を私の目で見て来よう──！」

　彼の地に向かうことに躊躇はなかった。

　もちろん、理由は大臣たちばかりじゃない。私自身、一度この目で見ておくべきだと、そう思った。

　固い決意で、両の拳をギュッと握り締めると、私はつかの間の息抜きに終止符を打ち、中庭から自室へと取って返した。

　テラスから室内に戻ると、途中にしていた蛇篭の試作品作りを再開させた。

「まぁまぁアリサ様、精が出ますこと。ですがどうか、あまり無理をなさいませんように」

「うん、ありがとう。……ところで、モーリカは政府が公示している年間の国事のスケジュールって把握してる？」

　モーリカから差し出されたお茶を受け取りながら尋ねる。

「国事のスケジュール、でございますか？　はい。一応、向こう一年分の予定は全て暗記しておりますが」

「それ、教えて！」

　私が勢い込んで頼めば、モーリカは不思議そうに首を傾げつつ、丁寧に教えてくれた。







　夕食後、私がモーリカから聞かされた国事の年間スケジュールについて考えていると──。

　──コンッ、コンッ。

「アリサ、夜空を見たか？　今宵は雲ひとつなく、水陽が見事だぞ」

　ノックと共に、ガルーダが部屋に顔を出す。彼はいつも通り、耳に心地いい低音で、私に向かって柔らかに語り掛ける。

「へー。色々立て込んでて、まだ見てないや」

「なんと、勿もっ体たいないことだ。とはいえ、夜はまだ始まったばかりだ、今からでも見てみるといい」

　ガルーダは大股で私に歩み寄ると、肩に手を添えてテラスへと促した。

　……ガルーダの手がのる肩が、じんわりと熱を持ったように感じるのは、きっと気のせいではないだろう。

　私はガルーダと共にテラスに出ると、天空を仰ぎ見る。

「これは、……確かに見事だね」

　宵闇の中で青白い光を放ち、煌こう々こうと輝く水陽を見て、私は感嘆の声を上げた。

　それは単純に水陽の美しさを称えただけではなく、太陽系銀河と空間を異にするこの星にも、地球と同じような衛星があることに、私は感動していた。

　食い入るように水陽を見つめる私を、ガルーダが横から熱の篭る眼差しで見つめていた。

「カルダーンで水陽は、慈愛の象徴なのだ。民にとって、大地を焼く太陽よりも水陽は優しい」

　この時、ガルーダの言葉を聞いた私は、少しだけ見当違いなことを考えていた。

　太陽神の子孫とされるガルーダは、太陽王という異名でも呼ばれる。だけど彼の本質は、水陽に近いのではないかと……。

　ガルーダは、権力を笠に着て、力でもって他者を捻じ伏せることはしない。他者の意見に耳を傾け、その上で根気強く説得し、対話でもって打開の道を探る。その姿勢は実に未来志向で温和。

　真に民を思う慈愛の政まつりごとだと、私は彼の政治手法にいたく感銘を受けていたのだ。

「……聞いたよ。説得しに来た内務大臣と財務大臣に、逆に説得を試みて、五時間ぶっ通しの舌戦を繰り広げたんだって？」

「なんだ、もう耳に入っていたのか」

　私が水陽から目線を逸らさぬまま口にすれば、ガルーダはバツが悪そうに呟いた。

　その苦い口調から察するに、五時間の舌戦を経ても、二人の大臣を納得させるには至らなかったようだ。

「ねぇガルーダ……。事を強行するのではなく、皆の理解を得て穏便に成そうとするならば、それを成すに足るだけの根拠を示して、納得を勝ち取るしかない」

　ここで私は、目線を水陽から隣のガルーダに向けた。

「そうして、独断で強硬に推し進めるよりも、こちらの方法で成した方が、断然に成功率が上がる。……厭々でやるのと、しっかりとした意志でもって進めるのでは、個々の発揮するパフォーマンスが桁違いだから」

　ガルーダと私の目線が絡む。

　彼の瞳には、驚きや戸惑い、色々な感情が忙しなく浮かんでいた。

「大臣たちは言っていたでしょう？　私の戯ざれ言ごとに惑わされるなと、所詮、私は余所者で、本当の意味でこの国の窮状を知らない、って」

　この言葉に、ガルーダの眉間にグッと皺が寄る。ガルーダが不満げに口を開きかける。

「でもね、正論だよ。実際、私は紅土地方の苦しい現状を知らない。同時に、彼の地で計画を推し進める苦労も、現地の人々が払う犠牲も、全て想像の域を出ない。……ガルーダ、私は自分の足で紅土地方まで行って、現状が見たい。そうして、この目で地質を見て、私なりに判断を下したい」

　ガルーダが声を発するより一瞬早く、私がキッパリと告げる。

「……紅南砂漠は、我が国土の中でもっとも死に近い場所だ」

　一拍の間を置いて返ったガルーダの声は、絞り出すように重たい響きだった。

「死に近い場所？　だから、私は行ってはいけないの？　……ふふっ、おかしなことを言うね。だって、紅南砂漠を越えた先の紅土地方には、今この瞬間も国民の六分の一にあたる五十万の部族民が暮らしてる。不毛な砂漠地帯の一歩手前にだって、小さな集落はたくさんあって、多くの国民が厳しい状況で暮らしてる。その彼らに水の恵みを届けることが、そもそもの目的じゃなかったの？」

「それは、そうだが……」

　ガルーダは、苦虫を噛み潰したような顔をしていた。彼の苦悩は、痛いほど分かっているつもりだった。

　けれど、これを譲る気はなかった。

「それに、ちょうど来週、紅土地方に担当官の派遣が予定されているじゃない。私をこの派遣部隊に、同行させて欲しい。……それから、すごく勝手なお願いだけど、あなたにも一緒に来てもらえたらって思ってる」

「……俺の同行以前に、そもそもお前の砂漠越えなど許可できるわけがない。これは単に、アリサ可愛さばかりではないんだ。実際、派遣予定の担当官は体力に優れ、日頃から砂漠越えを想定した厳しい訓練を積んでいる。彼らと、体力に劣るアリサを同列には語れない。アリサが行こうとすれば、冗談ではなくその命に係わってくる」

「……ねぇガルーダ、あなたは根本的なところを見過ごしているよ」

「なんだと？」

「王都から紅土地方までは、騎馬で二週間弱。今の時期ならば、偏南風の影響をあまり受けずに済むから、行程は十日ほどに短縮できるわよね。その内、不毛の砂漠地帯は中四、五日といったところ。その前後には集落が点在し、ある程度、水や物資の調達も見込める」

　……この四、五日の砂漠地帯を、隊員は持参した水だけを頼りに進む。もちろん、各人の日数分の水は積むのだが、道中で馬が潰れてしまえば、代わりの馬など調達できるわけもなく、それはそのまま死を意味する。そのため積載量を極限まで抑え、水も生命維持に必要な最低限しか持たない。

　常ならば耐えられても、そこは炎天下の砂漠。渇き死ぬ者も出てしまうのが現状だった。

「砂漠越えで、死者が出る原因はなに？」

「そんなのは、道中、潤沢な水が……っ！」

　ガルーダは思い至ったようだった。

　私とガルーダが随行し、行為を成せば雨が降る。もちろん、行為の後に必ず雨が降る確証はどこにもないが……。

「……その方法で、雨が期待できるんじゃないかと思ってる」

「いや、アリサ……行為後に恵みの雨を賜る確率は高い。だが、俺たちの行為は雨を確約するものではない。祖父から聞いたところだと、召喚後の最初の行為では、乾いた大地をあまねく潤すほど潤沢な雨が降る。しかしその後は、降雨の頻度や雨量といったものはまちまちだそうだ。不確かな雨を見込んで、安易に繰り出すことはできない」

　案の定、ガルーダはすんなりと納得してくれるわけもなかった。

「確かに今の方法は、神頼みに近くって不確実だよね。だけど、私もそれだけを頼りに、命知らずの無謀に挑むつもりはないよ。……これを、見てくれる？　砂漠越えに関する手記とか記録書を見て、私なりに対応策がないか考えて書き出してみた」

　ガルーダは、私が差し出した繊維紙を受け取ると、水陽の明りを頼りにその場で目を走らせる。

　……私は仕事柄、砂漠や不毛地帯での対処法は、人よりも少しだけ知識があった。ガルーダが食い入るように眺めている紙には、水を得る手法を絵で描き示していた。

「……なんと。これまで、砂漠越えの道中で水を得ようという発想は無かったが……。いや、実際には試みはされていたのだ。砂上に、内陸に降った雨が鉄砲水になって流れた跡があり、掘ってみたそうだ。ただし、五十センチほど掘ってなんとか水に行きあたっても、とても飲むには適さなかったと……」

「うん。私が読んだ手記にも、同じ表記があったよ。隊の人たちは、泥水を飲み水に適するまでろ過することができずに諦めたと書いてあった」

　この地下にある溜まり水をなんとか得られないかと、私はその手段を考えた。

「そこに描いたように、堀った穴に長草を挿さすように敷き詰めて、その中央に中心が空洞の長草を挿してストローにする。これだけでも吸い上げた水はかなりろ過されているんだけど、その絵にあるように……ちょっと待ってて」

　私はガルーダに一声かけると、室内に取って返し、この世界に一緒にやって来た仕事鞄を掴んでテラスに戻った。

「これと木炭を使って、飲み水に適したところまでろ過できるわ」

　私が鞄から取り出してガルーダに向かって差し出したのは、ペットボトルだった。とっくに飲み終わって中身は空だったが、捨てることが惜しまれて、いまだ鞄に入れたままになっていたのだ。

「これの底を切って、逆さまにして吊るす。その中に、小石、木炭、砂を入れて、布を張った上から吸い出した泥水を注ぐの。水の出口になる蓋の部分には、あらかじめ穴を空けておくわ。これで、ろ過された水が手に入るはずよ」

　ガルーダは目を見開いて、私と、私が握るペットボトルを注視していた。

「他にも、この素材なら朝露や青草からも少量の水が集められる」

　次に鞄から取り出したのは携帯用の雨合羽だ。これはたまたま仕事で、フォーラムの屋外誘導にあたった時に、用意した物が入っていた。屋外での誘導は大変な業務だったが、そのおかげで貴重な品をこちらに持って来られたのだから、かつての苦労も吹き飛んだ。

「……これはなんだ？」

　ガルーダは私が差し出した雨合羽の外袋をひと撫でし、ビクンと肩を揺らした。

「布とは違い、紙とも違う。なんと、滑らかな素材なんだ……！」

　感嘆したようなガルーダの呟きに、少しだけ、申し訳なさを覚えた。この地にはない道具を持ち出すことに、後ろめたさが刺激される。

　けれど、私はなんとしても紅南砂漠に行きたかった。そのために、手段を選らんではいられなかった。

「この素材は水が浸透しないの。これを張っておけば、紅南砂漠は朝晩の寒暖差が大きいから、それなりの量の水が溜まると思う」

　私はガルーダに雨合羽の素材を利用して、朝露を集める方法を説明した。

「ただ、これらは元の世界からの持ち物だから、無尽蔵にあるわけじゃない。これが有効なのは今回限りかな。だけどこれで、現行の砂漠越えでは考慮していなかった、現地での水の調達が見込める。リスクを、多少なり軽減できると思う」

　繊維紙を握ったまま、ガルーダは薄く唇を開いたけれど、その口から音が紡がれることはなかった。

　私は持っていた鞄を足元に置くと、トンッと前に進み出て、ガルーダとの一歩分の距離を詰める。そうして、両手でそっと彼の手を取って、私の方へと引き寄せた。

「……ガルーダ、私たちのやろうとしている事はとても大きい。そのために、私たちだってリスクを取って、皆の理解と納得を得られるように、動いていかなくちゃならないよ。……だから、どうか私を紅南砂漠に行かせてください。……ううん、私と一緒に紅南砂漠に行ってください！」

　握り締めたガルーダの手を戴くようにして掲げ、ギュッと額に押し当てて乞うた。

「……お前の初めての頼みが、まさか紅南砂漠への同行とはな。これが、余所への誘いであったなら、俺はどんなにか舞い上がり、有頂天になっていたことか」

　ふわりと表情を緩めたガルーダが、私が掴んでいるのと逆の手で、グッと腰を抱き寄せた。

「あっ！」

　びっくりして握っていたガルーダの手を離してしまったけれど、厚い胸にピッタリと抱き締められて、私たちの密着度は手繋ぎよりもっと高くなる。

　すっぽりと懐に包まれれば、ガルーダの温もりと感触を全身で感じた。

「いいさ、アリサ。それをお前が望むなら、なんとしても俺がお前を紅南砂漠へと連れていく。もちろん、その肌に傷ひとつだって付けぬよう、俺が全ての脅威から守ってやる」

　ガルーダは抱き締める腕をますます強めた。苦しいくらいの抱擁を受けて、感じるのは確かなときめき。鼓動が、煩いくらいに鳴り響く。

「俺は、忘れるところだった。アリサは自由でいいんだ。お前は己の心の求めるまま、足を運びたいところに行き、その目に見たい物を映し、その手に欲しい物を掴めばいい。ただし、それを叶えるのは俺だ。その役目を、俺は他の誰にも譲る気はない」

　告げられた言葉が、力強いその腕が、全てが私を熱くする。ガルーダの先の台詞をなぞらえれば、私を舞い上がらせて、有頂天にさせる……。

「……ねぇガルーダ、今の台詞は流石にちょっと、私を甘やかしすぎてるよ。私に都合がよすぎるでしょう？」

「おかしなことを言う。お前が望み、俺がお前の手足となって叶える。こんな栄誉は他にない。この栄誉は、どうか俺以外には与えてくれるな」

　ガルーダはそう言って、背中に回していた腕を僅かに緩めた。それによって、二人の間に少しだけ隙間ができる。

　ガルーダの胸に埋めていた顔をゆっくりと上げれば、私を見下ろす二つの宝石とぶつかった。キラキラと輝く碧が、宵空に輝く水陽より、もっと強い光を湛えて私を見つめていた。

「俺たちの目で紅南砂漠の今を見て来よう。そうして彼の地で、蛇篭を使った灌漑が有効かどうか見極めるんだ」

「うん……！」

　ガルーダの碧が滲むくらいに近付く。反射的に目を瞑るのと、唇がしっとりとした熱に塞がれるのは同時だった。

　私たちは清廉な輝きを放つ水陽に見守られ、互いの温もりを分け合うように、伝え合うように、幾度となく熱い口付けを繰り返した。

　口付けだけで、逆上せてしまいそうに、心と体が高まる。とっくに理性や分別は何処かに吹き飛んで、ガルーダのくれる感触だけがこの瞬間を支配していた。

「……アリサ、お前を抱きたい」

　長い口付けの終わりに、耳元で熱い吐息と共に囁かれ、私はそれにコクリと頷くことで答えた。

「アリサ……」

　ガルーダの腕に軽々と抱き上げられて、その逞しい肩越しに見た水陽は、自分の足で立って仰ぎ見た時よりも大きく、そして明るく感じた。

　そうして私は、今宵もガルーダが与える快感に艶やかに喘ぎ、その逞しい腕に身を沈めるように、明け方近くに眠りについた。








五　砂漠の用水路計画









　紅土地方行きを決めてから、五日が経った。

　私はついに、出発の時を迎えていた。

「アリサ様、どうか道中お気を付けて」

　モーリカの手で、日除けのフードが下ろされる。

「ありがとう、モーリカ。だけど、道中はガルーダも一緒だから大丈夫。なにも心配いらないよ」

「アリサ、そろそろ出発するぞ」

　隊列を背にして立つガルーダから声が掛けられる。

「はーい！」

　今回、私とガルーダは視察先には身分を明かさずに、一隊員として同行する。

　ガルーダは他の隊員らと同じ質素な旅装束に身を包み、フードを目深に下ろしているが、立ち昇る風格が隠しきれていない。

　そんな姿を見るに、私は彼が名ばかりではない、真の王なのだと感じずにはいられない……。

「……それじゃあね、モーリカ！　いってきます！」

「いってらっしゃいませ！」

　私は最後にモーリカとキュッと抱き合ってから、隊列を組んで待つガルーダの元に駆け出した。

「お待たせしました」

　ガルーダの元に行くと、ヒョイッとウエストを掴まれて、あっという間に馬上に乗せられた。

「なに、定刻通りだ。それから、道中は俺に寄り掛かってくれて構わんからな」

　ガルーダも片腕だけを支えにして、私の後ろに乗り上がった。

「紅土地方へ向け、出立──！」

　ガルーダの声で、隊は一路、紅土地方に向けて出発した。




「……ねぇガルーダ、前にも言ったけど、私も一応乗馬はできるの。だから、一人でも大丈夫よ。相乗りなんてして、馬に負担じゃない？」

　しばらく進んだところで、後ろのガルーダにそっと水を向けてみる。

「今回随行する馬は全て、軍用や牽引用として鍛えられた馬だ。アリサ一人くらいの重さは、まるで問題にならない」

　言われてみれば、馬の脚が太くて短かい。体も全体的にどっしりとした印象で、日本で馴染みのある馬とは、そもそも種類が異なるようだった。

「それにアリサは軽いから、この馬は随分と楽ができる。むしろ、この後で水や食料を積む他の馬の方が、よほどに積載量は多くなる」

　……なるほど。この後隊は、砂漠に入る前の町で、水や食料といった荷物を積み込む段取りになっている。

　他の馬は、今でこそ隊員を乗せているだけだが、その後ろに荷物を括るための装備が取り付けられていた。

「なら良かった。……本当言うとね、乗馬経験はあるんだけど、へたっぴなのよ。助かっちゃったわ」

「お前が乗馬の初心者なことくらい、騎乗姿勢でとっくに分かっている」

　私の告白に、ガルーダが表情を緩めるのを背中越しに感じた。彼には、私の乗馬が覚おぼ束つかないことなど、とっくにバレていたらしい。

「俺はこの数日で、アリサのことが段々と分かってきた。お前の『大丈夫』は、頭から信じないことにしている」

　……いやいや、私だってそうそうハッタリばっかりでは生きていない。

　とはいえ、相乗りさせてもらっているこの状態では、私がなにを言っても説得力に欠ける。結局、私は口を噤むことを選んだ。

　無言を選んだ私に、ガルーダが「フッ」と息を漏らしたのが聞こえたけれど、気付かない振りをした。




　後ろからガルーダの腕にしっかりと支えられて進む道中は、なかなかに快適だった。

　馬上の揺れに心地よく身を任せながら、周囲に視線を巡らせていると、ふいに私たちの馬に並走する男性が目に飛び込んできた。

　一際大柄な彼は、この隊の隊長だ。彼はカルダーン王国軍の精鋭で、次期大将と目されているそうだ。

　彼は、私の視線に気付いたのか、チラリとこちらを見ると、その強面に薄く笑みをのせて会釈した。私も慌ててペコリと頭を下げて返せば、彼は照れたようにクシャリと笑い、また前に向き直った。

　今回、紅土地方に行くのは、五人の担当官に私たちを加えた計七人だ。

　並走する隊長の他、私たちの後ろに、副隊長以下四名が続く。この四名もまた、全員が王国軍所属の腕自慢の兵士たちだ。

　彼らのような担当官というのは紅土地方だけではなく、カルダーン王国全土に向けて、定期的に派遣されている。

　派遣の目的は、カルダーン全土の現状を正しく知ることで、この報告によって国庫からそれぞれの地域への助成額が決まる。だから、担当官となる隊員には、身体の屈強さばかりでなく、公正さも求められるそうだ。

「さぁ、もう少し行ったところで昼にするぞ」

「うん」

　出発初日のこの日は、昼の休憩を町の飲食店で取った。

　そうしてさらに半日馬を走らせ、夜はあらかじめ予約していた宿に泊まった。夕食後に通された一室で、寝台に腰掛けた瞬間、ドッと体が重くなった。

　快適と思われた馬上の移動も、一日の終わりに近付けば、全身が悲鳴を上げる苦行へと変わっていた。

　瞼が勝手に落ちてきて、うつらうつらと体が前後に船を漕ぎだす。

「明日以降はますます砂漠に近付く。乾燥が進み、道中の木陰も減る。体力も消耗するから、今日はゆっくり休んでおくんだ」

　背中に手が添えられたと思ったら、そのまま寝台に寝かされた。

「……でも」

　やっとのことで発した声は舌っ足らずで、視界に映るガルーダの姿もゆらゆらと霞がかかる。

　……今晩も、した方がいいのではないか？

　今にも瞼がくっ付きそうだったのだけれど、私はなんとか押しとどめて、声の代わりに目で問いかけた。

「そんなことはいい。なにより、今はまだ町中で水を得る手段がある。無理を押して行為を成す必要はない。……だから、ゆっくりお休み」

　ガルーダの大きな手で瞼を優しく塞がれて、睡魔との攻防は一瞬で終わりを見た。ガルーダの温もりと香り感じながら、私は眠りの世界へと旅立った──。







　王都を出発して三日目から、隊列は砂漠地帯に入った。砂漠では炎天の日中と、冷え込む深夜を避け、早朝から昼にかけてと夕方から夜にかけての時間帯に移動した。

　カラカラに乾ききった砂が、偏南風にのって舞う。

　今が偏南風の影響がもっとも弱く、砂漠越えに一番適した時期だと聞いていた。

　決してそれに慢心していたわけではなかったが、実際に足を踏み入れて、肌で感じる紅南砂漠の想像以上の厳しさに、私は驚きが隠せなかった。

　紅南砂漠には激しい南風が吹き荒れ、まともに目も開けていられないほどだった。

　風だけではない。照り付ける太陽も、ジリジリと肌を焼く。日除けのフード越しにも、陽光が肌を刺すようで、容赦なく体力が削られた。

　さらに進めど進めど、視界には砂しか映らない。このことが、体だけではなく、心も激しく消耗させた。

「おい、アリサ!?　大丈夫か!?」

　砂漠の大地を進んで二日目、私は午前の移動中に情けなくも馬上で脱水症状を起こして倒れた。

「全隊、進行を中止せよ！」

　これにより、隊は進行中止を余儀なくされた。

「ガルーダ様、アリサ様をこちらへ。体を横にいたしましょう」

　即座に隊長が動き、砂上に布を敷いて、私を横抱きにしたガルーダを促す。

「隊長、すまないな」

　ガルーダは布上に私を横たえると、腰に下げた水袋を取り上げて口に含む。そのまま私に、口移しで水を飲ませた。

　幾度か喉を鳴らした後、私は緩く首を横に振って「もう、十分」と伝えた。ガルーダは最後にもう一口飲ませてから、水袋の口を閉じた。

「これを含むといい。疲労回復に効果的で、気分も紛れる」

　私はコクンと頷いて、ガルーダが口元に差し出すアーモンドを含んだ。ガルーダはローブを広げて私に影を作ったまま、痛ましげな目を向けていた。

　水を摂取して、アーモンドを口内でしゃぶっていると、動悸や眩暈は段々と落ち着いた。

　ところが、それらが落ち着いてきたら、今度は胸の奥底から我が身への不甲斐なさが湧き上がり、押し潰されそうになった。

　……情けない。

　消え入りたい思いだった。

「まったく、アリサ様は我らより余程に多くの水を飲んでいるというのに、軟弱なことです」

　隊員の一人が漏らした言葉に、クッと唇を噛みしめた。

　……反論の余地もなかった。私の発案で、確かに現地での水の調達は叶った。

　けれど、皆が多大な労を掛けて得た水は、全て私が消費する形になってしまっていた。

「エレマテ、其方は今後、地を掘り下げる作業に参加せんでいい。労をかけさせてしまい、すまなかったな」

「そんな、陛下に謝っていただく必要はありません！　今のは少々、私の言葉が過ぎました。大変失礼いたしました！」

　エレマテは口早に謝罪を告げ、逃げるように自分の乗る馬の方へと場所を移動した。

「気にすることはないぞ。奴は隊の中でも経験が浅い。慣れぬ砂漠の移動で、少々気が立っていたのだろう」

　ガルーダの優しい慰めが、今はヒリヒリとした痛みを伴って胸に響いた。

「そうでございますよ。砂漠の移動でこういった事態は誰にでも起こりうるのです。気にすることなどありません。エレマテには後で私から──」

　隊長の言葉の途中で、首を大きく左右に振る。少しクラリとしたけれど、どうしても制止せずにはいられなかった。

「承知しました。では、もうしばらく休息を取り、体調が落ち着いたら出発いたしましょう」

　隊長は私の意図を的確に察してくれたようで、優しげに微笑んで頷く。副隊長らも、一様に気遣わしげな目で私を見つめていた。

「すみません……。ありがとうございます」

　私は喉から絞り出すようにして精一杯の感謝を伝え、瞼をギュッと瞑って感情の荒波を抑え込んだ。

　……エレマテだけじゃない。砂漠の移動で辛いのも、気が立つのも、皆同じだ。

　だけどガルーダも、他の隊員も、皆、自分自身の辛い感情はおくびにも出さず、私に対して紳士的な態度を崩さない。

　私は、そんな彼らの心に応えたい……。

　もちろん、それは砂漠越えの道中で無謀に水分摂取を控えたり、無理を押し通すことではない。そのせいでこんなふうに倒れてしまうのでは本末転倒で、私が取るべき手段は別にある。

　用水路計画を完遂させて、彼らの心に応えたらいい──！

　私は内心で決意を新たにし、完全に体調が落ち着くまで休んでから、身を起こした。しっかり休憩を取ったおかげで、ふらつきもなく、体は軽かった。

「ガルーダ、皆さん、ご迷惑をおかけしました。もう大丈夫です。出発しましょう」

　発した声にも、すっかりハリが戻っていた。

「無理をしていないか？」

「うん！　もう、すっかり眩暈や頭痛もなくなった。出発できるよ！」

　ガルーダの問いかけに、真っ直ぐにその目を見つめて答える。ガルーダは小さく微笑み、ひとつ頷いてから、そっと私を抱き上げた。ガルーダの手で馬上に乗せられると、隊は再び紅土地方を目指して進み始めた。







　翌日の進行は順調だった。私は昨日の一件で思いを新たにし、意図的に限界を感じるよりも少し早めに水分を取るようにしていた。そうすれば、同じ気象や環境条件での移動が、幾分と楽になったのを感じた。

　そうしてその晩、私は砂漠地帯に入った最初の晩以来の行為を、ガルーダに持ち掛けていた。

「アリサ、無理をする必要はない。水は、道中での確保によって賄えているんだ。だから、お前が体調不良を押してまで、する必要はない」

　……実は、砂漠地帯に入った最初の晩の行為で、恵みの雨はもたらされなかった。ただし、行為後に必ず雨が降るわけではないことは、資料やガルーダから聞かされて知っており、さほど落胆もしなかった。もちろん、翌日以降の行為で雨が降ってくれればいいと、そんな希望は抱いていたが。

　しかし、昨夜は日中の脱水の騒動によって、夜の行為どころではなくなってしまった。野営場所に着くや、ガルーダは甲斐甲斐しく私の世話を焼き、有無を言わさず寝かしつけた。

「ううん。今日は、無理にじゃないの。だから、お願い……して？」

　探るように見つめていたガルーダが、意を決したようにグッと私を抱き寄せる。

「できるだけお前に負担を掛けないようにする。……だが、決してそれだけではない。辛い現実を忘れられる一時の夢を、俺がお前に見せてやる」

　耳元で吐息と共に囁かれ、全身にカッと熱が巡る。

「あっ……、っ！」

　深く唇を重ねられ、私はそのままガルーダが与える夢の世界へと漕ぎだした。

　ガルーダは王宮でのそれとは違い、優しく丁寧だけれど、必要以上に私を追い詰めない、そんな抱き方をした。

　だけど確かに、甘やかで優しい夢が、私をふわりと包み込んでいた……。

「よく頑張ってくれたな。アリサの思いが通じたようだ」

　夢の終わりに、ガルーダが囁いた。

「さっそく天が願いを聞き届け、恵みの雨をもたらしてくれた」

　……雨が、降った？

　どうやら、優しい夢には続きがあって、まだ終わってはいなかったようだ……。

「アリサ……？　眠ったのか？」

　残念ながら、疲れきった私が降り注ぐ雨を、この目で見ることはなかった。だけど翌朝、私は皆の笑顔と潤沢に溜められた雨水に、迎えられることになる──。







　紅土地方まで、残りの道中は皆の笑顔が溢れていた。

　雨により、皆の水袋は満タンになり、移動の速度も格段に上がった。

　結果的に私たちは、王都を出発して九日目の夕刻には、紅土地方の地に降り立っていた。

「はるばる王都より、よくいらしてくださいました。さぁどうぞ、こちらに簡単な食事など用意しておりますので」

「すまないな。今日より三日間、世話にならせてもらうぞ」

「はい」

　滞在予定の地元部族長の屋敷で、私たちは手厚い歓待を受けた。

「一昨日の未明に、この地に久々の恵みの雨がございまして、こうして皆様方に水を飲んでいただけております。ただし、作物に関しては、流石に一両日では食せるようにはなりませんで」

　部族長は当然、紅土地方あっては、一番の富裕だ。しかし、心尽くしのもてなしは、かつて少年たちから貰った草と同じ物が浮かんだスープと、乾燥デーツだった。

「……お母ちゃん、あのデーツは僕がずっと楽しみにしてたのに」

　居間の入口から上がった声にハッとして振り向けば、少年が私たちの前に置かれたデーツの入った籠をジーッと見つめていた。

「これ！　お前はそんなところにいないで、こっちにおいで！」

「ぅわぁっ!?」

　少年はすぐに母親に腕を引かれ、奥へと消えた。

「申し訳ありません。倅せがれがみっともない真似を……」

「なにがみっともないことがある。今は国中が干ばつによる水不足と作物の生育不良に喘いでいる状況だ。この乾燥デーツ一粒の価値は、計り知れない。これは、俺たちではなく彼の口に入るべきだ。……君、これをさっきの彼と分けておいで」

　ガルーダはそう言って、乾燥デーツの入った籠を部族長の脇に控える、この家の長男だろう年とし嵩かさの少年に手渡した。

「え、だけど……」

　受け取った少年は、困惑気味にガルーダと父親を交互に見つめていた。

「俺たちはこうして喉の渇きが潤せて、屋根のある建物で休ませてもらえるだけでありがたい。なにより、最低限の保存食は自分たちで持参している。このスープだけ、ありがたく頂戴しよう」

「担当官様、お気遣いいただきましてありがとうございます。お言葉に甘えまして、乾燥デーツだけ、子供らで分けさせていただきます。……ほら、お前たちで分けろ」

「ありがとう、父さん！　担当官様！」

　少年は満面の笑みで礼を告げると、籠を腕に抱えて足早に屋敷の奥に消えた。

「ですが、持参した保存食に限りがあることは分かっております。当家での食事はどうぞ、遠慮なく召し上がってください。……もっとも、これ以降の食事も同じ草を用いた汁物や煮込みばかりでございますが」

「すまないな。馳走になろう」

「担当官様、今年の視察は七名と大所帯でございます故、全員を当家にお泊めするのは難しい状況です。同じ敷地の隣にございます弟の屋敷にお三方ほど、ご移動をお願いしとうございます」

　夕食の終わりに部族長から告げられて、三名が迎えにきた彼の弟に伴われて場所を移った。部族長の屋敷には、私とガルーダ、隊長とエレマテの四名が残った。客間は全員が同室で、家人に手渡されたゴザに包まって各々眠りについた。







　翌日も、翌々日も、私とガルーダは、朝から二人で紅土地方を巡っていた。

　隊員たちは別行動で、彼らの本来の目的である、この地の実体の聞き取り調査に出掛けている。

「……たぶん、大丈夫だと思う。蛇篭を伝った灌漑工事を成功させた国に行ったことがあるけど、ここと似たような砂質をしていたよ。……これならば、実証実験をして試す価値は十分にあるよ」

　私は手元の穴を埋めながら言った。

　穴は地質を調べるために、私とガルーダで掘った。私たちはこんなふうに何か所も穴を掘り歩きながら、砂の質感と感触を確かめて、蛇篭を使った灌漑の有効性を検証していた。

「そうか！　アリサが手ごたえを感じるのなら、絶対にやってみるべきだ！　王都に帰ったら、さっそく人選をし、実証実験に移ろう！　大臣らは、なんとしても俺が納得させてみせる」

「うん。こうなってくると、残る問題は距離だけだね。予想以上の偏南風で、砂に足を取られて馬脚が遅かった。その分、私が当初想定していたより砂漠の総距離は短いけど……それでも、緑の大地計画で敷いた、六倍近くの距離になると思う。もちろん、私が馬脚から弾き出した概算だから、ずれはあるだろうけど」

　アフガニスタンで実行された緑の大地計画で敷かれた用水路は、全長二十五・五キロ。私たちが砂漠地帯を進んだのは九日間の移動中、中五日だ。馬脚からの判断だと、日におよそ二十キロを進んでいればいい方だろう。たったの二十キロと思うかもしれないが、それこそが紅南砂漠の厳しさの裏返しとも言えた。

　用水路は、王都東端の大河から、その過酷な紅南砂漠を横断させて紅土地方までを繋ぐ。皮肉だが、王都周辺には、かつての計画で頓挫した用水路が埋まらずに一部残ったままになっている。それを活用するつもりだった。

　それでも総工距離は、緑の大地計画の実に六倍に及ぶ。

「……六倍もあるのか」

　ガルーダには以前、緑の大地計画について詳細を聞かせていた。彼も、緑の大地計画がいかに画期的で、その達成がどんなに素晴らしい功績か、よく理解している。

　だからこそ、その六倍にも及ぶ距離だと聞かされて、ガルーダの表情は翳った。

「でもね、マイナス要因ばかりじゃないよ。紅南砂漠の地下は、ところによって溜まり水を蓄えてる。掘るにしても、サラサラの砂よりも掘りやすいし、堀った後も、カラカラの地質よりも水を貯えやすい利点がある」

「そうか！」

　私の続く言葉に、ガルーダは表情を明るくした。

「……ねぇガルーダ、やっぱり私は、この用水路計画はまるっきり無謀じゃないと思うんだ。なにより実際にこの目で見て、ここに来る前よりもっと、用水路の必要性を感じてる」

「それは、今朝の一件か？」

「うん、そうだね」

　ガルーダの問いかけに、私は重く頷いた。

　私は今朝の、衝撃を受けた出来事へと思いを馳せた──。




　日の出より、少し早くに目が覚めた。二度寝を目論んで目を瞑ってみたけれど、再びの眠りは訪れてくれなかった。

　二度、三度と体の向きを変えてみても、結果は同じだった。

「……アリサ、起きたのか？」

　ガルーダに耳元で囁かれ、ハッとして目線を向ければ、しっかりと見開いた碧の瞳が私を見つめていた。

　すぐ横で眠っていたガルーダには、もしかすると寝返りが煩かったのかもしれない。

「ごめん。何度も寝返りをして、煩かったよね？」

「そんなことはない。もともと朝は鍛錬を習慣にしていたんだ。だから俺も、朝は早い。……もっとも、俺だけではなく、あっちの二人も同様のようだがな」

「え？」

　ガルーダに言われて見れば……。なるほど、客間の対角で休んでいた隊長とエレマテの二人が起き出して、ゴザを畳んでいた。

　──ワァアアアアッッ──！

　突如、屋外から響き渡った歓声に、私はゴザから飛び起きた。

「なに？　……子供たちの声？」

「外のようだな。行ってみよう」

　私たちは客間を後にして、開け放ったままの戸口から外に飛び出した。そうして声のする方に駆けて行くと──！

「っっ!!」

　慌てて両手で口を塞ぎ、喉元に込み上げる物を必死で堪えた。……果たしてそれが、悲鳴であったのか、嘔吐感か、はたまた嫌悪感であったのかは、自分でもよく分からなかった。

　そこには、最初の日に会った兄弟がいて、死んだ鶏を前に興奮していた。

「……それは、喉の渇きで死んだのか？」

「そうだよ！　こいつは水が飲めなくて弱っていて、四日前の雨降りの後にすぐ水をやったけど、もう満足に飲むことができなくなってたんだ」

　ガルーダの問いかけに、鶏の首から顔を上げた長男が嬉々として答えた。彼の口は、鶏の血で赤く染まっていた。

　そうして彼が掴む鶏に、頭は付いていなかった……。

「それが今しがた、やっと死んでくれたんだ！　これで僕たち、こいつの肉でシチューが食えるよ！」

　最初の日に居間の入口から私たちを覗いていた下の子が答えた。……鶏の頭は、彼の手に握られていた。

「馬鹿言え、肉でシチューだけじゃないぞ！　こうやって血も啜れるし、皮や軟骨まで、幾らだって食えるぞ！」

　口の周りを血で汚しながら、長男は掻き切った鶏の首に口を寄せて血を啜る。

「夜通し、こいつが死ぬのを見張っていたのか？」

「そうさ、死んだら啜っていいって、父さんと約束してたからさ！　血はさ、すっごい腹の足しになるんだ！　とは言え、死んだ直後じゃないと、飲めたもんじゃないからさ。せっかくのご馳走は、一番美味しい時に味わわなくっちゃね！」

「本当は父ちゃんが、死ぬのを待たずに屠ほふってくれりゃよかったんだ。最近じゃこいつ、ろくすっぽ卵だって産まなくなってたし」

　兄弟は、仲良さそうに鶏の血を分け合って笑う。

「そりゃ無理だろ。お前が生まれた年に父さんが、ヒナのこいつを捕まえて家畜にして以降、ずっと一家に卵を提供してくれた功労者だもん。それに、実は俺、見たんだ。雨が降る前の晩、父さんがここに来て、柵越しにそいつに『俺が捕まえてしまったせいで、辛い最期を迎えさせてしまい、すまない』って、こんなふうに話し掛けてた。……きっと父さん、生かしといてやりたかったんだろうなぁ」

　長男は思い出すようにして語った。

「そういや父ちゃん、こいつのこと、特別目ぇ掛けてたもんな」

　……下の子が生まれた年に掴まえたなら、この鶏は五年以上は生きたことになるのだろう。鶏の寿命としては、一般的だ……。

　それでも、水が与えられずに渇き死ぬ最期は、あまりにも悲しい。……だけど、この鶏は今度は少年らの血肉となって、この子らを生かすのだ。

「なぁ姉ちゃん！」

　突然、下の子が私に向かって呼び掛けた。

「一昨日は乾燥デーツ、僕らが貰っちゃってごめんよ！　だけどこの鶏のシチューは、一番肉の柔らかいところを姉ちゃんにやるからな！」

　目に込み上げる熱いものは、意地でも零さなかった。体の内側から湧き上がる震えも、意思の力で押さえ込む。

「……ありがとう。とても楽しみだわ」

「うん！　夕飯を楽しみにしててよ！」

　私の答えに、下の子は満面の笑みを浮かべた。




　──意識が、今へと戻る。

「……ねぇガルーダ、この国に比べると、私の生まれた国は豊かだったよ。……だけどね、私の心は、今の方がずっと豊かなんだ」

　ガルーダは柔らかな眼差しで、私の言葉に静かに耳を傾けていた。

「大地が乾き、食うに困る状況にあっても、子供たちには他者を思う心がしっかりと育まれてる。あなたの国は、なんて豊かなんだろう……」

　ゆっくりと手を伸ばし、ガルーダの頬をサラリと撫でる。

　……どうしてだろう？　しっかりと指で触れているはずなのに、ガルーダの輪郭は滲み、その美貌が霞んで見えた。

「アリサ……」

　頬を撫でる私の手に、ガルーダの手が重なる。しっかりと感じる手のひらの温もりと力強さに、眦に溜まる熱が滴りとなって頬を伝った。

　すると、霞んでいたガルーダの姿が、一転して、網膜上で鮮やかに像を結んだ。

「お前は、どこまでも清らかだな。そして清らかなこの手は、カルダーンを変革に導く手だ。……アリサ、お前と俺で、この国をもっと豊かに変えていこう。人心も、大地も、共に豊かな国にするんだ」

「……うん。王宮に帰ったら、まずは皆に話そう。それで、用水路計画の必要性を理解してもらうの。この地で使いやすいように、さらに蛇篭も改良してみる」

「王宮に帰ったら忙しくなりそうだな。……よし、地質の確認も済んだことだ。今日はもう屋敷に戻ろう」

「うん」

　私とガルーダは固く手を取り合ったまま、肩を並べて部族長の屋敷へと帰っていった。

　帰宅した屋敷では、温かな湯気を立てる鶏のシチューが、夕食に振る舞われた。

「姉ちゃん、美味しい!?」

「ええ。とても美味しい」

　この日いただいたシチューの味を、私は生涯忘れることはないだろう──。







　その晩、夕食を終えたガルーダと隊長は、明日の出発について相談するために、連れ立って部族長の元に向かった。私とエレマテは、ふたりで先に客間に戻った。

「少しよろしいでしょうか」

　客間に入りひと息ついたところで、エレマテから声を掛けられた。

「どうしたの？」

　突然、エレマテが跪き、床に額を擦り付ける。

「えっ!?」

「砂漠で私が取った無礼な態度、本当に申し訳ありませんでした！　恥ずかしながら、私はこれが二度目の砂漠越えで、余裕を無くしてしまい、あのように無様な姿を……。国の母が知ったら、どんなに嘆き悲しむことか！　この上は、我が命をもって謝罪せねば、申し訳が立ちません……っ！」

　エレマテは、絞り出すように告げる。そうして言葉の最後で、苦しげに声を詰まらせた。

「やだ、謝らないで！　なにより、我が命をもってだなんて聞きたくないよ！　私もね、自分の限界を考えないで無理を押したことを反省してるの。早めに対処していたら、ああして隊を止めずに済んでいたから。とにかく、あなたに謝ってもらう必要はまるでないの！」

　私は慌ててエレマテの肩を掴み、身を起こすように促した。

「……アリサ様、時代が時代なら、私はあの鶏と同じ末路を辿っていても、おかしくありませんでした」

　私に促され、ゆっくりと顔を上げたエレマテは、震える唇でこんな物騒な発言をした。

「やだ、なにを言ってるの。質の悪い冗談は──」

「冗談ではございません。私の曾祖母にあたる女性は、先代の水神の御使い様のお衣装に待針を残したままにしてしまい、斬首を言い渡されております。……結果的には、時の陛下の取り成しによって水神の御使い様のお怒りは治まり、曾祖母は鞭打ちで済み、その命を繋いだのですが」

「……そんなのひどすぎる！」

　ガルーダから、彼の曾祖母にあたる先代の水神の御使いのことは聞かされていた。彼女が召喚のショックで気を病んで、たびたび癇かん癪しゃくを起こしていたことも知っている。

　……だけど、待針一本の過失で、斬首まで言い渡していたというのは知らなかった。

「いいえ。ひどいのは、水神の御使い様ではありません。ひどい所業を、先に水神の御使い様に強いたのは、我々国民でございます。水神の御使い様は、多大な犠牲を払ってこの国に雨をもたらしてくださる尊いお方なのです。私が申したかったのはそこではなく、……過失ですら斬首なら、故意にあなたに悪意をぶつけた私は、果たしてどのような死に方で詫びればいいかと──」

　──ペチンッ。

　私はエレマテの頬を打ち、彼の言葉を遮った。

「今のが罰よ！　あなたが私に対して不敬な発言をしたことへの罰は今、私が与えた！」

　エレマテはキョトンとした顔で、私を見上げていた。

「だからこの件は、これで終わり。これ以上、この件を蒸し返すことは許さないよ。……それからね、私は帰路もどうしたって訓練されたあなたたちより、水を多く消費してしまう。だけどその時、きっと私に謝る体力はないから、先に今、謝っておく」

　私はにっこりと微笑んで、ポカンと呆けた顔をしたエレマテの腕をポンポンと叩いた。

　エレマテは見開いた目に長く私を映し、そうしてスッと細くした。

「……掘りましょう。私はこれから、幾らだって土を掘りましょう。あなたが砂漠で飲み水を得るために、そして、紅南砂漠に用水路を貫通させるために……!!」

　今度は、私が目を瞠る番だった。

　目を見開いて向かいのエレマテを見れば、彼は全身から強い決意を漲らせていた。

「ありがとうエレマテ、長い道のりになると思う。……だけど私は、絶対にこれを成し遂げるよ。どうか、協力をお願いします」

「はい、必ずや……！」

　私とエレマテは真っ直ぐに見つめ合い、同じゴールを誓い合った。

「……そうも熱く見つめ合われては、流石に面白くないぞ」

「まあまあガルーダ様、諍いさかうよりも、余程によいではありませんか」

　えっ!?

　ガルーダと隊長の声に、ギョッとして振り返ると、入口から二人が苦笑しながらこちらを眺めていた。

「やだガルーダ、戻っていたなら声を掛けてよ！」

「隊長も、お人が悪い！」

　私とエレマテが揃って声を上げた。

「なに、声を掛けようとしたのだが、死に方やらなんやらと、お前たちが随分と込み入った話をしていたから遠慮したのだ」

　ガルーダは悪びれもせず、ヒョイと肩を竦めてみせた。

「部族長との打ち合わせはもう終わったの？」

「ああ、ついさっきな」

「エレマテ、幾らだって掘るなどと大口を叩いてしまって大丈夫か？　お前自身、慣れぬ砂漠越えで這う這うの体になっていたではないか」

「ご安心ください、隊長！　私は今、生まれ変わったのです！」

　隊長が冗談めかして尋ねると、エレマテは力強く言い切った。

「はははっ！　それは頼もしいな！」

「……では、明日は朝から移動だ。少し早いが、今夜は休むとするか」

　そう言うとガルーダは、私とエレマテの間に少々強引に割って入った。

　……ん？　その行動に若干の疑問を抱きつつ見上げていたら、ガルーダが突然、私の腰をグイッと引き寄せた。

「わっ!?」

「さぁ、アリサ。あちらで一緒に横になるぞ」

　ガルーダは私の耳元で囁きながら、エレマテにチラリと目線を向ける。

　……なに？　ガルーダは一体どうしてしまったの？

　これではまるで、私たちの関係を見せ付けるよう……ハッ!!

　……途中でガルーダの意図に思い当たり、愕然とした。

　ガルーダの行動は、エレマテに対して言外に「俺の女に手を出すな」とプレッシャーをかけているのだ──！

「ガルーダ様、アリサ様、お休みなさいませ」

　エレマテが笑いをこらえるように肩を揺らしながら告げるのを、私はガルーダの肩越しに、なんとも居た堪れない思いで聞いた。

「……ねぇガルーダ、あなたは私とエレマテの話をかなり早くから聞いていたじゃない。あなたも知っての通り、私たちは用水路完成への思いをひとつにしていただけよ？　なにをそんなに対抗心を燃やしているの？」

「知っている。だが、念には念をだ」

　横並びで寝転んでから、そっと隣のガルーダに水を向けてみれば、至極真面目にこんな台詞を返された。

「……もう、よく分かんないよ。おやすみ」

　こうして紅土地方の滞在は、穏やかに幕を閉じた──。







　帰路の行程は、とても順調だった。

　砂漠越えの最中に、私とガルーダは一度だけ行為をなした。往路と同様に天が願いを聞き届け、恵みの雨を授けてくれた。

　この恩恵によって、私たちは往路と同じ九日で、無事に王宮へと帰り着いていた。

「アリサ様ー！　おかえりなさいませ！」

　王宮前は、私たちの出迎えに集まった人々で黒山の人だかりができていた。その中から、モーリカが真っ先に飛び出してきて、私の元へと駆け寄った。

「ただいま、モーリカ！」

　私もモーリカの胸に飛び込んだ。モーリカはしっかりと私を抱き留めて、薄っすらと涙の浮かぶ目で微笑んだ。

「ご無事のお戻り、ようございました」

「うん。モーリカには出発の時から、随分と気を揉ませちゃったよね。だけど約束通り、こうしてちゃんと帰ってきたよ」

　私とモーリカは熱く抱き合って、再会を喜び合った。

「これモーリカ、其方、儂らを差し置いて出しゃばるでないわ。せっかく儂が迎えの口上を用意して待っておったと言うに」

「まぁまぁ、よいではないか。こうして無事に、陛下と水神の御使い様が戻られたのだ。この上、其方の長口上は不要じゃろうよ」

　……え？　この声!?

　まさかの思いで、声のする方へと首を巡らせた──。

「内務大臣、財務大臣……！」

　二人の姿を目にして、私は驚きが隠せなかった。

　……だって二人は、私の紅南砂漠行きに猛反対をしていたのだ。まさかこの二人が出迎えてくれようとは、思ってもみなかった。

「お二人とも、来てくださったんですか？」

　私が声を掛けると、二人は重々しく頷いて、私の元へと足を進めた。

「お帰りを、首を長くして待っておりました」

　私の前までやって来た内務大臣は、さらに予想外の言葉を告げる。

　……これは一体、どういう風の吹き回しなのか。

　困惑しながら二人を見つめた。

「儂らが意地を張ったせいで、あなたが紅南砂漠行きを決めてしまい、どんなに後悔したかしれません」

　ふと、内務大臣が手に握っている物に目がいった。

「……あ、それは！」

「ええ。これは、あなたが部屋に残していかれた『蛇篭』という物の、試作品だそうですな。モーリカから見せられて、儂は驚きに言葉を失くしました」

　内務大臣が突然、私の前にスッと片膝を突いた。

「え!?　ちょっ、どうしたんですか!?　どこか具合でも悪いんですか!?」

「……実を言いますと、儂は生来の貴族出身ではありません。土木工から、現場監督になり、土木技官へと、土木分野の叩き上げで大臣まで登り詰めております。ですから、土木は儂の専門といえます。……これまで幾度となく頓挫してきた用水路計画ですが、この蛇篭を用いれば、成功の可能性はあるのではないかと、そう思いました」

　反応が追いつかず固まって立ち尽くしていたら、今度は財務大臣がスッと膝を突いてしまった。

「財務大臣まで、やめてください！　内務大臣もです！　二人とも、私に頭なんて下げなくていいんです！」

「いいえ、水神の御使い様。あなたには、どんなに頭を下げても足りません。……今さらどの口が言うのかと、呆れてしまわれるでしょう。ですが、どうか儂らに、詳しくお聞かせ願えませんか？　そうして、あなたの考える用水路計画に、儂らも協力をさせていただけないでしょうか？」

　頭を低くしたまま、財務大臣はこんなふうに続けた。

　私は膝を突いたままの内務大臣と財務大臣の前にしゃがみ込むと、二人の手を両手に取った。

「もちろんです。お二人の協力があれば、どんなに心強いでしょう！　用水路計画の構想を聞いてください。そして一緒に最善の策を考えてください」

　二人の手をギュッと握り、今度は私が二人に向かって頭を下げる。

「水神の御使い様……！」

　向かい合う二人の目から、ホロホロと透明な雫が伝う。私の目にも、同じ熱いものが滲んで零れた。

「まずは蛇篭を一目見てから考えてくれと、俺が五時間も頼み込んだというのに其方らは頑なに拒んだ。仕方なくモーリカに折を見て蛇篭を披露するよう言い置いたわけだが、まさか、こうも手のひらを返したように熱い出迎えを受けようとは思わなかったぞ」

「え!?　ガルーダがモーリカに指示してたの!?」

　ギョッとしてガルーダを見れば、彼は特大のため息をつきながらヤレヤレと肩をそびやかす。

「まぁ、百聞は一見に如かずとはよく言ったものだ。……こうして良い結果に転んだわけだし、これ以上はなにも言うまいよ。……そう、例え腹に据えかねるとしても、なにも言うまい」

　なんとも恨みがましいガルーダの物言いに私は噴き出し、大臣たちは慌てた様子で揃って頭を低くした。

　こうして、一番のネックかと思われた大臣らの説得は、ガルーダの根回しが功を奏して予想外の解決をみたのだった。








六　紛い物の神性









　紅南砂漠から戻って二週間、この短い期間でガルーダは専門家チームを結成した。並行して積極的に地方公務に参加し、自らの言葉で用水路計画の実現可能性を国民に説いた。

　ガルーダのこの行動は、王としては極めて異例だ。けれどこれが、多くの人々の心を動かした。

　民衆の声に押される形で、議員らもこぞって用水路計画への賛同を表明した。もちろん、内務大臣と財務大臣による働きかけも大きい。彼らはよき理解者、支援者となって用水路計画の実現のために奔走してくれた。

　これらの活動が功を奏し、有力貴族や商人の中には、資金提供を申し出る者もあった。これにより危惧していた資金面の問題も解消できた。

　……こんなに迅速に用水路計画が進むだなんて。

　私は、改めて目の当たりにするガルーダの求心力と実行力に舌を巻いた。

　そして気付いた時には、国民に「水神の御使いが雨をもたらす今こそ、水神の御使いの協力をもって用水路計画を成し遂げよう」と、こんな言葉がスローガンのように浸透していた。初めてこれを聞かされた時は、ガルーダは地方公務で一体どんな演説をしているのかと、眩暈すら覚えた。

　けれど私も、今回ばかりはネームバリューを、惜しげなく利用することにした。「水神の御使い」という名前で人と金が集まるのなら望むところだと思い直し、目下私の最重要課題である蛇篭の改良品作りに精を出した。

　並行して、神殿についても独自に資料を集め、調査を進めた。







　その晩、地方公務から戻って来たばかりのガルーダが、三日振りに私の部屋にやって来た。

「おかえりなさい。てっきり戻りは明日だと思ってた」

「予定ではそうなっていたんだが、アリサの顔が見たくて居ても立ってもいられなくてな。馬には少々無理をさせたが、どうしても駆らせずにはいられなかった。この三日、お前の温もりが恋しくて堪らなかった」

　碧の瞳に見つめられ、告げられた台詞の温度の高さに、逆上せてしまいそうだった。

「ガルーダ……」

　ガルーダはトンッと一歩を踏み出して、二人の距離をゼロにする。広い胸にギュッと私を抱き締めて、情熱的に唇を重ね合わせた。

　口付けが段々と深さを増し、口内に熱く湿った舌先が忍び入る。

「はっ、ぁ……」

　歯列を舐め上げられ、内頬の柔らかな粘膜を擽られて、ぞわりとした熱が広がる。

　ガルーダの舌が奥にある私の舌を誘うようにつつく。

　私もおずおずと舌を差し出して、ガルーダのそれに絡ませた。

　ピチャピチャという淫靡な水音が耳を犯し、脳髄から蕩けていくような心地がした。

「そんなに蕩けた目をして、……堪らないな」

　口付けの合間に、熱い吐息と囁きを聞く。

「んっ……」

　ガルーダが再び隙間なく唇を合わせ、抱き締める腕にグッと力を込める。引き寄せられた体がガルーダに密着し、お腹の辺りに硬く張り詰めたなにかがあたる。

「これ以上はだめっ!!」

　熱い滾りの正体に思い至り、咄嗟にガルーダを押しやっていた。

「アリサ？」

　私の突然の拒絶に、ガルーダは茫然と目を見開いた。その目は、傷ついた色を湛えていた。

「……ち、違うの！」

　碧の瞳が漂わせる悲壮にギュウッと胸が苦しくなって、私は慌ててガルーダに取り縋った。

　ガルーダは、恐々とした面持ちで私を見下ろしていた。

「違くて、……私、あなたとするのが嫌だったんじゃない！　だけど今日は、あなたとはできなくて……。その、月の物が来てて……、ごめんなさい!!」

　告げることに恥ずかしさは感じなかった。それよりも、私の示した乱暴な拒絶がガルーダを傷つけてしまったことに、言いようのない後悔と申し訳なさを感じていた。

「……ほんとに、ごめんなさい」

「よかった」

　私の謝罪に対し、ガルーダから返ってきた第一声はよく分からないものだった。

「……え？」

「アリサに嫌われてしまったのではなくてよかった。それより、体は辛くないのか？　月の障りの時は冷やしてはいけないのだろう？　そのように夜着一枚でいてはだめだ。早く寝台で横になった方がいい」

　言うが早いか、ガルーダは軽々と私を横抱きにして、大股で寝台に向かう。

「……怒ってない？」

「何故俺が怒るのだ？　嫌われていないと分かった上に、こうして腕にアリサを抱き締めてその温もりまで感じている。嬉しいと思いこそすれ、怒るなど意味が分からん」

　ガルーダは神々しいほどの笑みを浮かべ、丁寧に私を寝台に横たえた。

　ドキドキした。

　性欲だけではない、もっと重く深い想いが心を震わせる。

　……愛しいと思った。目の前のガルーダという男が、これまで出会ったどんな男性にも感じたことのなかったときめきと胸の高鳴りを呼び起こす。もう、隠しようなんてなかった。私はガルーダに、恋をしているのだ。

　切ないほどに、ガルーダへの愛が募る。溢れるほどの愛しさに、窒息してしまいそうだった。

「今宵はゆっくりと休むといい」

　ガルーダは私の首元まで掛布を引き上げると、寝台の端に腰掛けて、優しく私の頭を撫でた。私は碧の双眸から目線を逸らすことができぬまま、じっと見上げていた。

「……いや、なに。今宵と言わず数日、ゆっくりと休んでくれ」

　私の視線になにを勘違いしたか、ガルーダはこんな頓珍漢な言葉を告げた。

　民衆から絶大な支持を集め、絶対王者として君臨するガルーダの人間臭い不器用な優しさに、心が綻ぶ。胸の中、ガルーダへの想いが苦しいくらいに膨らんで私を苛む。このことをガルーダは知る由もないだろう……。

　私はフッと微笑んで、ずっと見つめていたガルーダから視線を外した。

　その時、落とした目線がある部分で止まる。ガルーダのカフタンの一部が、不自然に盛り上がって膨らんでいた。

　一度気付いてしまえば、そそり勃つ卑ひ猥わいな隆起から目が離せなかった。夜用のカフタンは薄く、その布地越しに天に向かって聳そびえる亀頭の丸みや張り出したカリの部分、その下に続く私の手首ほどもある陰茎の形まで鮮明に浮かんでいた。

　考えるよりも先に、そこに向かって手が伸びていた。

「アリサ!?」

　指先が張り詰めた部分を掠めた瞬間、ガルーダの全身が雷に打たれたみたいに跳ねた。下肢の隆起もビクンと踊り、その硬さを知らしめるように私の手に押し付けられる。

　私は反射的に、飛び込んで来たそれを手のひらに握り込んだ。私の手のひらでは、先端の丸みを包み込むのがやっとだった。

　頭上でガルーダがクッと息を詰めたのが気配で分かった。

「すまないが、この状態で甘やかな戯れに興じるのは難しい。情けないが、すぐにでも弾けてしまいそうな欲を、寄せ集めた理性で凌いでいる」

　荒い呼吸を繰り返しながら苦しげに吐き出された彼の本音が、私の胸を焦がす。

　指の腹でそっと撫でるようにしたら、手の中のそれは一層硬さを増してそそり立ち、切なく震える。薄布一枚を隔てて感じる雄の荒々しさに、悦びが走り抜ける。

　……ガルーダが私に触れられて、こんなにも高まっている。

　手の中でビクビクと震えるガルーダの分身がとても愛おしく思え、その熱を直接感じたくて堪らなくなった。

「戯れってわけじゃないよ」

　カフタンの前を割り、手を中へと忍び込ませた。

「おい、アリサ!?」

　指先が先端に触れ、猛々しい見た目とは結び付かない滑らかな感触に驚く。しっとりとした触り心地は、まるでベルベットの素材でも撫でているかのようだった。しかしその芯は張り詰めて硬く、幹の部分には血管が浮き上がりドクンドクンと脈打っていた。

「さっき、弾けてしまいそうって、言っていたよね？　……私がその手伝いをしてはだめ？」

　決して悪戯な好奇心だけではなかった。体を重ね合い、同じ快感の波を漂うことはできない。

　けれど、快感を欲しがって切なく震えるガルーダを、快感の高波の中へ押し上げてやることはできるのではないかと思った。

「どうしたらいい？　どうしたらあなたが、気持ちよくなれる？」

　驚愕に見開かれたガルーダの瞳は、隠し切れない情欲に濡れていた。

「……本気なのか？」

　低い声で問われ、コクリとひとつ頷いて応える。幹の部分を指先でそっと下から上に撫でたら、怒張はブルリと勇ましく跳ねた。

「そのまま握り込んで扱いてくれ」

　欲情したガルーダの、切羽詰まった声を聞く。同時に私の手に、ガルーダの大きな手が重なって、上からギュッと握り込まれた。

　ガルーダはそのまま、自身を上下に扱いた。私の手では回り切らない長大な怒張の先端が、上下する動きに合わせて顔を覗かせる。

「上手だ……」

　指が張り出したカリの部分を掠めるたび、ガルーダが艶やかに吐息を零す。その姿がとても色っぽく、私の体にも熱が灯る。

　ガルーダは途中で体勢を変え、寝台の上に胡坐あぐらをかいた。私も掛布を払うと、ガルーダの前にかがんで中心でそそり勃つ隆起を扱しごく。

「どう？　ちゃんと、気持ちいい？」

　この昂りを私自身が受け入れていたのだと想像すれば、なんとも言えない興奮を覚えた。

　……これが私の秘めたる部分を淫らに擦り上げ、胎を内側から揺らし、快感の頂へと押し上げた。

　知らずゴクリと喉が鳴り、下肢に月の物とは違うぬめりが滲んだような気がした。

「あぁ。よすぎて、爆発しそうだ……っ。そのまま、続けてくれ」

　ガルーダの助けを借りて、緩急を付けながら敏感なカリの部分を重点的に擦り上げた。ガルーダの息は上がり、怒張は反り返って解放の予兆に震えた。

「アリサ、もういい……！」

　ガルーダが切羽詰まった声を上げ、私の手を外させて、自分の手で幹の部分を乱暴に握り込む。

「おい!?　なにを……っ、くぁっっ!!」

　それは無意識の行動だった。

　私は頭を下げて、ガルーダの手から飛び出す亀頭の先端を唇に銜えていた。窄めた唇で張り詰めたそれをジュッと吸い上げた瞬間、口内で大量の精が弾けた。

　……それは言葉通り、弾けるという表現がピッタリだった。ブワァッッと膨らんだ亀頭が口蓋を押し上げるように跳ね、喉奥に向かって熱い飛沫を迸らせた。

　その勢いに驚くが、銜えたまま離そうとは思わなかった。怒張は硬さと大きさを維持したままビクビクと震え、口内に白濁を流しこむ。

　あっという間に口の中は溢れ、思わずコクリと喉を鳴らした。熱く喉を焼きながら、とろりとした感触が胃の方へと落ちていった。

「っ、ケホッ。……ッ！」

　ひとつ喉を鳴らしたところで、その熱さに噎むせ込んでしまう。

「これに吐き出すんだ！」

　ガルーダはいまだ雄々しさを失わない怒張を抜き去ると、私の口元にカフタンを宛がって叫んだ。私としてもこれ以上口内に溜まる迸りを飲み下すことは難しく、素直にこれを受け入れた。

　なんとなく、吐き出す様子を見せるのが忍びなく、私は受け取ったカフタンを口元に宛がうとそっとガルーダに背中を向けた。

　そうして宛がったそれに、口内に溜まる熱い物を滲みさせた。その間も、ガルーダは丸めた私の背中を、大きな手でずっと撫でてくれていた。

「何故、こんなことを……」

　背中越しに、後悔を滲ませたガルーダの囁きを聞く。

「お前にこんなことをさせるつもりはなかった。嫌な思いをさせてしまい、すまなかった」

　それではまるで、ガルーダが無理矢理事を進めたかのようだ。

「ねぇガルーダ、どうしてあなたが謝るの？　私はあなたになにも強要されていない。これは私がしたくてしたんだよ。だからあなたが謝るのはおかしいよ」

　ガルーダを振り返って伝えたら、予想外に強い瞳を向けられて、その鋭さに怯む。

「したかったと、そう言ってくれるのか？」

　ガルーダの表情には隠し切れない喜色が滲む。目にして、改めて自分の取った大胆過ぎる行動に青くなった。

　最初は、カルダーン王国に雨をもたらすために、義務感からガルーダと体を重ねた。同時にガルーダとの関係は契約と割り切って、決して心は明け渡さないと誓った。

　それなのにいつの間にか無視できないくらい恋心は膨らんで、契約のはずの行為に充足感が得られるようになっていた。今回はガルーダだけでも満たしてあげたいと、そんな思いに衝き動かされた。

　だけど考えてみれば、ガルーダが一人で精を放つ手伝いをするという行為は、水神の御使いの役目ではない。

　……だからそう。これは、ほんの少しの気の迷い。同じ目標を持つ同志として、彼のためになにかしてあげたいという感情から、ついやってしまったに違いない。

「たまたまだよ。あなたが用水路計画のために地方公務を増やしたり、色々奔走してくれてるから。だから私も、なにか返せたらって思ったの。なにか、あなたのためにしてあげたいって、……それで気付いたらしていたのよ」

　口にしたのは、本当はガルーダにではなく自分自身にこそ言い聞かせたい言葉だった。

「……そうだったか。しかし、二人で完遂を誓った用水路計画のために俺が力を尽くすのは当然のことだ。それをアリサが過剰に気負う必要はないし、俺になにか返さなければと思う必要も、まるでないんだ」

　ガルーダの優しい微笑みは失われない。だけどガルーダの煌く瞳が翳りを帯びたことは、間近に見て気付いていた。

　それを見るに、キリリと胸が痛んだ。

「だが、アリサが俺のためにとしてくれたこと、とても嬉しかった。ありがとう」

　労うように、慰めるように、ガルーダにそっと肩を抱かれれば、切なくて涙が出そうになった。

「さぁ、ゆっくりと休むといい。おやすみ」

　額に柔らかな口付けを残し、ガルーダは部屋を後にした。一人残された寝台が、無性に虚しくて、寂しかった。

　この思いは、月の物が終わってガルーダと体を重ねれば消えるのだろうか？

　……なんとなく、満たされないままのような気がした。

　宵闇が私の意識を攫うまで、私は切なくガルーダの残像を追いかけていた──。







　一カ月が経った。

　月の物が明ければ、私とガルーダは再び体を重ね合い、同じ夜を過ごすようになった。少なくとも表面上、二人の関係に変化はなかった。

　互いを尊重し、労わりの心を持って支え合う。私たちは、一見すれば夫婦のような親密さで寄り添い、同じ目標に向かって進んでいた。

　けれど、私はガルーダに一線を引き、それ以上奥へは踏み込ませないようにしている。それを察した彼も腫物にでも触るように、私に対してどことなく態度がぎこちない。

　私たちの間には、ピリピリとした緊張感のようなものが漂っていた。

「アリサ様、蛇篭というのは素晴らしいですね。紅南砂漠で掘り下げた岸に蛇篭を積み立てましたら、砂が流されずにそのまま維持しているというではありませんか」

　実証実験の成功を聞き付けて、モーリカが弾んだ声を上げる。

「うん。この時期の紅南砂漠で維持できているなら、このまま計画を展開して大丈夫だと思う」

　私のもどかしい心の内はさておき、紅南砂漠の視察から二カ月を経て、用水路計画はこれ以上ない順調なスタートを切っていた。

「ええ！　偏南風が吹きつけ、砂の流れが激しくなり始めたこの時期に維持できているのですから、間違いございません。ガルーダ様以下、専門家チームの方々は、計画の展開に向けて、既に慌ただしく動き始めておりますわ。……本当に、夢のようでございます」

　モーリカは眩しいものでも見るみたいに目を細くした。

「急にどうしたの？」

「私はこの目で水を湛えた大地を見る未来など、想像だってしたことがございません。それらは所詮、夢物語の域を出ませんでしたから。けれど、こうしてアリサ様のお側で、その才覚を目の当たりにしますと、夢が現実のものとして浮かび上がってまいります」

「やだな。才覚だなんて、さすがにちょっとオーバーじゃない？」

「……いいえ、オーバーなどではありません。アリサ様ほど才覚に溢れた姫様など、国内外を捜しまわったとて出会うことは叶いません。本当にガルーダ様はよい方を得られました。カルダーン王国は現在、ガルーダ様の叔父あたるバルーズ様の喪中ではございますが、アリサ様がガルーダ様の隣に立たれる日が、本当に待ち遠しゅうございます」

　うっとりと語るモーリカは、私とガルーダの関係を根本的に間違えている。

　……私がガルーダの隣に立つ、そんな未来は訪れない。

「喪が明けても、私がガルーダの妃になることはないよ」

「そうなのですか!?　差し出がましくも、お二人は深く想い合っているようにお見受けします。なのに何故、ガルーダ様の妃となることを望まないのですか？」

　モーリカはとても驚いた様子だった。

　投げかけられた疑問は下世話な好奇からではなく、私への親愛から尋ねてくれているのが分かった。

　モーリカは使用人ではあるけれど、私にとってこの世界のお姉ちゃんのような存在だ。そうしてモーリカもまた、私のことを妹のように慈しんでくれていた。

「……大勢の中の一人にはなりたくないの」

　そんなモーリカにだから、心に燻る思いを告げた。

「大勢、でございますか？　ご存知の通り、ガルーダ様はアリサ様をお招きするにあたりまして、後宮の全ての側妃様方を実家にお返しになり──」

「そんなのは分かってる」

　それ以上聞いているのが苦しくて、不躾にも言葉の途中で遮った。

「……怖いんだ。愛し合っていると舞い上がって、身ごもって捨てられて、……なのに自分を捨てた男の愛が戻って来るのを信じてずっと待っていた。そうして段々と、壊れていった。身近に、そんな女性を見てきたから」

「……ガルーダ様の真心をお疑いですか？」

「それもあるけど、全てじゃない。問題は私自身も抱えてる。傷つくのが怖くって、私が踏み出せないんだよ。……だけどね、私はそれでいいとも思ってる。この関係を崩さない限り、私はずっとガルーダを尊敬したまま過ごしていける。あやふやで形のない愛に身を投じるよりも、契約と割り切った今の方が、……ずっと楽」

　モーリカは遠慮がちに手を伸ばすと、私の腕をそっと抱き締めた。

「この件に関しては、私がどうこうと口を挟める問題ではありません。ただひとつ、私はアリサ様が最優先でございます。それと同時に、アリサ様自身がもっとも幸多く過ごせる環境を整えることは使命でもあります。ですので、私はこの後も一層慧けい眼がんを磨きまして、ガルーダ様の人となりを検分いたします。その上で、やはりアリサ様にお勧めしたい男性と確信に至りましたら、再び勧めさせていただくこともあるやもしれません。その際は、悪しからずご了承くださいませ」

　モーリカの斜め上を行く発言は、私の度肝を抜いた。そうして私の心を、真っ直ぐに打ち抜く破壊力を持っていた。

「……モーリカ、私はあなたがいいよ。あなたが側にいてくれれば、私のここでの生活は最高に幸せなものになるよ」

「まあ！　そのようにおっしゃっていただけたからには、アリサ様の専属女官は誰にも譲りはいたしません！　大船に乗ったつもりで、今後も私にお任せくださいませ！」

　日本人の平均よりも大柄なこの世界にあって、モーリカも例外でなく大きかった。その長身の懐に柔らかに抱かれて聞いたのは、優しくて力強い台詞だった。

「ふふふ。よろしくね、モーリカ」

「はいっ！」

　こうして私は、ここのところすれ違いの多いガルーダとの問題は脇に置き、モーリカと熱い抱擁を交わした。




＊＊＊




　駆け足に暦は巡る。気付けばアリサがこの地にやって来て、三カ月が過ぎていた。

　この間、俺とアリサは幾つもの夜を睦み合い、熱く体を寄せ合って過ごしている。しかし体を重ね、いくら隙間を埋めてみても、心の空虚は広がっていくばかり。

　想う相手と心が結び合わない……。そのことがこんなにも辛く苦しいとは、アリサと出会わなければ、きっと知らずに済んでいた。

　けれど俺は、出会わなければよかったとは、絶対に思えない。

　アリサと愛し愛される夫婦になる──。俺はいまだ、この夢を捨てきれてはいなかった。

「だが、それも道理だ。こうも愛しいアリサを前にして、心通い合わせる未来を思い描かずにいろという方が無理な話だ……」

　議会に向かう足を止め、おもむろに呟いた。

「……なんだか、分かってきたような気がいたします」

　後ろから聞こえてきたボソリとした声に、ギョッとして振り返る。

　そうすれば、物凄く胡乱うろんな目をしたモーリカが俺を見上げていた。

「な、なんだモーリカ!?　なにか俺に物申したきことあらば聞くぞ」

「陛下の独り言に物申そうなど、とんでもございません」

　モーリカはそう言うと、カフタンの裾をヒラリと翻し、俺の横を通り過ぎていく。

「……ですが陛下、日和見ひよりみも過ぎれば臆病と同じでございます。欲しいなら欲しいと、しっかりと己の言葉で『お前だけだ』とお伝えせねば伝わりません。態度で分かってもらおうなど、とんだ驕りでございます。確固とした言葉でお誓いせねば、女心に掠りだっていたしません。色男が寝所でどんな手練手管の性技を披露しようと、こちらも心にまるで響きませんね。……ちなみに今のもまた、私の独り言でございますのでお気になさらず」

　すれ違いざまに語られたモーリカの独り言の破壊力に打ちのめされる。

　彼女の足音が聞こえなくなった後も、俺は廊下で岩の如く固まったまま立ち呆けた。

「やだガルーダ、こんなところで突っ立ってどうしたの」

「アリサ！」

　議会室に向かう途中のアリサに腕を叩かれて、俺はハッとして石化を解いた。

「な、なに。別にどうということもない」

　この日は改良を重ねて完成した蛇篭を持って、アリサも議会に参加する予定になっていた。

「そう？　もうじき議会が始まるよ」

「そうだな」

　怪訝そうに首を傾げるアリサに向かって笑顔を作り、共に議会に向かった。

「その蛇篭の試作品は俺が持とう。重い物はお前の負担になるからな」

「え、別にそんなに重くはないけど……。でも、ありがとう」

　アリサのはにかんだ笑顔に、胸が切なく軋んだ。




　始まった議会では、用水路計画の工事日程の最終確認がなされていた。

「では、三日後の地じ鎮ちん式典の後、現場リーダーは各地に出発。現地雇用者と最終調整を行い、一週間後より工事に着手せよ」

　議会の最後に、俺から正式に一週間後の工事着工を言い渡した。

「はっ！」

　本来なら地鎮式典をもっと早い段階で済ませ、余裕を持って現場リーダーたちを各地へ発たせたかったのだが、神殿が直前まで動かなかったせいで、こんなにギリギリの日程になってしまった。

　俺は神殿が静観の構えを貫き通すのなら、それはそれで構わなかった。

　ところが、国家事業と定めた用水路工事の起工は民意の高まりもあって無視できなかったようで、直前になって神殿側から地鎮式典の開催を申し出てきたのだ。

　こちらとしても工事の安全を祈願する地鎮式典の申し入れがあれば袖にもできず、なんとか日程の調整をして、開催へと漕ぎつけた経緯があった。

「では、これにて本日の議会は解散だ」




　議会を終え、参加者が散り散りになってゆく。俺も政務室に向かおうと足を踏み出しかけた。

「少しいいかな？」

　まさにそんなタイミングで、アリサが遠慮がちに俺の袖を引いた。

「なんだ？」

　問うてもアリサはすぐには話し出さず、周囲を気にした様子でキョロキョロと視線を巡らせていた。

　察した俺が腰を低くすると、アリサはトンッと肩に手を添えて顔を寄せた。

「神殿の神性について、以前相談したでしょう？　それについて、分かったことがあるの」

「……こちらで聞こう」

　耳元で囁かれた内容は、声を大にして話せるものではなかった。俺はアリサを促して、手近な謁見室に身を滑らせた。

　ちなみにこれは、カルダーンに降り立って間もない頃、アリサから相談されたことがある内容だった。そうしてモーリカからも、召喚翌日のハレジャ神官長の無礼な振る舞いと共に報告を受けていた。

　とはいえ俺自身、折り合いの悪い神殿について、そう多くの情報を持っているわけではなく、アリサの投げかけた「本当に神官たちは超常的な力を持っているのか？」という疑問に、満足な答えを返すことはできなかった。

「私ね、今回の用水路計画の実行に際して、この国の歴史とか色々調べていたでしょう。その中で、召喚の日取りについて共通点を見つけたの」

　謁見室の扉を閉めるとすぐに、アリサが切り出した。

「そもそも召喚って、実際に行うのは王様一人なんだよね？　神官は召喚の日時を伝えるだけ、これは合っている？」

「その通りだ。日々、神への祈りに勤しむ神官らが、神託を授かって召喚の日時が決まると、後は太陽神の子孫である王が行う。水陽の神殿の召喚の間で太陽の下に立ち願うことで、水神の御使いへの道が通じる。俺もそうして、アリサの元に行くことができた」

　アリサは俺の言葉を、うんうんと頷きながら聞いていた。

「なるほどね。確かに私はこの地にいて、そこに人智を越えた力が介在したのは間違いないよ。だけど神官らが示す召喚の日時は、十中八九神託でもなんでもない。だって、過去の召喚は全て夏至に行われている」

「夏至とはなんだ？」

　アリサは断言したが、俺には語られた「夏至」という言葉の意味が分からなかった。

「一年の内で、もっとも太陽が照らす時間が長い日のことよ。それからね、明確な記述がなくて、あやふやなケースもあるんだけど、たぶん南中高度……えっと、これは太陽の高さのことね。これがもっとも高い時間を選んでる。どちらにしても、神官たちは神託なんて聞いていないよ。神官たちは自分たちの威光を保つため、発見した召喚日時の法則を隠しているだけ。この法則を知っていれば、召喚は王だけで行える」

　にわかには信じ難い、アリサの見解……。

　そうしてそれは、神殿が有する権力の根拠となる神性を真っ向から否定するものだ。これが証明されれば、神殿の威信は脆く崩れ去る。逆に神性が事実であったなら、神殿の、ひいては神の怒りを買う暴挙となる。

「……事は、あまりにも大きい。明確な証拠を示せなければ、神殿を追及することはできない」

　一国を預かる王として、俺は苦くこう告げるのがやっとだった。

「うん、分かるよ。でも、証明する手段はありそうなんだ」

「なんだと!?」

「だけどね、それをすると確実に一人、職を失う人が出ちゃうんだ。一家を路頭に迷わせるわけにはいかないから、王宮で使用人として一人雇用してくれる？」

　アリサはその口元ににっこりと笑みを浮かべ、謎の発言をした。

「それは、もちろん可能だが……」

　アリサの意図するところが掴めずに、困惑に眉根を寄せながら俺は是と頷いた。

「よかった！　それじゃ、行こうか？」

　アリサは嬉々として俺の手を取ると、弾む足取りで謁見室を飛び出した。

「あ、その目立つ王冠だけは外しておいてね。後はカフタンもシンプルだし、……うん！　大丈夫そうね！」

「お、おい!?　一体どこに行こうというのだ!?」

「来れば分かるよ」

　外した王冠を近衛に託し、俺は腕を引かれるまま、アリサに続いた。




　アリサが馬を止めたのは、召喚初日に水陽の神殿から抜け出した彼女を発見した場所の近くだった。

「ここら辺に馬は繋いで行こう」

　そうしてひと区画分歩き、アリサに連れられてやって来たのは、傾いて外壁の崩れかけたあばら家だった。

「ごめんください」

　アリサが、庭先で薪割りをする少年に向かって声を張る。

「あれ!?　前に会った綺麗なお姉さんじゃんか！」

　薪割りの手を止めて振り返ったのは、アリサが召喚初日に交流を持っていた少年の一人だった。

「久しぶりね」

「なんだよ、わざわざうちを訪ねてくるなんてどうしたんだ？　あ！　もしかして、丁寧に草の礼でも言いに来たのか？」

　少年は気さくな笑みでアリサの元に駆け寄った。

「ふふふ。あの時はありがとう、美味しく食べさせてもらったわ。もちろんそのお礼も言いたかったんだけど、今日は別件なんだ。今、ご家族はお留守？」

「今は俺だけ。母ちゃんと妹は近くの畑だよ。用事なら、母ちゃんを呼びに行って来るぜ？」

「ううん、実は用事があるのはお父さんなの。お父さんは、今日はお仕事かな？」

　何故かアリサは、少年に父親について尋ねた。

「ほんとは父ちゃん、今日は休みのはずなんだけど、昨日神殿に出勤していったきり、まだ帰ってきてないんだ。もう昼近いし、さすがにそろそろ帰ってくると思うんだけど……」

　少年の回答にピンとくる。アリサがここを訪ねた理由も、王宮での雇用の一件に関しても、「神殿に出勤」という一言で、全て合点がいった。

「どうしたハルク？　お客さんか？」

　その時、痩せた男が俺たちの後ろからやって来て、少年に向かって問いかけた。

「父ちゃん！」

　どうやら父親が夜通しの勤めから帰宅したらしかった。

「おかえりなさい！　あのね、このお姉ちゃんが父ちゃんと話がしたいみたい」

　ハルクと呼ばれた少年は、父親にアリサを示した。父親が、ハルクの言葉を受けて俺たちに視線を向ける。

　男の頬はこけ、落ち窪んだ目をしていた。しかし、その目はしっかりと強い光を宿している。

「突然お邪魔してすみません。夜勤明けでお疲れのところに恐縮なのですが、今日は相談があって伺わせていただきました」

　アリサの言葉に耳を傾けながらも、男は探るような目で、俺をジッと見つめていた。

　そんな男の姿に、苦しい状況に屈すること無く、ここまで一家を率いてきた大黒柱の逞しさを垣間見た思いだった。俺がカルダーン三百万の民を率いる一国の長ならば、この男もまた、一家四人の命を預かる家長なのだ。

「俺に相談？　さて、俺にこんなに美人の知り合いなどあったかな。母ちゃんにいらぬ焼きもちを焼かせてしまいそうだが、どうやら用心棒も一緒のようだし、……それじゃあ、こっちで話そう。狭い家だが上がってくれ。ハルク、すまないがお前は薪割りの続きを頼む」

「うん、任せてよ！」




　切りっぱなしの石の床に、男から差し出された編み目の解けかかったムシロを敷いて座る。

「本来、あなた方はこんなぼろ家に招き入れていい人じゃないんだろう」

　その第一声で、案の定、男が俺たちの身の上を察していることが知れた。

「俺は家長のディレックだ。だが、あなた方の名は、あえて聞かずにおきたい。俺には一家を預かる責任がある。……最初から言っておくと、無理な相談にはのれません」

　ディレックは先手を打ち、予防線を張ってきた。

　……交渉事に臨む基本を、この男は経験則で身に着けている。俺は内心で、感心していた。

「単刀直入に言おう。俺たちに情報提供という形で協力をしてもらいたい」

　アリサが話し出すより先に俺が口を開けば、彼女は驚いたようにこちらを向いた。彼女と俺の目線が絡み、しばし見つめ合う。

　そうして彼女はひとつ頷いて、俺にこの場を任せた。

「決して無理な相談を持ち掛けるつもりはない。神殿の勤めをこなす中で知り得たことを教えて欲しいのだ」

　アリサを差し置いて話を切り出したのには、交渉をスムーズに進めたい思いもあるが、俺自身がディレックという男に興味を抱いたからでもあった。

「こちらへの見返りはなんですか？」

　……やはり、この男はなかなかに見込みがある。王として多くの人を見て磨かれた俺の審美眼が、訴えていた。

「王宮での職を用意している」

「あなた方が求めているのは、どのような情報でしょう？　それを聞いた上で、応じるかどうかを判断させてください」

　ディレックは静かに頷いて、こう先を促した。少なくとも、これで彼が俺たちとの交渉の卓に着いたことは間違いなかった。

「神殿は、日頃から気象の予測に力を入れたりしていませんでしたか？」

　ここから俺に代わって、アリサがディレックに向き合って口を開いた。

「気象？」

　質問の内容が予想外だったのか、ディレックは怪訝そうに眉間に皺を寄せた。

「はい。神殿は先の天候の予測や、太陽の位置の観測など行ってはいなかったでしょうか？」

「……待ってくれ。それらの質問を重ねる前に、あなた方の目的を先に聞かせてくれ。簡単な質問だからと安易に答えて、知らぬ内に片棒を担がされては堪らない」

　……この男、実によく頭が回る。下級使用人として雑務をさせておくのが惜しい人材だ。

　俺は今回の交渉を別としても、ディレックを重用したいと考えていた。

「おっしゃる通りですね。私の目的は、神殿の虚構の神性を暴くことです。叶うならば、三日後の地鎮式典の場で、神殿の虚構を白日の下にしたいと考えています」

　ディレックが驚愕に目を見開く。俺もアリサの発言に度肝を抜かれ、言葉を失くす。まさか彼女が三日後に迫る地鎮式典に、そのような画策を巡らせていようとは思ってもみなかった。

「そもそも神殿が有する権力というのは、その神性を根拠に与えられたものです。そして神殿がもっとも己の神性を誇示するのが、水神の御使いの召喚日時の神託。だけど私は、神託によって授かったとされるこの日時に対し、疑念を抱いています」

　論理的に語るアリサの横顔が神々しいほどに眩しかった。目を細め、俺はアリサに見入った。

「この日時が神託などではなく、気象観測によるデータから割り出した法則に基づいていると示せれば、神殿の主張する神性の根拠が崩れる。それこそが、狙いです」

「……恐れ入った。神殿の紛い物の神性を暴きたいと、そうきたか」

　ディレックはひとつ息を吐くと、重く口を開いた。

「あなたの言う通りだ。神官らは祈りと称して浴びるほどの酒を飲む。禁欲の教えだって地母神を祭るという大義名分を掲げて破り、女たちとの享楽に耽っている。神事で奉納する祈りの舞もまともじゃない。一昼夜踊り続ける担当の神官たちには、神が乗り移っているんじゃない。あれはただの、堕落した中毒者だ」

　……中毒？　何某かの違法薬物を摂取し、トランス状態を作っているのか……？

　もしそうなら、その薬物を事前に入手すれば、こちらもハリボテの神事を暴く足掛かりになる。

「神官の全員がそうだとは言わないさ。だが、権力に胡坐をかいて、贅沢に溺れきった神官幹部らに神性などあったもんじゃない。奴らは堕落しきっている。そんなのは、傍で見ていりゃあ分かる」

　ここでディレックはスッと表情を引き締めると、決意の篭る目で真っ直ぐにアリサを見つめた。

「……なんでも聞いてくれ。俺に分かることは全て答える。もし、なにか調べが必要なら、明日にでも調べてこよう」

　アリサは静かに頭を下げた。

「ありがとうございます。では、先の質問の続きにもなりますが、召喚は一年の内でもっとも太陽が照らす時間が長い日の、一番太陽の位置が高くなる時間に行われていると思うんです。おそらく最初は、何某かの偶然からそれに行きあたった。そうして当初は、神官たちが目測で太陽の位置を測っていた。だから計測精度が鈍かった古くは、召喚の失敗が散見される。それが近年になってかなりの高確率で召喚を成功させているのは、計測の精度を上げていった結果ではないかと。神殿内で気象観測、特に太陽の位置を測ったり、それに類似する行為はありませんでしたか？」

「神殿のそもそもの成り立ちが、神の声と大地の声に耳を傾けるところにある。だから自然現象の探求には、少なくとも表面上は熱心に向き合ってる。もちろん気象も事細かに記し、先の見通しを立てているが……。だが、太陽の位置というのは……」

　ディレックは眉根を寄せ、考え込んでいた。

「常習的に観測してデータを積み重ねていたとすれば、かなりの精度で太陽の動きを検知できているはずなんです。……たとえば、垂直に棒が立っているような場所で、詳細に記録を取るような行為はなかったでしょうか？　南中高度は厳密に測ろうとすれば計器が必要になりますが、棒を立て、根元と影の先、棒の先を結ぶことでおおよその角度が知れます」

　アリサのこの言葉に思い当たるところがあったのか、ディレックの肩がビクリと跳ねた。

「していました！　神殿の屋上階に用事を申しつけられて上ったことがあります。その時にたまたま、いつもは閉ざされている一角の扉が開いていたんです。升目が刻まれた珍しい道具を使い、棒の近辺で数人の担当官がなにかの測定をしているようでした。その時はなにをしているのかまるで見当がつきませんでしたが、確かに見ました！」

「それで、間違いありませんね。やっぱり召喚の日時は、神のお告げで聞いたんじゃない。神殿は科学的な根拠を元に決めていた。来たる日の召喚に備え、神殿は日々データ収集に努めてたんだ」

「まさか、あれにそんな意味があったとは……」

　ディレックが興奮気味に零す。俺もまた、アリサを横目に見ながら感嘆の息を漏らしていた。

　……見事だな。

　嫋たおやかで、力を込めれば折れてしまいそうに細く小さいアリサの手は、カルダーンを変革に導く女神の御手だ。女神はカルダーンに水の恵みのみならず、政の歪を正し、政権の安定までもたらそうとしている。

「召喚は一年の内、一番日が長い日の、日が高い時刻に行うのが成功の大前提。曇ったりして、太陽が隠れていてもきっと駄目。これに神殿は早いうちから気付いて、召喚の日時を知るための観測に励んでいた。……もちろん、王にそれを隠して」

　女神を前に、願わずにはいられない。

　知性と才覚に溢れるその瞳に俺を映して欲しい。そしてその愛を、向けて欲しい……。

　ただし俺が欲しいのは、契約によって得る仮かり初そめのそれではない。俺という男をアリサの意思で見つめ、愛を与えて欲しいのだ。

「ディレック、どうか俺たちに協力してもらいたい」

　俺は向かいのディレックに切り出した。

　アリサは鮮やかなその手腕で、神殿の紛い物の神性を暴く証拠を揃えてくれた。ならばここからは、俺の仕事だ──！

「協力というのは、具体的になにをすればいいんだ？」

　俺は訝しげに問うディレックを真っ直ぐに見据えた。

「三日後の地鎮式典の日に、観測中の現場を抑えたい。その実行にあたり一番憂慮されるのが、現場到着に時間を取られ、観測器具等を撤収されてしまうことだ。潜入させた部隊を、最短ルートで観測現場まで先導してもらいたい」

　この時、俺の胸を満たすのは、アリサに対する他力本願な願望ばかりではなかった。それを上回る熱量と大きさで、もっと前向きで建設的な思いが浮かんでいた。

　……振り向かせてみせればいいのだ。そして俺への愛が無いのなら、育てればいい！

　今からだって遅くはない。俺という男を知ってもらい、アリサの心に、愛を芽生えさせればいい──！

「分かりました。その役を引き受けましょう」

「感謝する。其方には、王宮での雇用を約束する。離職に際する煩雑な手続きも、全てこちらで代行しよう」

「……失礼ですが、万が一観測現場の確保が失敗に終わった時も、その約束は履行していただけるのでしょうか？」

　遠慮がちなディレックの確認に、俺は苦笑しながら頷く。

「当然、成功如何にかかわらずだ。もっとも、この制圧を失敗に終わらせる気は微み塵じんもないがな。そして俺は、制圧成功が確認でき次第、地鎮式典の場で国民に向けて神殿の虚構を告発し、解体を宣言する」

「え!?　神殿を解体しちゃうの!?」

　アリサが驚きの声を上げ、ディレックも俺に戸惑いの滲む目を向けた。

「解体と言う表現には少し語弊があるかもしれん。だが、今の神官幹部らは、一旦全て官職を返上させる。その上で新しい長を据え、新組織として編成し直すことを考えている」

「なるほど。組織そのものをなくしちゃうんじゃなくて、現行の勢力を解体するってことだね」

「その通りだ。神殿はここまで、あまりにも権限を持ち過ぎた。とは言え、建国から信仰の象徴として民の心を支えてきたのも間違いない。そう簡単になくしていいものでもない。ならば王政の一機能として組み込んで、議会と国王の承認を得て神事を遂行するようにすればいい。皮肉にも今回の一件で、神殿が神性はともかく、気象観測やその他の自然事象の研究観察に優れていることが知れたのだ。この後は、一層それらに特化して発展させていくのがいいだろう」

　神殿の今後について語る俺を、アリサが熱い眼差しで見つめていた──。








七　契約は相愛へ









「三日後の詳細は、後で現場制圧の指揮官を寄越すから、その者と詰めてくれ。それから、例の物の入手も頼んだ」

「承知しました」

「それじゃあディレックさん、お邪魔しました」

　ディレックさんとの話を終えて庭先へ出ると、気付いたハルクが薪割りの手を止めて、私たちに歩み寄ってきた。

「もう用事は終わったの？」

「ええ」

「ねえ、よかったらまた遊びに来てよ？　できたら、今度は妹がいる時に！」

「妹さん？　どういうこと？」

　私は腰を低くして、ハルクと目線の高さを合わせて問いかけた。

「実はさ、お姉さんのことを話して聞かせたら、喧嘩になったんだ。俺がすごく美人なんだって言ったら、水神の御使い様の方がもっと美人だって言って、あいつが引かないんだよ。だからさ、実際にお姉さんに会わせるのが手っ取り早いと思ってさ」

　笑顔のハルクから告げられたまさかの回答に、私は目を丸くして固まった。すると、ガルーダが私の横からハルクに向かって楽しげな声を上げた。

「はははっ！　それはアリサが美人という証明にはなるが、水神の御使いとの比較という点に関しては解決しないのではないか？」

「あ、確かに！　それもそっかぁ」

「よし。今度、俺がお前たち兄妹を王宮に招いてやろう」

　ハルクが合点して悩んだ様子を見せれば、ガルーダは胸を張ってこんな台詞を続けた。

「ちょっ、ガルーダ……！」

　私はギョッとして、慌ててガルーダのカフタンの袖を引く。けれどガルーダは、わざと知らんぷりをする。

「えー!?　なになに、お兄さんはそんなことができちゃうの!?」

「ああ、水神の御使いにも会わせてやろう。そこで実際に、自分たちの目で確かめてみたらいい」

　水神の御使いは私なのだから、「確かめる」もなにもない。私はカフタンの袖を引くのをやめ、ガルーダの腕を強めに肘でつついて訴える。なのにガルーダは、これにも無視を決め込んだ。

「わー、ほんとに!?　妹が喜ぶよ！　お兄さん、約束だからね!?」

　ガルーダは一瞬だけ、私に悪戯っぽい目線を寄越すと、ハルクと熱い握手を交わした。

「ああ、男同士の約束だ」

「それじゃ、お姉さんまたね！　お兄さんも！」

「またね」

　上機嫌で手を振るハルクに見送られ、私たちはディレックさんの家を後にした。




「……ガルーダの馬鹿」

　角を曲がり、ハルクの姿が見えなくなったところで、私はガルーダに向かってぷぅっと頬を膨らませた。

「さて？　なんのことか分からんな。俺は不毛な兄妹喧嘩に終止符を打つべく、これ以上ない円満な解決策を示したつもりだったのだがな。己の目で見て判断し、諍いに決着をつける。これが全ての基本だろう」

「もう知りません！」

　悪びれもせずしれっと言ってのけるガルーダにそっぽを向き、私は「怒ってますよ」と態度で示した。ガルーダが笑む気配がして、頭上にスッと影が掛かった。

「……可愛いな」

　ガルーダの吐息が耳朶を掠め、甘い囁きが鼓膜を震わせる。反射的に見上げ、間近にぶつかった碧の瞳の強さに息を呑む。膨らませていたほっぺたからは、一瞬で空気が抜ける。

「俺はお前が可愛すぎて苦しい。頬を膨らませたふくれっ面も、ぷいっとそっぽを向いた怒った横顔も。くるくるとよく動く表情は、どれひとつ取っても眩しいくらいに可愛い。だが、アリサが可愛いのは表情だけじゃない。その声も、仕草も、どれもこれもがとてつもなく可愛くて……俺だけのものにしたくて堪らなくなる。俺の懐に閉じ込めて、誰の目からも隠したいと望んでしまう……」

　私は真っ直ぐに向けられるガルーダの眼差しを遮るように、ギュッと瞼を瞑った。

「……それは、おかしいよ。だって最初に、契約と決めたよね？　私たちは契約によってのみ、夜の時間を共に過ごす。それ以上でも以下でもないと、お互いに割り切っていたはずでしょう？」

　どうして、ガルーダは急にこんなことを言い出したのか……。

　瞼を開いてもガルーダの瞳は直視できず、私は俯き加減のまま早口で告げた。すると、ガルーダが私の両方の肩に手を置いて、やや強引に覗き込むようにして視界に入ってきた。

「聞いてくれ、アリサ」

　切羽詰まったようなガルーダの眼差しが胸を打つ。ガルーダは両肩にしっかりと手を掛けたまま、私の目を見て言葉を続けた。

「俺はそもそもの始め方を間違えたのだ。こんなにも愛しいアリサを前に、契約と割り切った関係を続けられるわけがない。今なら分かる。……愛しているんだ。俺はただ唯一アリサだけを生涯の伴侶に、……妻にと望む──！」

　……これは、求婚なのだろうか？

　聞かされてまず、脳裏に思い浮かんだのは、ガルーダと初めて出会ったあの日の言葉──。

「……ねぇガルーダ。あなたは初対面で『カルダーンでお前を妻にする』って、言ってたよね。『妻の座は、お前のために空けてある』って、こうも言った。……要するに、あなたの妻の座は、始めから召喚する水神の御使いのために空けてあったということだよ。あなたは、私じゃなくたって、水神の御使いという肩書を持った女なら誰だって妻にしたでしょう？　今の『ただ唯一』って言葉は少し、おかしいよ……」

　ひねくれたつもりじゃない。ガルーダの心を疑うわけでもない。

　……私はただ、事実を伝えた。

「フェアじゃないから言うとね、あなたにそんなふうに言ってもらえて、本当はすごく嬉しいんだ。もう三カ月、幾つもの夜を共に過ごして、あなたがとても優しくて情に厚い男性だと知っている。誠実な人柄も十分過ぎるくらい分かってる。でもね、互いの愛情だけが頼りの夫婦という関係には踏み出したくない。だってそれでは、愛情がなくなった時にあなたとの関係が終わってしまう……！　それなら、私は最初から契約の方がいい！」

　口にしている内に段々と感情が昂って、最後の方は涙混じりに叫んでいた。

　ガルーダは見開いた目に私を映し、少しの間を置いてゆっくりと唇を開いた。

「……思い違いでなければ、今の台詞は、アリサが俺に好意を抱いてくれているように聞こえる。その上で、二人の関係の終わりを恐れ、契約に甘んじようとしているように……！　なぁアリサ、これは俺の思い上がりなのか!?」

「……思い上がりじゃないよ」

　答えた瞬間、何故かガルーダは白い歯を零し、弾けるように笑う。それは今の状況にまるで相応しくない晴れやかさだった。

「やはり俺は、始まりで言葉選びを間違えていた！」

「きゃっ!?」

　突然、ガルーダの広い胸に抱き締められたと思ったら、視界が一気に高くなる。驚いて肩に縋りつけば、足が地面から浮きあがって宙を蹴った。

　気付いた時には、私はガルーダに抱き上げられて、碧い瞳を見下ろす恰好になっていた。

「召喚に際して後宮を解体したのは、それが水神の御使いに対して俺が示せる最大限の誠意だったからだ。だが、生涯の伴侶の座まで問答無用で明け渡すつもりはなかった。それこそ、愛のない契約で構わなかった。それがどうだ!?　一目見て、俺はお前に惹かれた。宵闇を映したような瞳に目が釘付けになった。そうしてお前の一挙手一投足、その全てに、言いようのない愛おしさを感じたんだ」

　鼻先が触れ合う近さで告げられたのは、予想だにしないガルーダの心の吐露。

「この感情を言葉で言い表すのは難しいのだが、魂を射抜かれたような、そんな強い衝撃に俺は震えた。お前の愛を望み、その結果が『お前を妻にする』というあの言葉だった。だが今は、あの言葉を選んだことを後悔している。……アリサ、改めて言わせてくれ」

　息を詰め、ガルーダの続く言葉に耳を傾ける。

「愛しているんだ。この先に続く人生でただ唯一、お前だけを愛している。これは一時の感情が言わせるんじゃない、俺には分かる。俺はもう、お前以外を愛せない。夫婦という関係をアリサが厭わしく思うなら、お前を妻には望むまい。もちろん受け入れて欲しい思いはあるが、強要するつもりはないんだ。……けれどどうか、俺の愛を疑わないでくれ。そして今後も、俺がアリサを愛し続けることを許して欲しい」

　……示された愛に胸が震えた。

　ガルーダが私に向けるのは、透き通るように純真な愛──。

　そしてガルーダは、己の愛に見返りを求めない。

　……果たして、こんなにもひたむきな愛があるだろうか？

　ガルーダの心の内を余さずに知り、その上で私はまだ臆病風に吹かれたまま、意地を張り続け、拒んでみせるのか？　……そうまでして、守りたいなにがある？

　その時、一陣の風がふわりと舞い、柔らかに私の頬を撫で上げる。

　……不思議なことに、風が通り抜けていった後は、靄もやがスーッと晴れるみたいに頭の中がクリアになっていた。

　鬱屈とした思いは全て、風が吹き流してしまったようだった……。

「……許すなんて、きっと罰が当たっちゃう」

「アリサ？」

　熱く溢れるほどに育ったガルーダへの愛に目を背け、無理矢理蓋をして、そんなふうにしてまで守るべきものなどない。

「本当は私だって、とっくにあなたを愛していたよ」

　ひと呼吸おいて告げた瞬間、私は長年の呪縛から解き放たれたような、不思議な解放感を覚えていた。

　ガルーダと私の間に流れる時間が止まったかのような、そんな錯覚……。

　私はどこか、ふわふわとした心地で、さらに言葉を続ける。

「臆病風に吹かれて、踏み出すのを怖がっていた。だけどあなたの愛で、私の中の臆病風はどこかに吹き飛んでいってしまったみたい。意固地な態度を取り続けてしまったこと、本当にごめんなさい。……あっ!?」

　きつく抱き締められて、苦しいほどの抱擁に息が詰まる。

「離さない。もう一生、アリサを片時だろうが、離してなどやるものか。そうして俺は最期の瞬間まで、お前を愛し続ける。……だからアリサ、俺の愛が生涯冷めやらぬ真であったのだと、隣で見届けてくれ──」

　ガルーダの清らかすぎる愛に、胸が焼かれてしまうのではないかと思った……。

「俺の物だ……。この唇も。そして、お前の全て……」

「……うん。私を全部、あなたの物にして──」

　実際に、柔らかに触れ合ったのは唇……。だけどこの瞬間、互いの境界すら曖昧になるくらいに、私とガルーダは心をひとつにしていた。

　二人の口付けを、強い太陽と、嫋やかな水陽が並んで見下ろしていた──。







　並んで畦道を歩む、私とガルーダの距離は同じ。

　だけど心の距離が、これまでとは同じじゃなかった。妄りに体を寄せ合う夜とは違う、こそばゆいときめきを感じていた。

　チラリと見上げたガルーダは、軍神もかくやの美貌に穏やかな笑みを浮かべていた。緩く弧を描く形のいい唇が、私への愛を熱く囁いたのだと思えば、頬にカッと血が昇った。

　私は赤く染まった頬を隠すように、慌てて視線を地面に落とす。そのまま、いそいそと横にずれ、ガルーダと一歩分の距離を取る。

「おいアリサ、何故そのように余所余所しく俺から離れてしまうのだ？　……もしや！　先の言葉を撤回し、俺の隣から脱しようと考えているのではあるまいな!?　駄目だ！　それだけは絶対に許可できん！　お前は俺の物だ!!」

　恥ずかしすぎるガルーダの叫びに眩暈がした。

「……ちょっ、やめてガルーダ！　恥ずかしいから叫ばないでっ」

「何故恥ずかしいことがある!?　俺はお前と心通い合わせた歓喜を民衆に向け、声を大にして叫びたいくらいだ！」

「な!?　ほんとにやめて！」

　私とガルーダは、不毛すぎる押し問答を繰り広げた。

「……ねぇお母ちゃん、お姉ちゃんとお兄ちゃんが喧嘩してるよ？」

　聞こえてきた声にハッとして目線を上げたら、母親に手を引かれた少女が、向かいからジーッと私たちを見つめていた。

　少女は小柄で細かったけれど、頬の血色はよかった。二人は畑からの帰りのようで、母親は少女と繋ぐのと反対の手に、膨らんだ荷物籠を抱えていた。

「これっ、見ちゃいけません！」

　母親は慌てた様子で少女の手を引いて、歩みを速くした。

「でもお母ちゃん、喧嘩してるなら仲直りさせてあげなくちゃいけないよ？」

「大丈夫よ！　あの二人は喧嘩じゃなくて、仲が良すぎてじゃれているのよ！　ほら、お祖父ちゃんの家のコロとタロもそうでしょう!?」

　……コロとタロ、それは犬か。はたまた猫か。

　すれ違いざまに横から聞こえてくる母娘の会話に、私は消えてなくなりたくなった……。

「なぁんだ、よかった！　ねぇお母ちゃん、今日はお父ちゃん帰ってくるんだよね!?」

　母親の説明に少女はすっかり納得した様子で、興味の矛先を私たちから他へと移した。

「ええ。もう帰ってきているかもしれないね。お勤めご苦労様って、ちゃんと言うのよ」

「もちろん！　あたしたちがご飯を食べられてるのは、お父ちゃんが頑張ってお勤めに行ってくれてるおかげだもんね。この菜っ葉は、お父ちゃんにいっぱい食べてもらわなくっちゃ！」

「あら、お利口さんね。だけどね、菜っ葉は遠慮しないであなたもお上がりなさい。水神の御使い様が恵みの雨を降らせてくれて、どんどん葉を付けているんだから。お芋もそう、しっかり膨らんでいたでしょう？」

　二人の会話で潤沢な畑の実りを知れば、切なく胸が熱を帯びた。

「そうだった！　もう、お腹いっぱい食べていいんだったね」

　少女の無邪気な言葉に、母親は目にキラリと光るものを浮かべながら笑った。

「そうよ、いっぱい食べてちょうだい。収穫はまだ先だけれど、麦だってどんどん育ってきている。あなたもいっぱい食べて、麦のように強く逞しく育ってくれたら嬉しいわ」

「うん！　ねぇお母ちゃん、お父ちゃんはあたしたち家族を守ってくれるヒーローでしょう？」

　少女は元気よく頷いて、満面の笑みで母親に問う。

「ええ、そうよ。お父ちゃんは私たち家族のヒーローよ」

「ならさ、家族どころか国中の皆を飢えと乾きから守ってくれた水神の御使い様って、どれだけ強いヒーローなんだろうね！」

　少女の台詞にドキリとした。

「……そうねぇ。私はどちらかというと、水神の御使い様はとても優しいお方に思えるわ。その御心で、この国に慈愛の手を差し伸べてくださる女神のような方なんじゃないかしら」

「うん、絶対そうだね！　それから水神の御使い様は、とっても綺麗な人だと思うの！」

「この子はまたそんなことを言って。お兄ちゃんと、その話で喧嘩をしないでちょうだいね？」

　……母娘の背中が段々と遠ざかる。

　予想した通り、二人はハルクとディレックさんの家へと続く角を曲がっていった。

　ポンッと頭を撫でられて、軋む首を巡らせて見上げれば、ガルーダが柔らかな目で私を見つめていた。

「なかなかどうして、実際に目にしたことのないお前の人物像を、実によく捉えている」

　ガルーダの優しい囁きに、目頭がジンと熱を持つ。

「……どうだろう。自分が、そう評してもらえるに相応しいとは到底思っていない。だけど、純真に思いを向けてくれる彼女たちを、裏切りたくない。……私はこの地にとって、優しい存在でありたいよ」

　目頭の熱は段々と広がって、それがブワッと弾ければ、熱い雫になって頬を伝った。髪を撫でていたガルーダの手にそっと肩を抱き締められて、その懐に顔を埋める。

　……なんともいえない思いだった。ただ、今この瞬間に水神の御使いとしての私がこの地に根付いたような、そんな心地がした。

　……神殿が誇示する神性は紛い物と知れた。神様は人に、神託を授けない。

　ならば、神様はいないのか？　……分からない。

　だけど今、確かに私はここにいる。ガルーダに引き寄せられ、重い使命を課せられて、私はガルダーンの大地にいるのだ。

　これこそが、科学では永遠に解明できない神様の所業……。

「俺は確信していたさ、この地にアリサがもたらされたのは他ならぬ天の意思。水神の御使いがたまたまアリサだったのではない。天がアリサを選び、この地に遣わした。そして俺に、お前をこの腕に抱き締める栄誉を授けてくれた。……よく来てくれた、アリサ。俺はお前の訪れを待っていた―」

　悲しいのか、苦しいのか……。

「アリサ、泣くな。……いや、今の言葉は正しくない。……悲しい時は、泣いてもいいんだ。ただし泣きたい時は、どうか俺の胸をその場所に選んでくれ。俺がお前から元の世界を奪った。断ち切ったその重みを、お前と共に分け合いたい」

　ガルーダの続く言葉を耳にした瞬間、滂ぼう沱だの涙が溢れ出た。

　……いいや、私は悲しいのでも、苦しいのでもない。

「……嬉しいんだ」

「なんだ？」

　小さな呟きが正しく耳に届かなかったようで、ガルーダは優しげに耳を私の口元に寄せた。

「ガルーダは知っていた？　……人って、嬉しくても涙が出るんだね」

　ガルーダが大仰なくらい、ビクンと肩を跳ねさせる。

「アリサ……！」

　感極まったように、ガルーダの目にも薄く涙の膜が張る。

　滲む碧に映る私が、泣きながら笑っていた。

「あなたに会えてよかった。こんなにも、苦しいくらいに愛しいと思える。そんな人に出会えたなら、それを喜ばずにはいられないでしょう？」

　神様は残酷だ。神様の示す意思は一方方向で、人には反論する余地もない。

　だけど、その心は存外に人間思いで優しいのかもしれないと、ガルーダへの溢れる愛を前にして、ぼんやりと思った。

「アリサに教えられたことは、これまでにも数えきれん。そして今、俺はまたひとつ教えられている。……嬉しい涙は、止める術がないのだと。迸る歓喜は抑える事などできない」

　ガルーダの瞳から、ホロホロと透明な雫が零れ、顎先へと伝う。

「ねぇガルーダ、あなたも泣きたい時は、その場所に私の腕の中を選んで？」

　トンッと背伸びして、唇で拾い取った雫は、しょっぱくて甘い、幸せの味だった。








八　新しい王国の夜明け









　……ん、朝？

　瞼の隙間から射し込む朝日で目が覚めた。

　体を起こそうとして、……ん？　起き上がれないことを訝しんで見下ろせば、太い腕が私の腹をしっかりと抱き込んでいた。

　道理で……。

　私は起き上がるのを諦めて、再び敷布に身を沈めた。そうすれば鼻先が触れそうなくらい、ガルーダの美貌が間近だった。

　ガルーダの寝顔をこうもまじまじと見つめるというのは、これまでにないことだった。それというのも、私とガルーダは契約の行為を別にすれば、寝室を異にしていた。

　だけど三日前に互いの心を余さずに伝え、愛を確かめ合ってから、私たちは情事がなくても、同じ寝台で抱き合って眠るようになったのだ。

　……今日はもう、できるかな。

　実は、三日前のあの日は、ちょうど月の物に重なっていた。ガルーダは必死に隠していたけれど、心を通じ合わせたのに愛し合う行為ができなくて、少し苦しそうだった。

　……それにしても、ガルーダって芸術作品みたい。

　射し込む朝日に照らされて、ガルーダは神々しいほどに綺麗だった。

　閉じられた銀色の睫毛の後ろには、宝石みたいな碧の瞳が隠れていることを知っている。砂漠の国にあって、色素の薄い碧の瞳は稀だ。

　以前にガルーダ本人から、北方から嫁いだ数代前の妃の血が隔世で現れたのだと聞かされた。そしてガルーダの色素の薄さは瞳だけではなく、髪にも現れている。艶やかな銀髪と淡い碧の瞳、それに濃厚な蜂蜜色をした鍛え上げられた肌という取り合わせは、とてもミステリアスで色っぽかった。

「……これは王様じゃなくても、女性たちにモテそうだわね」

　王という身分を抜きにしても、ガルーダは間違いなく精悍で魅力的だ。私は苦笑交じりに、ガルーダの寝顔に向かって小さく呟いた。

「女たちにいくらモテようが、そんなのはちっとも嬉しくないぞ。俺はアリサにだけ、モテればいい」

「わっ!?」

　閉じていた瞼がパチッと開いたのと、私が零した独り言に返しがあったのは同時だった。現れた碧の双眸の眩さとガルーダの返答にダブルで驚き、私は大きく仰け反った。

「……さてはまだ俺の身持ちを疑っているな？」

　どうやらガルーダは、とっくに起きていたらしい。

「もう、起きているならそうと言ってよね。それからさ、私は別に疑ってるわけじゃないからね。今のは単に、事実を言っただけ。だってあなた、物凄く綺麗だもの」

　ジトリとした目で問われ、私はヒョイっと肩を竦めて答えた。

　ガルーダはこれにパチパチと瞬いて、少し照れたように笑った。

「そうか。これまではあまり自分の容貌は気に入っていなかったのだが、アリサの目に綺麗だと映るなら悪くない」

　腰に回っていたガルーダの腕に力が篭り、ギュッと抱き寄せられる。私はガルーダの胸にスリッと頬を寄せた。

「今日はついに地鎮式典か。……あぁ、よく晴れているな」

　ガルーダが窓に目線を向けて、射し込む朝日に目を細くしながら口にする。

　……既に、手筈は整っていた。

　私たちは午後の地鎮式典に先立って、観測現場の制圧を行う。その事実をもって、ハレジャ神官長に虚構の神性を突き付ける。そうして地鎮式典の場で、ガルーダが国民に事実を伝え、今後の神殿のありようを説く。

「神殿の新しい門出に相応しい晴天だね」

　それらを受けて、何気なく零した呟きだった。

　だけど私の言葉に、ガルーダは目を丸くした。

「え？　なに？　私、なにか変なことを言った？」

　予想外のガルーダの反応に少し戸惑う。

「……いや、そうではないんだ。本音を言えば、俺は建国より続く神殿の解体に、少なからず罪悪を覚えていたんだ。正直、これを新しい門出と、そのように前向きに捉えるなど、思いつきもしなかった。アリサにはいつも教えられてばかりだな」

　ガルーダは朝日を見るよりもっと目を細くして、柔らかに微笑んだ。

「ではアリサ、今日は俺と共に神殿の新しい門出に立ち会ってくれ」

「うん」

　私とガルーダは認識をひとつにし、共に昨晩から温めた寝台を下りた。







　地鎮式典開催を直前に控え、神殿は人と物が慌ただしく行き交っていた。

　ガルーダを先頭に、その後ろに私が続く。さらに私の後ろを兵士が列成して続いていた。

　ガルーダが足を踏み出すごとに、波が割れるように人が引いていった。ガルーダは一直線に、祭壇の袖で進行の最終確認をするハレジャ神官長の元へ進む。

　ガルーダに気付いたハレジャ神官長は表情を険しくした。

「ガルーダ様!?　急なお越しはこれいかに!?」

　取次の申し出は早々に、ガルーダが辞している。だからハレジャ神官長の元には先達もないまま、突然王が乗り込んできた形だ。こんなことは、そうそうあるものじゃない。

　身に後ろ暗いことがあれば、当然それだけ内心の動揺も大きいだろう。事実、ガルーダの突然の来訪に、ハレジャ神官長は憤りと不快感を隠そうともしない。

「急に来ざるを得ない事態になったのだ。ハレジャ神官長、其方身に覚えがあるのではないか？」

「さて、一体なんのことやら？　それよりもガルーダ様、見ての通り地鎮式典の開会を直前に控えて、準備も佳境でございます。来訪も時と場合というものを考えてくださらんと困りますぞ！　どうぞお帰りくださいませ！」

　ハレジャ神官長は、けんもほろろにガルーダを追い返そうと躍起になった。

　常にない不穏な空気は、周囲にも瞭然だった。慌ただしく行き交っていた神官たちも各々作業の手を止めて、食い入るようにガルーダとハレジャ神官長のやり取りを注視していた。

「なに、心配することはない。此度の地鎮式典に神殿の列席は不要となった」

「ガルーダ様？　一体なんの冗談か儂にはさっぱり分かりませんな。こちらは先に申しました通り、忙しいのですよ。お帰りくだされ」

　ハレジャ神官長はバサリと長衣の裾を翻し、ガルーダに背中を向けた。

「完成祈願の舞を担当する神官たちは連行した。今頃、王宮で御殿医の診断を受けているぞ」

「なんですと!?」

　ガルーダの言葉に、ハレジャ神官長が目を丸くして振り返る。

　完成祈願の舞というのは、今日の地鎮式典で披露される舞で、実は昨日から始まっている。担当の神官たちは祭壇で、既に一昼夜踊り続けているのだ。

「連行の最中、全員が通常ではあり得ない興奮状態であったと、対応にあたった兵士から報告が上がっている」

「そ、そんなのは、昨夜から舞い続け、間もなく最後の大舞台が近づいているのだ！　興奮せぬ方がおかしいであろう！　それよりもガルーダ様、なんの権利があって大事な神事が控えているのに、神官の連行などなさったのです!?　儂は即刻、神官らの返還を要求いたします!!」

　ハレジャ神官長がガルーダに食ってかかる。

「精神障害をきたす薬物の摂取を、我が国は許していない。其方が舞を担当する神官らに摂取させているキノコは違法なものだ。舞を担当する神官の突然死がこれまでに何度もあるようだな？　これについても、今後さらに調べを進めていく」

　ガルーダの言葉に、ハレジャ神官長は目の色を変えた。

「キノコは既に押収し、検証を済ませた。検証後の残りも、こちらの手元に保管している」

　ハレジャ神官長はわなわなと唇を戦慄かせて、明らかに動揺していた。

「検証の結果、その興奮作用は絶大で、与えたネズミの一部は摂取直後に息を引き取っている。人でも心機能の弱い者がこれを口にすれば死に至ることもあるだろう。なにより、今回の検証は単回の摂取しか確認していないが、神事のたびに神官らにこれの摂取をさせているとしたら、深刻な健康被害を引き起こす可能性が高い」

「……し、知らん！　神事の進行や準備は全て神官長補佐官に一任している。儂は知らなかった！　それらは全て、神官長たる儂のあずかり知らぬところで神官長補佐官が行ったのだ!!」

　言い逃れできない証拠を突き付けられたハレジャ神官長は、まさか最側近に罪を擦り付け、己の保身をはかろうとした。

　保身だけに執着し、最側近をも容易に切り捨てる。ハレジャ神官長の形振り構わぬ姿からは、神官長としての威厳はまるで感じられなかった。周囲にも、ざわめきが広がった。

「それではなんのための神官長だ？」

　これが仮にも神官長という地位にある男の言動と思えば、あまりにもお粗末だった。ガルーダの声にも、侮蔑が色濃く滲んでいた。

「神のお告げをこの身に受け、神事の日時を決定し成功させる、神官長としてこれ以上に重要な任などございません！　神官長たる儂の受けた神託により、ガルーダ様も水神の御使い様の召喚を成功させたこと、ゆめゆめお忘れなきよう、お願いしたい！」

　憤慨を露わに、ハレジャ神官長は言い募る。不当に自身を正当化し、嘘を重ねる。

「其方ら歴代神官長が、神託に基づいて決定してきた召喚の日時。昔よりも随分と成功の頻度が上がったな？　お告げの精度が上がったか？」

　ガルーダの声に滲む、静かな怒り。

「おっしゃる通りでございます。日頃の信仰と、精神鍛錬の賜物でございます。儂自身、たゆまぬ精進によって成し得たのでございます！」

　ハレジャ神官長はガルーダの内でふつふつと滾る、怒りの焔ほむらに気付こうともしない。

「儂は神のお告げをこの身に受けることができる！　故にこうして儂が、神官長を務めておるのです！」

　あげくに胸を張り、嘘八百をぬけぬけと言い放つ。

　数多の目が、神官長に注がれていた。遠巻きに状況を見守る神官たちは、不安そうに長たるハレジャ神官長を見つめていた。

　その中の幾つかは、僅かな希望でもって神官長を信じたがっているように感じた。純粋に神を崇め、信仰に身を捧げる神官も、確かにいるのだ……。

「ハレジャ神官長、南中高度というのだそうだ」

「は？」

「太陽の高さだ。其方らが測っているだろう？　南中高度を測り、召喚の日時を見定めているであろう？」

「な！　なんのことをおっしゃっているのか、さっぱり分かりませんな」

　ハレジャ神官長はあくまでもシラを切ろうとする。

　けれどこれ以上は、ハレジャ神官長を慕い、信じようとする神官たちへの冒涜だ。

「お告げというのは荒唐無稽な作り話、神殿は知っていたにすぎません。水神の御使いの召喚に必要な最低条件は、一年でもっとも太陽が長く出ている日の、南中高度がもっとも高い時間を選ぶ。この一点です」

　居ても立ってもいられずに、発した私の言葉。

　ハレジャ神官長の怨嗟の目が私を射貫く。けれど視線は、ハレジャ神官長だけじゃない。この場にいる全員の視線が、私に注がれていた。

　……神殿でも、これはトップシークレット。これが明かされれば、神殿の長が受け継いできたと誰もが疑わない神託が嘘だということが周知となる。……神性の根幹が揺らぐ。

「な、なんのことやら儂はからっきし……水神の御使い様は、常人には分からぬ奇異なことをおっしゃる！」

　ハレジャ神官長が悪鬼のような表情で、私に詰め寄る。

「神殿の屋上階で、観測していましたよね？　既に派遣した部隊が制圧し、現場保持を行っています。観測中だった神官たちも、全員が拘束されています」

　事態を見守っていた神官たちの間にざわめきが広がる。

　ハレジャ神官長が苦虫を噛み潰したように顔を歪めて睨みつけてきたけれど、恐ろしいとはまるで思わなかった。むしろ、ハレジャ神官長が激昂を露わにすればするほど、私の心はスゥッと冷えていく。

「アリサ」

　前に踏み出す私の腕に、ガルーダが手を掛けようと伸ばす。私はガルーダの手を振り切って、ハレジャ神官長の前まで進み出た。

「ハレジャ神官長、信仰の根本を間違えてはいませんか？　本来信仰とは、日々をより穏やかに生きるための祈り。富や権力に執着し、特権だけを享受する。厳しい気候条件のこの地にあってそれは、単なる腐敗では片付けられない。上が権力を笠に着て不当に物資をせしめれば、渡りきらない末端に死者が出る。それが誇張でもなんでもないと、この地でほんの三カ月過ごしただけの私にも分かります。この地に生まれ育って何故、そんなことが分からないのですか!?　そんなことも分からないあなたが、神の声を聞けるわけがありません！」

　そこかしこから、どよめきが上がった。

　ハレジャ神官長の顔は、怒りで真っ赤に染まっていた。

「小娘！　儂を愚弄する気か！　世迷い事を言うな！」

　……私はもう、気付いてる。太陽にも、水陽にも、神様はいないのだと。……いいや、いないというのは正しくない。

　厳密には、神様には実体がない……。

　日本には八百万神やおろずのかみがいた。神様は万物に宿る。

　けれど八百万神に命を与えたのは、他ならない生きた人々。神が人々を生かし、人が神々を生かす。

　神様とは、人の心にのみ生きるもの──。

「いいえ、世迷い事ではありません。天候不順や自然災害は、神の怒りでもなんでもない。長い歴史の中で繰り返される、単なる事象です。これに窮した時、神への祈りに救いを見いだすばかりではなく、これからは人が知恵と技術で自然と共に生きる術を見つけるんです」

　私は静かに言い募る。これはハレジャ神官長だけではなく、強い志で信仰に身を捧げる覚悟を持った若い神官たちにこそ、聞いて欲しい言葉だった。

「私の存在に潤沢な雨量を慢心しては駄目なんです。確かに私は、この地に水神の御使いとしてやって来ました。けれどそれは、皆さんの子や孫の代の雨を約束するものじゃない。次に望んだ時、また水神の御使いを得られる確証だってありません。もちろん祈りを否定はしません。だけど祈りと同時に、未来に有効な用水路計画も共に進めていきませんか」

　私は、遠巻きにこちらを見守る神官たちを一望した。

　すると私の目の前に、不思議な光景が広がった。直立で立ち尽くしていた神官たちが、私に向かって進み出たのだ。

　年若い神官たちを中心に、後方から一人、また一人と進み出て、気付いた時には私を囲むようにして人の輪ができ上がっていた。

「水神の御使い様、あなたに協力をさせていただきたいです。実は以前より、あなたの革新的な計画を知り、尊敬の念を抱いていたのです」

「私も同様でございます。今後は水神の御使い様の御心に、従いたく存じます」

　方々から声が上がった。

「私も及ばずながら、水神の御使い様の推し進める用水路計画に、協力させていただきたいです！」

　私は彼らの言葉に衝撃を受け、固まっていた。

　まさか、こんなふうに私を称える声が方々から上がろうなど、想像だってしていない。

「……あ、ありがとうございます！　どうか、力を貸して下さい。そうして、なんとしても用水路を完成させましょう！」

　絞り出すように礼を告げ、賛同してくれる神官たちに向かい、言葉では伝えきれない感謝を込めて深く頭を下げた。

「小娘！　儂をコケにしおってぇえ!!」

　地を這うような怨嗟の叫びに頭を上げれば、ハレジャ神官長が長衣の袷から鋭利なナイフを抜き出すのが見えた。彼は掴んだナイフを大きく振りかぶり、私に向かって一直線に飛び掛かってくる。

　脳内では警鐘が鳴り響いていたけれど、足は床に貼り付いてしまったかのように、一歩だって動いてはくれない。

　振り下ろされるナイフの刃が日光を弾いて光る。それを見たのを最後に、私は瞼を閉じた。周囲で上がる悲鳴や怒号をどこか遠くに聞きながら、息を詰めてその瞬間を待った。

　ところが、予想した衝撃は一向に訪れない。

　──カラーンッ、カランッ、カラン。

　その時、石造りの床に金属がぶつかったような甲高い音が響き渡る。直後、逞しい腕にグッと抱き寄せられて、慣れ親しんだ温もりと感触に包まれる。

「アリサ、もう大丈夫だ」

「ガルーダ……？」

　ガルーダの声を受け、固く瞑っていた瞼をゆっくりと開く。

　視界に光が射し、頭上から心配そうに私を見下ろす碧色の双眸が飛び込んだ。

「お前を守れてよかった」

　ガルーダの体越しに、ハレジャ神官長が兵士に拘束されているのが見える。石畳の床に落ちたナイフも、別の兵士に回収される。

　目にした光景から、段々と状況に理解が追いついてくる。

　……あぁ、甲高い音は落ちたナイフが石畳に転がって立った音。私はガルーダの手で、助けられたのだ。

「……あなたが助けてくれたんだね。ありがとう」

「アリサは時に、俺の想像すら及ばない無鉄砲をしてみせる。お前に怪我がなくて、本当によかった」

　その時、ふと、ガルーダの拳に視線が留まる。そうすれば、ガルーダの拳に血が滲んでいるのに気付く。

「怪我をしたの!?　見せて!?」

　私は慌ててガルーダの手を引き寄せた。

「馬鹿を言え。こんなのは怪我のうちにも入らん。ナイフを弾いた時に、ハレジャ神官長の指輪にこすれてできたものだ」

　両手で掴んだガルーダの手の甲に、薄っすらと滲んだ血……。

「素手でナイフを持った人間を止めたっていうの!?」

　本人の申告通り、傷は決して深い物ではない。だけど刃先が触れていたら、大怪我を負っていた可能性もあったのだ。

「なに、少しでも武術を齧った者ならば、素人の振りかぶるナイフを弾くことなど造作もない。わざわざ武器で応戦せずとも、素手で十分事足り……っ、おい？　アリサ!?　何故泣く!?」

　突然泣き崩れた私に、ガルーダは狼狽うろたえていた。

　……私自身、ここまで衝撃を受けていることに驚いていた。ナイフを振り上げられて、襲い掛かってこられたことは恐怖だった。だけど、ガルーダの手に滲む血を目にして感じたのもまた、恐怖だった。

　私を庇ってガルーダが怪我を負ったのだと思えば、身が切られるほどに苦しくて堪らなかったのだ。

「どうした、アリサ？」

　ガルーダは戸惑いを滲ませながら私の背中を優しく擦り、溢れる涙を指先にそっと掬い取る。

「……私のせいで、あなたが怪我をしたと思った。ナイフで大怪我を負ったんじゃないかって……、怖かった！　あなたが無事でよかった!!」

　叫ぶように告げれば、ガルーダの目が落っこちそうなくらい見開かれた。次の瞬間、私は苦しいほどの力でガルーダの胸に抱き締められていた。

「はっ、ははははははっ！　はーっはっはっはっ！」

　突如、高らかな笑い声が響き渡った。

「なんとまぁガルーダ様、水神の御使いにすっかり骨抜きにされたものですな！　こりゃあ水神の御使いとは、魔が遣わした淫婦やもしれませんぞ!?　せいぜい事の最中にその精のみならず、命まで吸い取られぬよう注意なさるがいい！」

　声は、兵士に拘束されたハレジャ神官長から上がった。

「陛下と水神の御使い様になんたる無礼を!!」

　兵士が慌てて、ハレジャ神官長を引っ立てる。

「神がなにも与えてはくれぬことなど、儂とて百も承知しておるわ！　だから己で掴み取ろうとしてなにが悪い!!　権力争いを制し、その上には神殿の長という誉れがあると思えばこそ、同僚を蹴落として上を目指してきたのだ!!　世襲で生まれながらに王の座を約束された陛下には分からぬであろう!?」

　ハレジャ神官長は兵士の制止を振り切って、後ろの私たちに向かい、怨嗟の叫びを上げる。

「富権力の権化になり果てた其方は、既に信仰心からもっとも遠いところへ落ちてしまったようだ。其方に神官長の地位は相応しくない、これだけは明白であろうよ。……連れて行け」

　ガルーダは、ハレジャ神官長を一蹴した。兵士が数人がかりでハレジャ神官長の腕を引く。

「おのれ離さぬか！　儂を誰と心得る!?」

　ハレジャ神官長は喚き声を上げながら連行された。







　ハレジャ神官長の拘束から僅か一刻の後には、つつがなく地鎮式典が開会を迎えた。中央広場に入りきらなかった国民は中央通りまで埋め尽くし、丘上の祭壇を見上げていた。

　観衆は、通常ならば神官が行うはずの開会の口上を王宮の内務大臣が務めたことにも、なんら疑問を抱かない。むしろ、用水路計画の担当大臣が登場したことに大いに沸き、惜しみない拍手歓声を送った。

　けれど口上を終えた内務大臣と入れ替わりに、本来トリを務めるはずのガルーダが早々に祭壇に現れたことで、観衆の間にどよめきが広がった。

　どよめきはすぐに歓声へと変わる。ガルーダを称える多くの声が、そこかしこから上がっていた。

　ガルーダは真っすぐに祭壇の中央まで進み出ると、観衆を見つめたままスッと片手を上げる。それに伴って、歓声はピタリと止んだ。

「カルダーンの国民に告げる」

　重く、ガルーダの声が人々がひしめく中央広場に響く。静寂にあって、彼の声はよく通った。

「此度、神事催行に関する神殿の重大な捏造が発覚した。詳細はこの場では省くが、神は、神官を己の名代と定めてはいない。これは覆らぬ真理だ。今後は、これまで神殿が神の代弁者として有してきた特権とその行使を認めない。神殿は国の支配に下り、議会と国王たる私の承認をもって、所定の儀式遂行に終始するものとする」

　観衆のどよめきが空気を揺らす。

　国王が神殿の持つ神性を否定した。それは計り知れないほどの影響力と意味を持つ。国民の動揺は大きかった。

　けれど、国民の動揺とは対照的に、当の神官たちは落ち着いていた。

「今後神殿は、神官府と名を変えて、国家の政を遂行するための一機関となる。神官府長官は、王国議会にて決定するが、それまでは暫定的に内務大臣が兼任する。ハレジャ神官長らの処分はおって告示することになろう。この場で私からは以上だ」

　ガルーダが大衆の前を去る。その背に向けて、割れんばかりの拍手喝采が巻き起こった。

　国民の中に積もり積もった神殿への不信と不満。それを王たるガルーダが摘み取った。国民の目は、ガルーダへの信頼と期待に満ちていた。

　ガルーダと入れ替わりに再び登場したのは内務大臣と用水路計画のリーダーたちだ。国民は彼らを惜しみない拍手で迎える。

　今回の地鎮式典で、神官による成功祈願の舞の披露はない。けれど内務大臣とリーダーたちが語る用水路計画の詳細が、国民にこの計画の成功を確信させる。

　こうして国民からの圧倒的な支持と拍手喝采をもって、地鎮式典は閉幕した──。







　終わってみれば、あまりにも呆気なく神官長と不穏分子は粛清された。けれどこれにより、国民生活は豊かに変わっていくだろう。

　神殿は独自権限を持ち、付随して富の占有も大きかった。これからはその富を、正しく国民に分配できる。

　……そうして変わるのは、神殿の在り方だけではない。

　今後は国が、大きく変わる。

　筆頭は、水だ──。

　国民はもう、恵みの雨を祈って待つだけの暮らしはしない。不確かな召喚に頼らずに、用水路によってもたらされた水を正しく分け合って暮らすのだ。

「俺は政務に戻らねばならんが、お前は休んだ方がいい。用水路計画の発案からここまで、連日蛇篭の試作や神殿についての調べ物にと、忙しく過ごしていただろう？」

　神殿の祭壇を後にして、中央宮の回廊に辿り着いたところでガルーダが告げた。

　見上げると、ガルーダが労わりの篭る目で私を見つめていた。

「うん、そうさせてもらうよ。ガルーダもあまり根を詰め過ぎないで」

　私が素直に頷けば、ガルーダは優しい笑みで私の髪をサラリと撫でる。……神経など通らないはずの髪が、ガルーダの指で梳すかれて熱を帯びたように感じた。

　鼓動もトクトクと、駆け足で刻んでいた。

「ああ、夜はまた部屋に行く」

「……うん。待ってる」

　ガルーダは笑みを深くして、最後にもう一度頭をポンッと撫でると、私の横を通り過ぎて側仕えらと共に政務室に歩いていった。その姿が扉の向こうに消えて見えなくなっても、愛しいガルーダの残像が私の視界から消えて無くなることはなかった。

　私は回廊に立ち尽くしたまま、動き出すことができなかった。

　……変化は国民のみならず、私の上にも訪れている。

　私の心の温度が、これまでとはまるで違う。私とガルーダの関係も、変化の時を迎えているのだ──。

「アリサ様、お部屋に戻ってお茶にいたしませんか？　ガルーダ様がおっしゃるように、少しゆっくりいたしましょう」

　背後に控えるモーリカが、遠慮がちに声を上げた。

「……うん、お願いしようかな」

「はい！」

　モーリカの一声でガルーダの残像は眩しい陽光に溶け、私たちは並んで部屋へと進み出した。

「そう言えばアリサ様、間もなくここはなくなるようでございますよ」

　中央宮の回廊を通り抜けて、後宮棟に続く渡り廊下歩いていると、モーリカが唐突にこんなことを言い出した。

「ここって？」

「後宮でございますよ」

「後宮なら、もうガルーダが側妃たちを解散させて、事実上ないのと一緒でしょう？」

「事実上ではなく、後宮という箱ごとその仕組みが無くなるのです。建国より続く王の一夫多妻制を廃止し、民と同じ一夫一妻へと改めると。法改正の議論はもう終盤で、可決は秒読みの段階だそうです」

　聞かされても、すぐには理解が下りてこない。

　前に進めていた足は、張り付いてしまったみたいに、その場でピタリと止まった。

「……うそ。だってガルーダは、そんなことは一言だって……」

　今可決が秒読みならば、議会への提言自体は召喚からそう間を空けずに行っていたはずだ。

　けれどその時期の私とガルーダは、相愛とはほど遠い契約の関係だった。

　なのにガルーダは、その当時から私を生涯ただ唯一の妻と、そう定めてくれていたのか……。

　もし、私が当初からこれを聞かされていたならば、少なくとも『多くの女性たちとガルーダを分け合う』という発想は抱かずに済んでいただろう。

「なんで、言ってくれなかったんだろう……」

　茫然と呟く私に向かい、モーリカが優しい目をしてゆっくりと口を開く。

「陛下はわざわざ言うまでもないと、そう理解していたのではないでしょうか？　陛下にとって、アリサ様以外の選択肢など端からなかったのでしょう。そうしてそこには、一切の打算がない。仮にアリサ様から同じだけの想いが返ってこなくとも、陛下の愛はアリサ様だけに注がれる一途なのでござます。……不器用で、純情で、そして天晴あっぱれなくらいにいい男ではありませんか!?」

　……ん？　穏やかに語っていたモーリカが、後半になって突然語気を強める。

　優しかった眼差しも、一転、ギラギラとしたそれへと変わる。

「わっ!?」

　気付いた時には、私はモーリカに手を取られ、ギュッと握り込まれていた。

「アリサ様、やはり私は全力で陛下を推薦させていただきます！　王としての辣腕ぶりは疑う余地もなく、その心根も清らか！　ちなみにあれだけの美貌なら、目の保養にも役立つこと請け合い！　なにより、アリサ様が白といったら黒でも白、忠犬も真っ青なこの服従っぷりはなかなか楽しめるのではないかと思うのです！」

　怒涛の勢いで展開される、ガルーダの大安売り……。その内容はなかなかに不敬だが、その分胸にビシバシと訴える。

　……当のモーリカは真剣そのものだが、対する私は込み上げる笑いを堪えるのにもう必死だ。

「かように優れた人物は他にはおりません！　ぜひとも、お勧めでございます!!」

　モーリカが鼻息荒く言い切れば、ついに、堪えていた笑いの衝動が弾けた。

「ふふっ、ふふふふっ！　……モーリカ、決めたわよ。私、ガルーダを夫にする」

　笑いの発作に息を弾ませながら告げたら、モーリカは私の手を握り込んだまま固まった。

「は？」

　その表情は、鳩が豆鉄砲を食らったよう、まさにそんな表現がピッタリだった。

「だって、モーリカ一押しの男性なんでしょう？　ならばガルーダ以上にいい条件の男性なんて絶対いないよ」

「アリサ様ー！　ようございました!!」

　悪戯っぽく言ってみせた次の瞬間、モーリカが泣き笑いの表情で私を胸に掻き抱いた。

「わわっ!?」

「重い使命を負わされ、身ひとつでこの世界にやって来て……。そんなアリサ様が涙で頬を濡らす姿を見るにつけ、胸が張り裂けそうな思いでございました。なんとしたってアリサ様の幸せを守ろうと、私はお誓いしたのです。……本当に、ようございました」

　モーリカは私を胸に抱き締めて、ところどころ声を詰まらせながら語った。

　水神の御使いに仕える専属女官……。迎え入れる立場のモーリカもまた、重い責任と覚悟でもって、この職責に向き合っていたのだろう。

「ありがとうモーリカ、きっとあなたも随分な重圧を背負っていたんだよね。だけど、そんなあなたの存在があって、私はこの地でこうも心穏やかにいられたよ。あなたは差し迫った状況にありながらも、ガルーダとの関係を強要せず、私の立場に立って細やかに心を砕いてくれた。あなたの優しさが拠り所だった」

「もったいないお言葉でございます……！」

「……ねぇモーリカ。私には、元の世界で母を送ってから、もう肉親と呼べる人がいなかったんだ。だけどこの世界で、私に優しくて頼れるお姉ちゃんができたよ。これからもよろしくね、お姉ちゃん？」

　……モーリカはこれに答えなかった。

　厳密には泣き崩れたモーリカは、まともにものが答えられるような状態じゃなかった。けれど熱い涙こそが、モーリカの答えだと、私はそう解釈した。

「……さぁモーリカ、部屋に戻ってお茶にしようよ？　今日はさ、私がモーリカにとびきり美味しいのを淹れてあげる」

　いつの間にかポジションは逆転し、嗚咽を上げるモーリカの肩を私がそっと抱き締めて部屋へと促す。

「っ、アリサ様ぁ……」

　小刻みに震えるその肩を抱きながら、私は、自分が物凄く周囲の人たちに恵まれているのだと改めて感じていた。

「ふふふっ。モーリカが泣き虫だって、これは意外な新発見ね」

　ハレジャ神官長などの例外はほんの一部で、この地で出会った多くは優しさに満ちている。

　そんな数多の優しさに包まれて、私は今、こんなにも充足してる……。思い至れば、私の目にも熱いものが滲んだ──。








九　私の王様









　ガルーダは宵の口に現れた。

　全神経がガルーダに集中していた。一歩、また一歩と歩み寄るガルーダの気配を、いつも以上に鋭敏に感じ取る。

　胸が騒いで落ち着かなかった。

「アリサ、今日はご苦労だった。あの後、少しは休めたか？」

　ガルーダは奥の寝台まで真っ直ぐにやって来て、腰掛けて待っていた私の髪を愛しげに撫でながら問う。その表情は、蕩けるように甘く優しい。

　ドクンと胸が高鳴って、狂おしく締め付けられる。駆け足で刻む鼓動が、煩いくらいに反響していた。

　ガルーダを前にして、こんなにも緊張するのは、最初の夜を別にすれば初めてのことだった。ただしその緊張も、最初の夜の恐々としたそれとはまるで種類が違う……。

「アリサ？」

　なかなか答えない私に、ガルーダが怪訝そうに問いかける。

「休めなかったよ」

　私はガルーダを見上げ、クシャリと笑ってみせた。

「ん？」

　……ガルーダとは、最悪の出会い方をした。

　私は突きつけられた〝水神の御使い〟としての役割に、怒り、悲しみ、苦しんだ。人生に絶望し、運命を恨んだ。

　だけど、実際にこの国で日々を過ごす中で、徐々に思いは変わっていった。暗たんとした心に、いつしか喜びや希望といった前向きな感情を抱くようになった。そうして今は、自らの意志でガルーダと共にこの国の未来のために力を注いでいる。

　ここに至るまでを思い返したら、どんな時も私の隣にはガルーダがいた。

　私が涙を零すと、ガルーダがそっと唇で吸い取った。私が笑えば、ガルーダも一緒になって笑った。

　ガルーダといることが、いつの間にか私にとって当たり前になっていた。

　私はこれからも、喜びや悲しみ、あらゆる感情をガルーダと共有しながら過ごしていきたい。

　……ずっと、ガルーダと一緒にいたい。

「寝台に横になってみたけれど、あなたのことを思って胸が苦しくて……。ちっとも休まらなかった」

　私の告白に、頭を撫でるガルーダの手が不自然に止まり、銀の睫毛に縁どられた碧の瞳が零れ落ちそうなくらい見開かれる。

「……お前は本当に、どこまで俺を虜にすれば気が済むのだ」

　熱の篭る声を聞いた次の瞬間、私はガルーダの腕の中に閉じ込められて口付けを受けていた。

「んっ！」

　唇から生じた熱は、たちまち全身に広がる。私の心と体は燃え上がり、もっとガルーダを感じたくて堪らなくなった。

　それなのにガルーダは表層を触れ合わせる優しいキスを繰り返すばかり。ならば彼が私を求めていないのかと言えば、……そうではない。

　抱き合う肌に、ガルーダの熱い滾りを感じていた。

　彼がこの先の行為を躊躇する理由は、すぐに思い至った。

「今日はもう、大丈夫。……だから、して？」

　焦燥に衝き動かされ、気付いた時には自分からガルーダに続く行為を強請っていた。

「……アリサ！」

「ぁ、んんっ！」

　口付けが、激しいものへと変わる。ガルーダは呼気まで奪うように深く唇を合わせ、口内を味わい尽くすような荒々しさで舌を這わせた。私も必死に舌を伸ばし、ガルーダのそれに絡ませて熱く応える。

　……あぁ、ガルーダ！

　私たちは貪るように熱く深く、互いを求めた。

「アリサ、お前を抱きたい。もっとお前を感じたい」

「私も……っ、もっとあなたを感じたい」

　契約という呪縛から解き放たれて、心が求めるままガルーダを抱き締める。愛しい思いが心と体を急き立てる。

　……早くガルーダと繋がりたい。

「いくらだって感じさせてやる。俺で溢れるくらい、いっぱいにしてやる」

　火照る体にもどかしく纏わりついていた衣装を落とされれば、僅かばかりの理性も羞恥も一緒くたに吹き飛んだ。

　私とガルーダは生まれたままの姿になって、縺れるように寝台に沈み込む。

「……ん、ガルーダ」

　私の上に覆い被さるガルーダの重みに充足を感じた。大きな手が、肩から腕へと素肌を撫でる。直接肌で感じる手のひらの温もりと力強さに、心と体がどんどん高まっていく。

　まだ触れられてすらいない乳房の中心が芯を持って勃ち上がり、下腹の疼きも無視できないくらいに大きくなって、ジンジンと切なく痺れ始める。

　ガルーダが顔の位置を下げてゆく。

「っ、あぁ！」

　胸の中心から快感が走り抜け、反射的にビクンと体が跳ねた。

　目線を落とせば、ガルーダが硬さを持って尖る蕾に口付けていた。少しずつ位置を変えながら、幾度も唇で啄まれ、蕾はさらに嵩を増してしこる。

「……もう、こんなに朱色を濃くしている」

　ガルーダが熱く囁いて、次の瞬間、膨らみきった蕾が彼の口内に消える。温かく湿る粘膜の感触は、いいようのない快感を生む。

　口内で転がされ、唾液と一緒に吸い上げられて、舌先で扱かれる。そうかと思えば、大きめに開いた唇で乳輪ごと食まれて、甘やかに歯を立てられて痺れる刺激に体が跳ねた。

　深めに含んだまま根本から先端に向かって舐め上げられると、蕾はますます硬く尖った。

「ほら、分かるか？　俺にしゃぶられて、アリサの可愛い蕾が弾けそうなくらいツンと勃ち上がっている」

「っ、やぁ……、分からない……っ！」

「それはおかしいな。ここは、俺に可愛がられてこんなに喜んでいるのに」

「ぁあ、っっ！」えくなれ」

　ガルーダが、二人が繋がる下肢へスッと手を差し入れる。

「あっ!?」

　激しく奥を穿たれながら、弾けるくらいに膨らんだ陰核を抓まれる。そのまま愛液を纏わせた指の腹で捏ねるように潰されれば、あっという間に再び真っ白な絶頂に打ち上げられる。

「っ、ぁぁああっっ！」

　隘路がガルーダを絞るように蠢きながら、大量の蜜を迸らせた。溢れた蜜が二人の下肢とガルーダの手を濡らす。

　グッと緊張した体が弛緩して、ビクンビクンと震えた。

　私が達したことが、ガルーダに分からないはずがない。なのにガルーダは、ますます挿入を深くして、容赦なく奥を突き上げる。胎の奥が切なく震え、大きな快感の渦が湧き起こる。

「……ガルーダ、だめっ！　私、また……っ！」

「駄目なわけがない。何度だって昇ればいい」

　ガルーダにグンッと快感の源泉を抉られて、高まりに高まった愉悦が弾けた。私はまた頂点へと駆け上る。

「あぁあああっ！」

「アリサ……っ！」

「っ!?　ぁあ、ああっ!!」

　高みの最中にも、ガルーダは容赦なく昂る熱をぶつけた。私は逆らわず、ガルーダの下で快感に跳ね続ける。

　情事に終わりは見えず、私はガルーダの腕の中で、終わりのない快感の波間を揺蕩った。

　夜明けまでもう間もなくと迫った時分、情事に疲れきった体がついに、ガルーダの腕に沈んだ。ガルーダがくたりと力の抜けた私を、愛しげにすっぽりと包み込む。

「……無理をさせてしまったな」

　砂糖菓子みたいに甘いキスをいっぱいに注がれて、情事の最中とは違う、ふんわりとした幸せに満たされる。

　私はガルーダの厚い胸に、スリッと頬を寄せた。

「ううん……。私、こんな幸せがあるなんて知らなかった」

「またお前はそうやって可愛いことを……。だが、俺も抱き合う行為がこんなにも幸福を呼び起こすなど、思いもしなかった。アリサが俺に教えてくれた」

「……ずるいなぁ」

「ずるいとは？」

　私の呟きが予想外だったのか、ガルーダは額と額をコツンとくっ付けて、物問いたげに繰り返した。

「あなたは思いもしなかっただろうけど、本当はずっと嫉妬していたのよ。あなたの腕に抱かれてきた女性たちに。だけどそんなふうに言われたら、不毛な嫉妬心もどこかに逃げて行っちゃうわ」

　ガルーダが目を丸くする。

　碧の瞳を縁取る銀の睫毛が、ガルーダの動揺の大きさを示すように小刻みに震えていた。

「意外だった？　まぁ、自分から契約を持ち出して、好きに妃を持っていいだなんて言っていたものね。……だけど一皮むけば、本音はとても単純。あなたの心が他へ移ってしまうことが怖くって、予防線を張ったのよ」

「……十五で宛がわれた閨ねやの指南役から始まり、俺が少なくはない人数の女と褥を共にしてきたのは事実だ。だが、これからの人生で女はアリサだけだ。アリサは俺の唯一最愛の妻で、そして俺の最後の女になる。生涯お前だけを愛し貫く。……これで、どうか許してはもらえんか？」

　ガルーダがゆっくりと口を開き、語った一言一句は、まるで誠実な想いの結晶のようだった。

　語り終え、唇をキュッと引き結ぶと、ガルーダは目を伏せて頭を下げた。それはまるで、私の裁可を待っているかのようだった。

「やだ、もちろん許すに決まってるじゃない。そもそも、実体のない過去の女性たちに私が勝手に抱いた醜い嫉妬に、あなたが頭を下げる必要なんてないわ」

「違う。俺が今、お前に頭を下げるのは、女と褥を共にしてきた過去だけの話ではない。いや、それらの過去を踏まえ、お前が俺の心移りを心配し、心を痛めていたのだ。そんなお前の心に微塵も思い至らなかった、不甲斐ない俺自身を詫びているのだ」

　……ガルーダを彩る全てが、清らかな奇跡のように思えた。触れ合う額に感じる温もりも、瞼にサラリと影を落とす髪の一筋まで、ガルーダの全部全部が愛しくて堪らなかった。

「……ガルーダ、あなたは稀け有うな人ね。貞淑とは、妻が夫たる男性に対して示すものだと思ってた。……だけどあなたは、こんなにも純粋に一途に、私に愛を注いでくれる。そんなあなたが、私は苦しいくらいに愛しいよ」

　こんなにも愛しい人と巡り会えた……。こんなにも愛しい人と将来を誓い合った……。もしかするとこれは、とてつもない確率の上に成り立つ奇跡のようなものなのではないかと思えた。

「愛してる、今も未来も、ずっとずっと……。これからも、私はこの地であなたと共に絶え間ない幸福の道のりを歩んでいく。……だから旦那さま、どうか私の手を離さないで」

「俺の奥さん、ずっとお前の手を離さない。互いの頭髪が白髪に代わり、その顔に深く皺が刻まれても、ずっと俺がアリサの手を握っている」

　私とガルーダはどちらからともなくピッタリと体を寄せ、隙間なく抱き合った。

「水神の御使いが、私でよかった。……あなたに会えてよかった」

「俺は果報者だ」

　体を重ね合う行為にも負けないくらいギュッと抱き合って、互いの胸から響く鼓動を聞いていた。

　心を通い合わせ、愛を繋げた二人の夜は、長い情事を終えてなお、ゴールが見えない……。心がもっと熱く深くガルーダを感じたがって、切なく高鳴る。

　私は眠りの世界にゆくことを惜しみ、朝まで愛しいガルーダの鼓動に耳を傾けていた。

　同様にガルーダも朝の訪れの瞬間まで、ずっと私を愛しげに見つめたまま、碧の瞳を瞼の裏に隠すことはなかった。

　……夜は、いつか明ける。

　だけど私たちの愛は明けない。そうしてまた、幾度だって愛しいガルーダと新しい夜明けを迎えるのだ──。










　しずしずと王都を一望できるテラスを進む。

　ここはかつて、神官らが雨乞いで舞っていた神殿の祭壇だった場所だ。

　けれどそれももう、随分と遠い昔の話だ。今は公会堂として建て替えがなされ、王宮の公式行事のみならず、民衆にも幅広く活用されている。

　私は目の前の光景に口元を綻ばせた。

　眼下には、五十年前と変わらぬ赤茶色の大地が続く。けれど望む大地は、赤茶色ばかりではなくなっていた。

　用水路の完成により、カルダーンには、五十年前とは比較にならないほど豊かに緑が茂る。赤茶色と緑が融和する、美しい大地が広がっていた。

　この光景を眺めるたび、私の目には熱いものが込み上げる。ここに至るまでの厳しい道のりも、ここに辿り着いた時の興奮と歓喜も、まるで昨日のことのように鮮明に覚えている。

　ゆっくりと見上げた空のちょうど真上に太陽があった。しかし太陽の隣に水陽はない。不思議なことに、用水路の完成と共に水陽は姿を消した。

　灌漑工事を進める中で発見された超古代遺跡、そこで発見された石碑に『カルダーン王国の始まりに水陽はなかった』と、こんな一節が刻まれていた。作業員らは元より、考古学に詳しい専門家やガルーダにも読み解けなかった古代文字だが、私には他の文字となんら変わりなく読むことができた。

　石碑の続きには『水陽は干ばつで窮する民の祈りによって現れた。水神の御使いは水陽の力で呼び寄せられ、この地に恵みの雨をもたらす。しかし、水神の御使いの真の使命は、一時の雨をもたらすことではない。国土に恵みの水を巡らせることにある』とあった。

　嘘か真かも知れぬ、遠い過去からのあまりに他力本願で身勝手なメッセージ。憤慨しながらガルーダに伝えたら、彼は「その記述は正しくない」と一刀両断した。共感を得られたと喜びかける私に、さらに「そもそも、神がアリサを遣わしたのではない。アリサこそが、水の女神だったのだ」と自論を続けた。

　満面の笑みを浮かべ、自身満々に告げるガルーダを前にして、私はそれ以上の議論を放棄した。夫婦生活を共にする中で、王として見事な慧眼を発揮する夫の目は、私を前にすれば盲目となることを十分すぎるほど知っていたからだ。

　結果的に、用水路の完成をもって水陽は消え、石碑の記述は正しかったというのが大衆の総意になった。過去に召喚された水神の御使いが成せなかった真の使命を私が達成し、水陽は役目を終えた。そんなふうに納得され、国民に大きな混乱はなかった。

　こんなふうに五十年、私はこの地で随分と濃い人生を送ってきた。

　この五十年で、変わったもの……。変わらないもの……。

　景色が一望できるこの丘に立つと、いつだって万感が胸に交錯する。切なく魂が震え、涙が零れそうになる。

「アリサ」

　名前を呼ばれて振り返れば、すっかり頭髪が白く変わり、顔に深い皺を刻んだガルーダが、杖を突きながら、ゆっくりとした足取りでこちらに向かって歩いてくる。

「またここにいたのか」

　ガルーダが長い時間をかけて歩み寄り、ピッタリと私の隣に並ぶ。そうしていつも通り、杖を持つのと逆の手で、ギュッと私の手を握る。

　ガルーダはかつての約束を、今も違えずに続けていた。気が付けば、彼はいつだってこうして私の手を握っている……。

「ええ、ここから見る景色はまるで我が子のよう。いつだって、いつまでだって見ていたいわ」

「……そうだな」

　ガルーダは眩しそうに目を細め、眼下へと目線を向けた。

　……不思議なことに、あれだけ睦み合って過ごした私たちに、子が宿ることはなかった。

　だけど、それを残念に思ったことは一度もなかった。王位はガルーダの従弟の血筋でしっかりと繋がって、今も安寧の世が続いている。

　互いの頭髪が白髪に代わり、その顔に深く皺が刻まれても、私とガルーダの関係は変わらない。

　年を幾つ重ねても、愛の温度に変わりなど無いのだと、これもまたガルーダが教えてくれた。

「ねぇガルーダ、水神の御使いが私でよかった。……あなたに会えてよかった」

「俺は果報者だ」

　私たちが囁き合う台詞もまた、五十年の時を経ても変わらない。

「愛してる──」

　眩しい太陽の下、私たちはどちらからともなくそっと唇を寄せ合った。

　優しい口付けは、幸福の味がした──。
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水神の御使いは太陽王の一途な愛に溺れる
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